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お客様登録のご案内 


http://www3-pioneer-co-jp/members/ 

お買い上げいただをました製品についての 「お客様登録」 をお願いいたします。 
ご登録いただをますと、プレゼントや懸賞商品び当たるキャンペーン/イベン 
卜情報や各種製品情報などのご案内をさせていたださます。 

また、ご登録いたださますと I □び発行され、お役に立つ情報満載のお客様専用 
ページにアクセスすることびでさます。 

ご登録は上記 URU こアクセスしてご利用ください。 


新規登録されたお客様には、毎月 
プレゼントを抽選にて差し上げて 
おりまず。詳しくは、上記 URL に 
アクセスして < ださい。 

巧晋 


巧扱説明書 


















このたびは、パイオニアの製品をお買い求めいただきましてまことにありがとうございます。 

この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。特に、本書および別冊の「安全上のご注意」は 
必ずお読み < ださい。 

なお、「取扱説明書」および「安全上のごを意」は「保証書」、「ご相談窓□•修理窓□のご案内」と一緒 
に必ず保管してください。 


哀ミ上のご注意 巧届の r 安を上のご注意 J をお読み<だをい 


を全に正しくお使いいただくために 


給表示にごいて 

この取扱説明書および製品への表示は、製品を安全に正し 
くお使いいたださ、あなたや他の人々への危害や財産への 
損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしてい 
ます。その表示と意味は次のよラになっています。 

内容をよく理解してから本文をお読みください。 


絵表示の例 


A A 記号はミ主意(警告を含む）しなければなら 
ない内容であることを示しています。 

-図の中に具体的なを意内容(左図の場合は 

感電を意)び描かれています。 


A 警告 


この表示を無視して、誤った取り扱 
いをすると、人び死亡または重傷を 
負ラ可能性び想定される内容を示し 
ています。 



〇記号は禁止(やつ口まいけないこと）を示 
しています。 

図の中や近くに具体的な禁止内容(左図の 
場合は分解禁止)び描かれています。 


A 注意 


この表示を無視して、誤った取り扱 
いをすると、人び傷害を負ラ可能性 
び想定される内容および物的損害の 
みの発生び想定される内容を示して 
います。 



参記号は行動を強制したり指示する内容を 
示しています。 

図の中に具体的な指示内容(左図の場合は 
電源プラグをコンセントから抜け）び描か 
れています。 


A 警告 


〔異常時の処置：! 


を 

プラグを抜け 


♦ 万一煙び出ている、変なにおいや音びするなどの異常状 
態のまま使用すると乂災•感電の原因となります。すぐ 
に機器本体の電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコ 
ンセントから抜いてください。煙び出なくなるのを確認 
して販売店に修理をご依頼ください。お客様による修理 
は危険ですから絶対おやめください。 



プラグを抜け 


♦ 万一内部に水や異物等び入った場合は、まず機器本体の 
電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜い 
て販売店にご連絡ください。そのまま使用すると乂災 • 
感電の原因となります。 



プラグを抜け 


♦万一本機を落としたり、カバーを破損した場合は、機器 
本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントか 
ら抜いて販売店にご連絡ください。そのまま使用すると 
火災-感電の原因となります。 

















付属品を確認ずる 


準備 




マイクスタンド 
( VSX - D 912 のみ） 

オートセ ッ ト アップ 用 
マイク （ VSX - D 912 のみ） 

• 保証書 

• 取扱説明書(本書） • ご相談窓□-修理窓口 
• 安全上のごミ主意 のご案内 



設置にごいて 



• 放熱のため本機の上に物を置いたり、巧 
やシートなどを被せた状態でのご使用は 
絶対にお止めください。異常発熱により 
故障の原因となる場合びあります。 

.ラック 等に設置する場合は、上部に 
2日 cm じ(上空間をあけてください。 

• 本機の上に接続コードを曲げて放置する 
と、電源トランスから磁界の影響によ 
り、スピーカーから八ムノイズび出る場 
合びありますのでご注意ください。 




リモコンに電池を入れる 



• 新しい乾電池と一度使用した乾電池を混ぜて使用しないでください。 

• 乾電池のプラスとマイナスの向さを電池ケースの表示どおりに正しく入れてください。 

• 乾電池には同じ形状のちのでを電圧の異なるをのびあります。種類の違う乾電池を混ぜて使用しないでください。 
• 長い間 （1 力月じ(上） IJ モコンを使用しないときは、電池の液漏れを防ぐため、乾電池を取り出してください。 

わし、液漏れを起こしたとさは、ケース内についた液をよくおさとってから新しい乾電池を入れてください。 
• 不要となった電池を廃棄する場合は、各地ち自治体の指示(条例）に従って処理して<ださい。 


メモ 


• 電池を交換する際は、なるべく已分じ(内に交換することをおすすめします。已分じ(内に交換しな 
いと、 IJ モコンの設定び解除される可能性びあります。 IJ モコンの設定び解除されてしまった場 
合は、「他機器を操作するための IJ モコン設赴をご覧になり、再度 IJ モコンの設定を行ってくだ 
さい (74 〜77ぺージ)。 

• IJ モコンの操作範囲び極端に狭くなってさたら、電池を交換してください。 


3 









































準備 


接続 


フ□ントパネル . 

リモートコント □ —ル . 

アンプコント□ール部 . 

チューナーコント□ール部 ..... 
TV コント□-ル部や 
他機器/アンプコント□ール部 

ディスプレイ . 

後面部（リアパネル） . 


付属品を確認する . 3 

設置について . 3 

リモコンに電池を入れる . 3 

本機の特長 . 6 

ホー ムシ アター 入門 . 7 

ホームシアター入門 Stepl く冨礎知識編> …8 

① ステレオ再生とは . 8 

② ドルビーデジタル瓦1 ch または 

DTS サラウンド再生とは . 9 

③ ドルビープ□□ジック再生とは . 9 

ホームシアター入門 Step2 

くデジタルサラウンドへの近道 > . 10 

① DVD プレーヤーとの接続 . 10 

② スピーカーとの 接続 . 11 

③ 設定の準備 . 12 

④ DVD のサラウンド再生 . 12 

ホームシアター入門 steps 

くオートセットアップで 

ワンランク上のサラウンドへ> . 13 

① オートセットアップ用マイクを接続する。13 

② 才ートセットアップ （ MCACC ). 14 

③ より快適にサラウンドを楽しむために ...... 16 

ホームシアター入門 steps 

く簡単設定で快適なサラウンドへ> ........ 17 

① 簡単設定 (QUICK SETUP ). 17 

② より快適にサラウンドを楽しむために ...... 18 


各部の名荷;とはた S き 


接続コードについて . 24 

映像信号について . 24 

DVD プレーヤーと TV (モニター)の接続 ....... 2己 

TV または衛星チューナーの接続 . 26 

ビデオ機器の接続 . 27 

DVD 7.1 ch アナ□グ接続 . 27 

スピーカーの接続 . 28 

スピーカーの配置 . 29 

スピーカー B システムについて . 29 

オーディオ機器の接続 . 30 

アナ□グ接続 . 30 

デジタル接続 . 30 

DVD/LD または LD プレーヤーの接続 . 31 

他のパイオニア機器を操作するための接続 ..... 32 

アンテナの接続 . 33 

電源コードの接続 . 34 

予備電源コンセント (AC OUTLET) 

の接続(連動1日下） . 34 

基本操作 

胃本再生 . 35 

映像出力信号について . 36 

入力機器の設定確認 . 36 

アナ□グ/デジタル信号を切り換える . 37 

いろいろな巧い方 

U スニングモードの種類と効果 . 38 

STANDARD (ソフトにを、実な再生）….38 

ADVANCED SURROUND . 39 

STEREO/DIRECT . 39 

リスニングモードの選択 . 40 

ADVANCED SURROUND モ ーK 
の効果を調整する . 41 

SB CH MODE 

(サラウンドバックチヤンネルモード） . 41 

サラウンドバックチヤンネルの 

0N/AUT0/0FF . 41 

ノ くーチヤルサラウンドバックモードの 
0N/AUT0/0FF . 42 
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スピーカー 出カレベル 

(各チヤンネルの音量レベル)の調整 . 

MCACC マニュアルセツトアップ宿場補 IE ).." 


ラジオ放送を聞く . 

放送局の受信のしかた . 

放送局を記憶する . 

放送局に名前をつける 

(ステーションネーム） . 

記憶した放送局を呼び出す . 

リモコンによる他機器の操作 


他機器を操作するためのリモコン設定 . 

他社のリモコン信号を本機の 
IJ モコンに呼び出す 

(プリセットコード設定） . 

Leamin 呂セットアップモート 
(他機器の IJ モコン操作を本機の 

IJ モコンに登録する） . 

ダイレクトフアンクシヨンモード 

を設定する . 

リモコンの設定解除 . 

IJ モコンのボタンに登録された 

操作を解除する . 

IJ モコンに設定されたすベての 

機能を解除する . 

他機器の操作一覧表 . 

その他 


艦解説 . 

音声記録ち式について . 

再生方式について . 

録音ち式について . 

保証と アフターサービス . 

tt 様 . 

設定オールリセット . 

故障かな？と思った6 . 

電源び入らなかったり、切れるとを 
音び出なかったり、ノイズび出るとさ 
映像び出なかったり、乱れるとき…. 
インジケーターび 

点灯しなかったり、違うとき ....... 

リモコンや設定、その他 . 

メーカーコー ドリスト . 


ラジオ放送を聞< 


便利な音声再生用機能 . 44 

ミッドナイ hU スニングモード 

で楽しむ . 44 
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ホ—ムシアターの実現 


令ドルビーデジタル 、 DTS デコーダー搭載 
(80 ぺージ） 

ドルビーデジタ J レ音声や DTS 音声で収録された映画や 
音楽ソフトを臨場感豊かに再生し、映画館やコンヴー 
トホールの迫力をご家庭で手軽にお楽しみいただけま 
す。 

令 MPEG -2 AAC デコーダー搭載 
(81 ぺージ） 

BS デジタル放送のサラウンド音声を、マルチチヤン 
ネルサラウンドでお楽しみいただけます。 

令 DTS 96/24デコーダー搭載 
(81 ぺージ） 

DTS 96/24で収録された八イクオ U ティー音声をお 
楽しみいただけます。 

令ドルビープ□□ジック II/DTS Neo :6 回路 
搭載 （82 ページ） 

2チヤンネルステレオ音声や、ドルビーサラウンド音 
声で収録されたソフトもドルビープ□□ジック n 回路 
や DTS Neo :6 回路を使ってマルチチヤンネルヴラウ 
ンドでお楽しみいただけます。 

令目 ch イコールパワーアンプ搭載 

ドルビーデジタルや DTS ソースを高音質なマルチ 
チヤンネル再生でお楽しみいただけます。 

令アナ□グ 7.1 Ch 入力端子搭載 

5.1 ch や 7.] かのアナ□グ出力を持った DVD プレー 
ヤーや外部機器と接続することびでさます。 


/ 《ラエテイ置かはホーム シアター 


令豊富なリスニングモード （38 〜40ぺ一 
ジ） 

映画や音楽ソースを多彩な音場モードでサラウンド再 
生することびできます。 

令ミッドナイトリスニングモード （44 ぺージ) 

夜中に映画などをル音量で聴いているとさでも大音量 
で聴いているとさの臨場感を味わうことびでさます。 

令ラウドネスモード （44 ぺージ） 

夜中に音楽などをル音量で聴いているとさでち、大音量 
で聴いているとさと同じ効果で味わラことびでさます。 


令 fMCACC ( Multi-channel Acoustic 
Calibration System )」 搭載 
(13、68 ぺージ） 

従来にはなかったさまざまなテスト I -ーンを用いた調 
整モードを用意しました。それにより、制作現場で行 
われている試聴環境の特性に合わせてチヤンネル間の 
空間情報の歪み等を補正し、正確な音場を実現しま 
す。 VSX - D 912 についてはテスト!ンを本機び自 
動解析し、サラウンドに関する調整を自動で高精度に 
行います。 


簡単便孝！！！！ 


令 QUICK SETUP 機能搭載 （1 7ぺージ） 

複雑な設定を対話式に簡単に設定でさます。 

令マルチコント□—ルリモコン付属 

プ U セツト機能および学習機能を搭載したマルチコン 
卜□ール U モコンで他社製品を操作でさます。 

令豊富な接続端子 

豊富な接続端テを備え、光デジタル端テや映像の S 端 
テ、コンポーネントビデオ端テにを対応しているた 
め、テレビ周りの映像機器を一手に引さ受けることび 
でさます。 


環境に優しぐ 


今省エネルギー設計 

本製品は、待機時(スタンノ くイ時)消費電力を日.己 WI ツ 
下に抑えた設計となっております。 


ドルビーラボラト IJ ーズからの実施権に基づさ 
製造されています。 Dolby 、 ドルビー 、 Pro 
Logic、Surround EX 、 ダブル D 記号及び AAC 
□ゴはドルビーラボラト IJ ーズの商標です。 

「 DTS 」、「 DTS-ES Extended Suit 日 und 」 及 
び rNeo :6」 は Digital Theater Systems 社の 
商標です。 
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く基礎刪編> 


ここではホームシアター関する基本の知識について説明します。 

VSX - D 目12、 VSX - D 91 2に共通する説明です。 





く デジタル ここでは接続から再生までについて説明します。 

++ラウ V ドへの;斤 道> VSX - D 812、 VSX - D 912 に共通する説明です。 




、く オートセットアップで 

ここではオートセットアップによ 

ワンランク上のサラウンドへ> 

るサラウンドの設定について説明 
します。 


- 1 と唯1 ( VSX - D 912 のみ） 

VSX - D 91 2のみの説明です。 


く 簡単設定 (QU に K SETUP ) 

ここでは COCK SETUP によるヴ 


で快適なサラウンドへ> 

ラウンドの設定について説明しま 
す。 

EIjH へ 

一 固 周 ( VSX - D 812 のみ推奨） 

VSX - D 81 2のみ推奨の説明でず。 

























ホームシアター入 pg step ! <基礎巧 IS 編> 


ホームシアターを簡をに楽しむ前に、まず知っておをたいこと 

DVD の標準音声フォーマットは、大きく分けて r ドルビーデジタル」 と 「 DTS 」 の2つび現在主流とされてい 
ふ^ 〇 

• ドルビーデジタルとは.. 隅覃离 

DVD の標準音声フォーマットのことです。モノラルやステレオで記録されているソフトもあれば、現在最も主流 
とされているドルビーデジタル® .1 ch サラウンド)で記録されているソフトもあります。ドルビーデジタル 
(己 Ich サラウンド)で記録されているソフトとは、已つのチヤンネルの個別にそれぞれのシーンに合った音声び 
記録されていて、サブウーファーから出力される低音も記録されているソフトのことを言います。このソフト 
を、本機を通して再生することで臨場感あふれるマルチチヤンネル再生をお楽しみいただくことびでさます。 


♦ DTS とは.. 


DIGITAL 

FTTW 


DTS とは、デジタルシアターシステム （Digital Theater Systems ) の略で、己. Ich のデジタル-サラウンド 
録音再生ち式です。 DTS デジタル-サラウンドで記録された DVD ソフトも、ドルビーデジタル(己1 ch ヴラウ 
ンド)で記録されているソフトと同様に己. Ich で音声を楽しむことびできます。 


• DVD ソフトの音声記録方式を確かめるには.. 

DVD ソフトのパッケージを確認してください。（全てのソフトにじ(下と同じ表示びされているとは限りません。） 


ドルビーデジタル己.1かで記録されているソフト 


日本語/己] ch サラウンド 

] .英語巧.]かヴフウンド） □□ [DOLBY I 

、ソノノ 2.日本語巧. Ich サラウンド ） digital 


^ 一一 ^ 次ページ②をご覧ください。 


ドルビーデジタル己. Ich で 
- 記録されていないソフト- 

1.才 IJ ジナル(英語)/ドルビーサラウンド 
心刀 2.日本語吹誓/ドルビーサラウンド 

1 . 日本語 （ ドルビー-デジタル-ステレオ) 
心刀 2. 英語 （ ドルビー-デジタル-ステレオ） 

V一一^ 次ページ⑤をご覧ください。 


英語音声のみドルビーデジタル 
己. Ich で記録されているソフト 


©)) 


1. 英語（己. Ich サラウンド） nnrs 品品 n 

2. 日本語 （2 ch サラウンド ） digital 


DTS サラウンドで記録されているソフト 

DIGITAL 

Ffm 


日本語 （ DTS サラウンド） 


SURROUND 


1 . のとさは次ページ②を、 

2 . のとさは次ページ⑤をご覧ください。 


次ページ②をご覧ください。 


①ステレオ再生とは.. 


左ち2つのスピーカーから別々の音び再生されます。 
通常の音楽用 CD は、このステレオ 2 ch で録音されて 
いますので、本機のようにスピーカーび己本とサブ 
ウーファーび接続されているシステムでち、音はフロ 
ントスピーカーからしか再生されません。 




































ドルビーデジタル瓦 1 ch または DTS サラウンド再生とは.. 


サラウンド スピーカー(ち) 



セ IJ フは主に 
センター スピーカー 
から再生されます。 


テレビの近くに設置するスピーカーは、テ 
レビび色ずれ等を起こすのを防止するた 
め、防磁型のちのを使用してください。防 
磁型でない場合は、テレビから離して設置 
してください。 


サラウンド スピーカー （左) 




前後の スピーカーを 個別 
に制御でさるので、音び 
前後に移動したり、後ち 
左ちで移動したりして聞 
こえます。 


^ム S メモ -サラウンドバックスピーカーを接続することで DTS - ES 信号の入ったソースは目. Ich で再生 
することびできます。また、本機では S 巨 CH MODE を日 N にすることであらゆるソフトをマ 
卜 IJ クスデコードの目. Ich または 7. Ich で再生することびできます(-^41〜42ぺージ)。 


⑤ドルビープ□□ジック再生とは-. 




□□ DOLBY SURROUND 


ソフトのパッケージに、ドルビーヴラウ 
ンド （DOLBY SURROUND ) とかド;!レ 
ビーステレオ （DOLBY STEREO ) と表 
記されているソフトを、己本のスピー 
カーで再生することです。 

ただし、ドルビーデジタル巧. Ich サラ 
ウンド）や DTS サラウンドで記録された 
ソフトとは違い、ドルビーサラウンドや 
ドルビーステレオで記録されているソフ 
卜は2チヤンネル信号です。この2チヤ 
ンネル信号からセンター、サラウンド 
(ち、左)の音を作り出します。 



フ□ントスピーカー（ち） 




サラウンドスピーカー（ち） 


サラウンドスピーカー（左） 



を あ、 実際に巧ページのくデジタルサラウンドへの近道>で 
接続、設定してホームシアターを構築してみましよラ！ 
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ドルビーデジタル(己.] ch サラウンド)または DTS サラウンドで記録されているソフトを、全部で己本のス 
ピーカーとサブウーファーから、それぞれ別々の音で再生することです。己. Ich 独立で音声び記録されて 
いるため、立体感のある音場で臨場感あふれる音声び楽しめます 。广 -^ 

自分の頭上を飛行機び飛 
んでいくよラな音の移動 
や立体感を楽しめます。 


爆発音や恐竜の足音など 
の低音び、体に響く感じ 
で伝わってさます。 





ホ—ムシアタ—入巧 
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ホームシアター乂 P 3 



くデジタル 

サラウンドへの近道> 


ここでは のから までのステップで、ホームシアターを簡単に楽しむための手順を説明します。 
よりよいサラウンドを楽しむためには最適なサラウンドの設定を行ってください。 



01 卜 .f 機器の接続を行う場合、あるいは変更を行う場合には必ず 電源、 

UVIJ > r ~ cC / jJgn 5 c v を切り、 電源 コードをコンセントから巧いてください 。 ) 

DVD ソフトにはドルビーデジタル P 肥^や DTS m といったマルチチャンネル音芦び収録され 
ています。これ5を再生するためには光ファイバーケーブルまたは同軸ケーブルでの接続び必 
要となります。 


接続は光ファイバーケーブルで接続します。お手持ちの DVD プレーヤーに光デジタル出力端子びない 
場合は同軸ケーブルで接続し、 r デジタル入力の設定」 （S 目ぺージ)をご覧になり設定の変更を行ってく 
ださい。接続はどちらか一方の接続のみを行ってくだい。 両方の接続を行う必要はありません。 


光デジタル端子で接続する 


お手持ちの DVD プレーヤーを本機の光デジタル端子で接続する場合は下記の接続を行ってくださし、。 

接続の前に、別売のビデオコード2本、光ファイバーケーブル1本をご用意ください。 



■光ファイバーケーブル 


■ビデオコード 

-急な角度に折り曲げないでください。 。 . 


一般的な映像用コードで、 

保管するときは、直径び 1 已 cmiU 上に 光フ 7 イノトトブル 


コンポジットフオーマット 

なるようにしてください。 ^ 


の映像信号を伝送します。 

-接続の際は端子の向さを合わせてしつ 胃 


V||. 

かり奥まで差し込んでください。誤つ 


W ぶ。 

た向さでむりやり挿入すると、端子び 


変形し、ケーブルを抜いてちシャツ \ 



ターび閉らな < なることがあります。 

V _ J 


V _ J 











































































































ホ~ムシアタ Cste ^ <デジタルヴラウンドへの巧道> 



スピーカーとの 接続 （ 


機器の接続を行う場合、あるいは変更を行う場合には必ず 電源 
を切り、 電源 コードをコンセントか5巧いてください。 


スピーカー7本(フ□ント L / R 、 センター、サラウンド L / R 、 サラウンドバック L / R ) と、サブウーファー 
を接続してください。 (本機で最適なサラウンドを楽しむには、スピーカー7本とサブウーファーを接続 
することをおすすめします)接続にはスピーカーに付属のスピーカーコードか市販のスピーカーコードと 
オーディオコード1本をお使いください。 _ 



ヴブウーファーには別の接続ち法ち 
あります。詳しくはサブウーファー 
の取扱説明書をご覽ください。 


オーディオコード 
(モノラル） 


フロント 
スピーカーも (R) 


\パワード 

サブウーファー (SW) 


フ□ント 
ご一力一左 (L) 


サラウンド 
スピーカー左 (LS) 



サラウンド 
スピーカーち (RS) 


サラウンドバック 
スピーカーち (SBR) 


サラウンドバック 
スピーカー左 (SBL) 


サラウンドノくックスピーカーを]本のみ接続するとさは「スピー 
カーの接続」一28ページ)をご覧になり接続を行ってくださし、 



フロント 
ち (R)/ 左 (L) 


センター (C) 


サラウンド 
も (RS)/ 左(に） 


メモ 


使用するスピーカーは公称インピーダンスび目^^〜1目^^のものを使用してく 
ださい。 

本機はスピーカー7本とサブウーファーを接続することびでさますび、上記じ ( 
外の接続(例えばセンタースピーカー無し等)の場合は、「スピーカーの設定」 
(一已目ページ)、「サラウンドバックスピーカ—の設定」（一已7ページ)、「サブ 
ウーファーの設定」（■►己8ページ)でスピーカーの有り/無しの設定び必要で 
す。（「ホームシアター入門」 step3 にて「才ートセットアッス（一] 3ぺージ） 
または「簡単設定」 ► 17ページ)を行うと、「スピーカーの設定」も自動で設定 
されます） 


フ□ント左 

センター 

フ□ントち 

スピーカー 

スピーカー 

スピーカー 

( L ) 

( C ) 

■ 

( R ) 

■甲 



サブウーファー 



( SW ) 

■ 

\rWn] 

■ 

サラウンドち 

スピーカー 

H y 

サラウンドち 
スピーカー 

視聴位置 

( LS ) 


( RS ) 

サラウンド■己 ■ 

1サラウンド 

バック 左スピーカー 

サラウンド 

K ックち スピーカー 

( SBL ) 

バックス ピーカー 

( SBR ) 


1本の場合 ( SB ) 



上図のようにスピーカーを 
設置してください。 


■ SPEAKER (スピーカー)端子 


① 


10mm 




① 線をねじる。 

② スピーカー端テをゆるめ、ス 
ピーカーコードを差し込む。 

③ スピーカー端テを締め 
つける。 


ノ くナナプラグを接続すること 
ちでさます(詳しくはプラグの 
説明書をお読みください。） 



A スピーカーコードを接続するとさは、お線をしっかりねじって、スピーカー端テからはみ出していな 
いことを確認してください。お線びスピーカー端テからはみ出して IJ アパネルに接触したり、+/—び 
注意接触すると保護回路び働いて電源びスタンバイ状態になることびあります。 


ホ—ムシアタ—入巧 


1 

1 



























































































































ホームシアター乂 P 5 



<デジタルヴラウンドへの巧道> 


が 設定の準備 _ 

1 本体の電源コードをつないで、電源を入れる。 

® のの STANDBY/ 日 N ボタンを押して電源を日 N にします。ス 
タンバイインジケーターび消灯します。 


2 テレビの電源を入れ、テレビの入力切換を本機の出力映像び 
表示されるように設定する。 

例えば、本機の MONITOR 日 UT 端テと接続しているテレビの入 
力び「ビデオI」だったらテレビの入力を「ビデオI」に切り換 
えます。 

DVD のサラウンド再生 

1 DVD プレーヤーの電源を ON にします(本機とテレビの電源が ON であることも確認します)。 
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DVD / LD ボタンを巧して、本機の表示を DVD / LD にします。（ディスプレイ表示を下図 
の状態にします） 

SIGNAL SELECT 表示び DIGITAL(AUTO) になっていることを確認してくださし、表示び 
ANALOG になっていたら SIGNAL SELECT ボタンで D に ITAL(AUTO) に切り換えます。 


3 

□□PRO LOGICII インジケーターび点'打していることを確認します。 

点灯していないときは STANDARD ボタンを押してインジケーターを点巧させます。 

4 

DVD を再生します。 

5 

適当な音量になるまで MASTER VOLUME を UP 方向へ回します。 


2,3 



2 


SIGNAL SELECT 

ボタン 


3 


5 


12 


6 


steps へお進みください。 VSX - D 912 の場合は13ページけートセットアップで設定する」 
を、 VSX - D 812 の場合は17ぺージ r 簡単設定 （ QU に KSETUP ) 」をご覧になりワンランク 
上のサラウンド再生をしましよう。 

















































































本機のオートセットアップでは従来のマニュアル調整では難しかったさまざまな設定を、付属のオートセット 
アップ用マイクを使い自動で高精度に測定、設定することびでさます。 

測定中はスピーカーからテスト!-ーンび出力され、その音を付属のオートセットアップ用マイクび拾い、解析し 
ます。測定項目と全体の流れは •lU 下の通りです。 

初期測定(測定設備のチェック） システム全体の解析測定 

① 暗騷音（部屋の騒音）の測定 I ^ ④スピーカーシステム 

② マイク感度の診断 I (各スピーカーの低域再生能力判定) 

③ 各 ch のスピーカ ー有り無し判定 I ⑥ スピーカーからの 距離 

(最適なディレイ値を解析） 

⑥ スピーカーの 出カレベル 

(各 ch の出カバランスを補正） 


R 初期測定結果確認へ 

スピーカーの有り無し判定結果の 
ユーヴー確認(または修正） 



音場補正へ 


A 

;王 fe 、 


オートセットアップの完了 


テストI-ーンはやや大さな音なので、夜間の測定や小さなお子様 
は IJ ス ニン グルームに立ち入らせないなどご配慮ください。 


(0 合計 
_3〜已分程度 


ぶ 才ートセットアップ用7イクを巧続する 


メモ 


本機の SETUP M に端子に付属の 

オートセットアップ用マイクのコードを差し込みます, 


測定中は IJ ス ニングポジションから離 
れて、各 スピーカーの 外側からリモコ 
ンで操作を行ってください。 


0—0 0—0 「〇— 0— 〇10/0 0 0 [〇—〇1 

PHONES SURR. // ' —I MULTI J 0 GI — ' 

-I LISTENING Moot | - U - — VIDEO INPUT ■ 

TUNER EDFT CLASS BAND MPX INPUT ATT FL DIMMER _ / ^ ^ ^ \ 

盛が0000。唉 P 霸®®參） 


ヴブウーファ- 


スピーカーに） 


フ□ント 
スピーカーち ( R ) 



スピーカー左〇_) 


— W || — 


スピーカー左 ( LS ) 


U スニングポジション 
(耳の位置)に設置します。 




>サラウンド 
スピーカーち ( RS ) 


J サラウンドバック 
スピーカーち ( SBR ) 


サラウンドバック 
スピーカー左 ( SBL ) 


マイクスタンド 


オートセツトアップ用マイク 


メモ 


設置するとさは必ず付属のマイクスタンド 
を使い、水平な台の上にのせてください。 


才ートセツトアップ ( MCACC ) で設定する ( VSX - D 912 のみ) 


ホームシアター乂 P 3 steps 


く才ートセツトアツつで 
ワンランク上のサラウンドへ> 


シアタ—入巧 









ホームシアター乂 P 5 steps <才ートセットアップでワンランク上のサラウンドへ> 




才ートセットアップ （ MCACC ) 


本機ではサラウンドバック端子にサブウーファーを接続することびできます(-^28ページ)。その場 
合「サラウンドバックスピーカーの設定」（■►己7ページ)はに巨 SVV 」 を選択しなければなりません 
び 、 「SB SW 」 を選択したときはオートセットアップを行うことびできません 。 「SB SW 」 を選択し 
たとさは「細やかな設定の設定内容」と「スピーカー出カレベル(各チャンネルの音量レベル)の調整」 
(- ► SI 〜67ぺージ)をご覧になり手動で設定を行つてください。 


メモ • 測定を途中で解除したとさはオートセットアップ （ MCACC ) の測定結果は設定されません。 

• 測定中は静かにしてください。測定中に騒音びあると正確に測定でをないことびあります。 

• スピーカーと IJ スニングポジション（マイク）の間にある障害物を取り除いてください。 

• サブウーファーを接続している場合は電源を入れてボ IJ ュームを適度に上げておいてください。 
• 付属のオートセットアップ用マイクを TV モニターのおくに置いてオートセットアップを行わな 
いでください。 



. AMP ボタンを押してリモコンをアンプ 
操作モードにする。 


2 


AUDIO 


鮮 が 


MCACC SETUP ボタンを押す。 

ディスプレイに 「 AUTO 」 与 「 MCACC 」 と点 
滅表示しボ U ユームび上がりテスト I -ーン 
び出力され、初期測定(測定設備チェッ 
ク）になります。この自動測定は数十秒で 
終わりますので、手順3の画面になるまで 
しばらくお待ちください。 

「ANAL 丫 ZE 」 分 「AM 目. NOISE 」 

:暗騒音(部屋の騒音)を測定中です 
「ANAL 丫 ZE 」 な 「 M に」 

:マイクの感度を診断中です 
「 ANALYZE 」 分 「 SPEAKER 」 

:各スピーカーの有り無しを判定中です 
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メモ 

• 才-トセットアップび終了した時点で「システムセットアップ」 （一已 日ぺージ）と「スピーカー出カレベル(各 
チャンみレの音量レベル)の調整」（■►目7ぺージ)での設定内容は IJ セットされますのでご注意ください。 

• 手順2で MCACC ボタンを巧して初期測定に入った後、エラーメッセージびディスプレイに表示されることび 
あります。その場合は1^^(下の操作を行ってください。 

-[ NOISY ! J ^ rCO NEXT ?」 

MCACC ボタンを巧して設定を解除し、 IJ ス ニン グルームを静かにしてもう一度はじめから設定をやり直し 
て < ださい。 

ENTER ボタンを押してそのまま設定を続けることちできますび、その後にエラーメッセージびでることがあ 
ります。 

- TERR . MICJ 

マイクの接続を間違えているか、しっかりと接続されていない可能性びありますので、マイクの接続を確認し 
てください。 

-に RR 〜〜」 

F ch と表示されたときはフ□ントスピーカーび 、 S ch と表示されたときはサラウンドスピーカーび、 SVV と 
表示されたときはサブウーファーびしっかりと接続されていなかったり、 Fch/S ch と表示されたときは L / 
R のどちらかび接続されていない可能性びありますので、何度やってち結果び同じよラなとさは一度電源を 
切り、スピーカーやサブウーファーの接続を確認してください。 







ホームシアター乂 P 5 steps 


<才ートセツトアップでワンランク上のヴラウンドへ> 


F MULTI CC 


MULTI CONTROL - 1 

h 欄 ! iH 



% 



ディスプレイに表示されたスピーカー 
有り無し判定結果が合っているとさは 
ENTER ボタンを押します。 

スピーカー有り無し判定の詳細について 
は(下の表をご覧ください。 

手順4へお進みください。_ 

ディスプレイに表示されたスピーカー 
有り無し判定結果が間違っているとき 
は t ボタンで正しい設定に直した後 
ENTER ボタンを押します。 

スピーカー有り無し判定の詳細について 
は(下の表をご覧ください。 

手順4へお進みください。 


フ□ント 
スピーカー 
~~0 
~~0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 


センター サラウンド サラウンドバック 

スピーカー スピーカー スピーカー 


サブウーファー 


-(無し) 
〇馆り） 


メモ 


手順3でエラーメッセージびディスプ 
レイに表示されることびあります。その 
場合は1^^(下の操作を行つてください。 
-rSW.VOLUPJ ^ に〇 NEXT ?」 
サブウーファーのボ IJ ュームを上げて 
から ENTER ボタンを巧します。 
-rSW.VOLDWNJ ^ 「GO NEXT ?」 
サブウーファーのボ IJ ュームを下げて 
から ENTER ボタンを巧します。 

手順3では、 7.0 ch または 7. 1 ch で接続 
していても目. Och または目.1 ch と測定 
されてしまいますので、必ず At ボタン 
で正しい設定に直した後 ENTER ボタ 
ンを押して手順4へお進みください。 


4 補正用測定び開始されます。 

「 ANALYZE 」 冷 rSP SEE 」 

:各スピーカーの低域再生能力を判定中です 
「ANAL 丫 ZE 」 冷 「 AMB.N 日 ISE 」 

:暗騒音(部屋の騒音)を測定中です ( SW 接続時のみ） 
「ANAL 丫 ZE 」 冷 「 DISTANCE 」 

:最適なディレイ値を解析中です 
「ANAL 丫 ZE 」 冷 「 LEVEL 」 

:各 ch の出カバランスを補正中です 
これらの自動設定には3〜目分程度の時間びかかりますの 
で、 「 C 日 MPLETE 」 とディスプレイに表示されるまでし 
ばらくお待ちください。 

5 「 COMPLETE 」 ^ 「 RESUME 」 と表示し自動測定を終了 
一します。 

ボ IJ ュームび下がり通常動作に戻ります。 


ホ—ムシアタ—入巧 









ホームシアター乂 P 5 steps <才ートセツトアップでワンランク上のサラウンドへ> 


測定結果の確認 


スピーカーの出カレベルを確認する 


STANDARD 

を 


SELECT 






スピーカーか6の距離を確認する 


号^ 



CH SELECT ボタンを押すたび 
に各チヤンネルのレベルを確認 
することびできます(-^67ペー 
ジ)。 




和-►ボタンを押して各スピー 
カーまでの距離の設定の項目を 
選んで、確認することびでさます 
(一已9〜62ぺージ）。 


メモ 


同じスピーカーを接続していても、コーンサイズび約] 2 cm 程度のスピーカーでは部屋の環境に影響してス 
ピーカーの大小判定び一致しないことびあります。その場合、設定を変更したいとをはシステムセットアップ 
の「スピーカーの設定」（■►己目ぺージ)と「サラウンドバックスピーカーの設定」（■►己7ぺージ)を行ってくださ 
い。 

サブウーファーまでの距離の設定は、他のスピーカーに比べて部屋の環境の影響を受けやすい上にサブウー 
ファー本体び持つ回路の影響で、距離びやや遠くなることびあります。しかし、 ここで 設定された距離は、それ 
らの影響を含めた最適な測定結果ですので、距離を修正する必要はありません。 


ぶ 


より快適にサラウンドを楽しむために 


いろいろな音場効果を加えることができます 

「いろいろな使い方」をご覧になって U スニングモードを選択したり（- ► ss 〜4日ぺ- 
ジ)、便利な音声再生用機能をお好みで選択してみてください（-^44〜4己ページ)。 


2 マニュアルでより細やかな設定を行うこともできます 

細やかな設定（システムセットアップ）をご覧になり（一已0ページ）、必要に応じて細やか 
な設定を行ラこともでさます。 












簡単設定 ( QU に K SETUP ) 


VSX - D 912 にて r オートセットアップ」を行った場合はここでの設定を行う 
必要はありません。 VSX - D 81 2の場合はここでの設定を行うことをおすすめします。 

■1^(下の手順の通りに設定を行ラことで、快適なリスニング環境を簡単に設定することびでさます。 
簡単設定の中にあるルームサイズの設定では S 、 M 、 L の中からご自分の部屋においサイズを選び、 

IJ スニングポジションの設定では FVVD 、 MID 、 BACK の中からご自分のリスニングポジションにお 
い設定を選びます。それらを設定することでスピーカーから聴こえる音のタイミングや大ささのズ 
レなどを補正し、適切なサラウンド効果び得られるよラなります。 



本機の電源を入れる。 


4ぶぶ 3,5,7 



化 IU ピ 

も 



簡単設定モードにする。 

ディスプレイに 「SW DET 」 と点滅表示 
した後、サブウーファーび接続されて 
いるかどうかの自動検出を行います。 
サブウーファーを検出したときは 
「 YES 」 と表示され、検出しなかったと 
きは「 N 0」と表示されます。_ 

接続しているスピーカーの本数を選 
ぶ。 

マルチジョグを回すたびじ(下のように 
切り換わります。 


メモ 


簡単設定を行った時点で「システムセッ 
トアップ」（■►己日ぺージ)と「スピーカー 
出カレベル（各チャンネルの音量レべ 
ル)の調整」（■►目7ぺージ)での設定内容 
は IJ セツトされますのでご注意くださ 
し、 


サブウーファーの自動 2.1 ch 
検出び 「 YES 」 の場合っ lEh 


3.1 ch 

6.1 civ 


4.1 ch 
己 . Ich 


サブウーファーの自動 2.0 ch ► 3.0 ch ► 4.0 ch 


検出び 「 N 日」の場合 


7.0 ch ► 6.0 ch < 


己 .Och 


それぞれの詳細は(下の通りです。 


フ〇ント 


センター 


スピーカー スピーカー 


サラウンド サラウンドバック 

スピーカー スピーカー 


サブウーファー 


-(無し) 
〇馆り） 


ホームシアター乂 P 3 steps 


く簡を設定で 

快適なサラウンドへ> 


ホ—ムシアタ—乂巧 







ホームシアター乂 P 3 steps <簡単設定で快適なサラウンドへ> 


メモ 

• ルームサイズと IJ スニングポジション 
の設定では、各スピーカーまでの距離 
(一49〜已]ぺージ）と各スピーカーの 
出カレベル(■►目7ぺージ)を切り換えて 
います。 

リスニングルームのサイズび、約3.已 m 
X 4 .已 m の場合は巧」を、約己已 mx 6 
m の場合は 「 M 」 を、約7.已 mxg m の場 
合は ru を選択します。 


4 

ENTER 

スピーカーの本数を決定する 0 

J レームサイズの選択になります。 

5 , 

0 

ルームサイズを選ぶ。 

3°マルチジョグを回すたび S 、 M 、 L び切 
り換わります。詳しくは左記のメモを 
ご覧ください。 
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ENTER 



ルームサイズを決定する。 

U スニングポジシヨンの選択になりま 
す。 


FWD (フ□ントスピーカーに近いとさ） 




U スニンングポジシヨンを選ぶ。 

マルチジョグを回すたび F VV D 、 
MID 、 目 ACK び切り換わります。 


MID (全てのスピーカーびほぼ等距離のとを) 


BACK (サラウンドスピーカーに近いとさ） 
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ENTER 



U スニングポジシヨンを決定する。 

ディスプレイに 「 C 日 NF 旧 M YOUR 
SE 1_ ECTI 日 N 」 と表示され、 スピーカーの 
本数とルームサイズ、 U スニングポジ 
シヨンの設定確認び表示されます。 

設定確認の表示び終了後、簡単設定は自 
動的に終了します。 


ぶ より快適にサラウンドを楽しむために _ 

1 いろいろな音場効果を加えることができます 

I 「いろいろな使い方」をご覧になって U スニングモードを選択したり（- ► ss 〜4日ペー 

ジ)、便利な音声再生用機能をお好みで選択してみてください（-^44〜4己ページ)。 


快適にお使い頂くために細やかな設定を行うこともできます 

細やかな設定（システムセットアップ）をご覧になり（■►己0ページ）、必要に応じて細やかな 
設定を行ってください。また、 MCACC セットアップ（音場補正）をご覧になり（- ► SS ぺ一 
ジ）、より厳密なサラウンドの設定を行うこともでをます。 
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2 








フ□ントパネル 


各部のち祿とはた S を 


① OSTANDBY / ON ボタン 

本機の電源を入れたり、スタンバイモードにする 
とさに押します。 

STANDBY インジケーター 

本機びスタンバイモードにあるとさ点灯します。 

② INPUT SELECT ボタン 

本機の入力を選択します。 

⑤ STATION (+/-) ボタン （ P 71 〜 73) 

記憶した放送局を呼び出すとさに押します。 

④ TUNING (+/-) ボタン ( P 70) 

放送局を選択します。 

⑥ SIGNAL SELECT ボタン ( P 37) 

デジタルとアナ□グの入力を切り換えます。 

⑥ MIDNIGHT / LOUDNESS ボタン （ P 44) 

ミッドナイ hU スニングモードやラウドネスモー 
ドの日 N / OFF を選択するときに押します。 

⑦ SPEAKERS ボタン ( P 29) 

スピーカーシステムを選択するときに押します。 

⑧ SB CH MODE ボタン ( P 41) 

サラウンドバックチャンネルの日 N / AUT 日/日 FF 
を選択します。またサラウンドバックスピーカー 
を無し （*) で設定しているとさは、バーチャルヴ 
ラウンドバックモードの日 N / AUT 日/日 FF を選択 
します。 

⑨ リモコン受光部 

本機を IJ モコンで操作する場合は、ここに IJ モコ 
ンを向けます。 

⑩ TONE ボタン （ P 4 曰） 

I -ーンコント□ールを調整するときに押します。 

ホ甲すたびに BASS と TREBLE わく切り換わ0ます。 
調整は TONE ボタンを押した後に MULTI JOG と 
ENTER ボタンで行います。 

⑩ QUICK SETUP ボタン ( P 17) 

QUICK SETUP を行うときに押します。設定は 
QUICK SETUP ボタンを押した後に MULTI JOG 
と ENTER ボタンで行います。 


⑩ ENTER ボタン 

設定項目などの決定を行います。 

〇 MULTI JOG 

TONE、QUICK SETUP、TUNER EDIT などの 
設定に使用します。 

® PHONES (へッドホン)端子 （ P 49) 

へッドホンを差し込む端テです。 

© TUNER EDIT ボタン （ P 71、72) 

放送局を記憶するとさや放送局に名前をつけると 
さに押します。 

® CLASS ボタン （ P 72 〜 73) 

放送局に名前をつけたり呼び出したりするとさに 
A 〜 C の分類を変更、選択するとさに押します。 

⑩ BAND ボタン ( P 70) 

AM と FM を切り換えるときに押します。 

⑩ MPX ボタン ( P 71) 

® INPUT ATT ボタン 

アナ□グ信号び入力されているとさ、入力信号の 
レベルび高すざて音び歪んでいるとさに巧すと聴 
さやす < なります。 

@ FL DIMMER ボタン （ P 48) 

表示部の明るさを調整します。 

@リスニングモード選択ボタン （ P 38 〜 40) 

リスニングモードを選択するとさに押します。 

@ SETUP M に端子 ( P 13) 

オートセットアップを行うときに付属のオートセッ 
トアップ用を差し込む端テです 。 SETUP M に端テ 
は VSX - D 9 ] 2にのみ装備です。 

© VIDEO INPUT 

VIDE 日フアンクシヨン用の入力端テです。デジタ 
ル入力端テ (D に ITAL IN ) は VSX - D 9] 2にのみ装 
備です。 

® MASTER VOLUME 

本機の音量を調節するとさ回します。 
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各部の名祿 








各部のち祿とはた 5 き 


リモートコントロール 

アンプコントロール部 


本機を操作するとをに使います。 


AMP 0 ボタン 

本機の電源を ON または OFF (スタンバイ状 
態）にします。 


AMP CONTROL ボタン 

STANDARD :マルチチャンネル信号はその 
まま忠実にデコード再生し、2チャンネル信 
号はドルビープ □ □ジック n または Neo : 巨で 
デコードするのでサラウンド再生をしたいと 
をに効果的です。 

ADVANCED SURROUND :パイオニアオ 
U ジナルのサラウンドモードです。7つの 
モードから好みの音場を選択することびでさ 
ます。 

STEREO/DIRECT :あらゆる入力信号をス 
テレオ再生(左ち2つのスピーカーのみでの再 
生）します。 

MIDNIGHT/LOUDNESS :ミッドナイト U 

スニングモードやラウドネスモードを ON にす 
ると、音量を下げて映画などを楽しむ場合な 
どでち、サラウンド効果び最適なレベルに自 
動調整されます。 

CH SELECT :テストトーンを使わずに、手 
動でチャンネルを切り換えて各チャンネルの 
スピーカーレベルを調整するとさに使いま 
す。 

LEVEL +/- :スピーカーレベル (CH レベル） 
の調整で、各チャンネルのスピーカーレベル 
を調整します。 

TEST TONE :テストトーンを使って各チャ 
ンネルのスピーカーレベルを調整するとをに使 
います。 

MUTE ： 音量を一時的に最ルにします。 
EFFECT +/- : ADVANCED SURROUND 
モードのエフェクトレべルを調整します。 

FL DIMMER :表示部の明るさを調整します。 


AMP 


INPUT SELECT ボタン 

本機の入力を切り換えます。 


6 


SOURCE 

狐 


— ^— MULTI CONTROL - 


LED ランプ 

U モコンから信号を発信しているとさや1」モ 
コンの設定を行っているとをに点灯します。 

SOURCE 0 ボタン 

他機器の電源を ON または OFF (スタンバイ状 
態）にします。 


■か ■ lim 



AMP CONTROL 

)P MENU ソ -SETUP 、 

% #- 

AINPUTATT 


I |#|： 

r^S 斷 ApC^%P^SLEE 於 

HtFTURN 巨二 WD u INi O 


^ MULTI CONTROL ボタン 

本機の入力を切り換えます。また他機器を操 
. 作するとをの1」モコンの操作モードを切り換 
えます。 

AMP ボタン 

^^」モコンをァンプ操作モードにします。^ 


P [ MASTER VOLUME ボタン 

^ I 本機の音量を調節するとき押します。 




アンプ操作ボタン 

INPUT ATT :アナ□グ信号び入力されてい 
るとを、入力信号のレベルび高すぎて音び歪 
んでいるとさに巧すと聴さやすくなります。 
SLEEP :ス1」ープタイマーを設定します。 
MCACC SETUP :サラウンドの設定におい 
て VSX-D 日12の場合はマイクを接続して 
オートセットアップを行ラことびでさます。 
また、 VSX - D 81 吕の場合や VSX-D 日1吕でマ 
イクを接続しないとさはテスト I -ーンを聞さ 
なびら高精度な調整を行ラことびでさます。 


チユ—ナ—つントロール SR 


チューナーを操作するボタンです。本機のチューナーをこれらのボタンで操作するには、上記「アンプコント 
□-ル部」の MULTI CONTROL ボタンで 「 TUNER 」 を押します。 

DVD や CD などの他機器の操作については「他機器の操作一覧表」（-^79ページ)をご覧ください。 
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BAND ボタン (70 ぺージ） 

AM 放送と FM 放送を切り換えます。 


CLASS ボタン (72 〜73ぺージ） 

放送局に名前をつけたり呼び出したりすると 
さに A 〜 C の分類を変更、選択するとさに巧し 
ます。 


D 旧 PLAY ボタン (72 ぺージ） 

入力びチューナーのとさに周波数とメモリー 
させた名前を切り換えます。 


VCSm 券 

lil 


典 

な叩 RN 

& 


巧 


がが 

ゴら；1 

I tit - - - 一，■ か III 


[ T . EDIT ボタン(71、72ページ） 

J 放送局を記憶したり、放送局に名前をつけま 
す。 


MPX ボタン (71 ぺージ） 

モノラル受信とステレオ受信を切り換えま 
す。 


D . ACCESS ボタンロ〇ぺージ） 

数字ボタンを使ってダイレクトに放送局を受 
信します。 



































































各部のち祿とはた s を 


の〇ン トロール部や他機器/アンプコントロール部 


TV や他機器/本機を操作するとさに使います。 

お手持ちのテレビを TV CONTROL ボタンで操作するには 、 MULTI CONTROL ボタンの 「TV CONT 」 にお手持 
ちのテレビのプ IJ セットコードを割り当ててください。 （74 〜7已ページ） 

お手持ちの DVD を DVD CONTR 日 L ボタンで操作するには 、 MULTI CONTR 日 L ボタンの 「 DVD 」 にお手持ちの 
DVD のプ IJ セツトコードを割り当ててください。 （74 〜7已ぺージ） 


DVD CONTROL ボタン 

U モコンび DVD 操作モードのとさに DVD プ 
レーヤーをじ(下のように操作することびでき 
ます。 

TOP MENU : DVD プレーヤーのトップメ 
ニュー画面を表示します。 

AUDIO :ディスクに記録されている音声を 
選択します。 

MENU : DVD プレーヤーのメニュー画面を 
表示させます。 

SUB TITLE :ディスクに記録されている字 
幕を選択します。 


数字ボタン 

U モコンび TUNER の操作モードのとをは周 
波数のダイレクト選局を斤い、 CD や DVD の 
操作モードのとをはトラックやチャプターを 
選ぶとさに使います。 


CHANNNEL +/- ボタン 

1」モコンび DVR や VCR などの操作モードの 
とさに DVR や VCR などのチヤンネルを変え 
ることびでをます。 



立 Q 口 




@ @③⑩" 

e ® 〇@ 


巧 

CHANNEL 

台 


I CONTROL 


⑩0 0 

sTOt channel volume 

A 台台 


國 


口の neer 


t/|y 如 / 一 / ENTER ボタン 

リモコンびアンプ操作モードのとをは、シス 
テムセットアップで頂目の選択、決定を行い 
ます。 

1」モコンび TUNER 操作モードのとさは、放 
送局の受信やステーシヨンメモ U - クラスの 
選択などに使います。 


TV CONTROL ボタン 

MULTI CONTR 日 L ボタンの 「TV CONT 」 に 
プ I 」セツトコードを割り当てられた TV の操 
作びでをます。1」モコンびアンプ操作モード 
や他機器の操作モードのとさでち操作するこ 
とびでをます。 

0 : TV の電源を ON または OFF (スタンバイ 
状態）にします。 

INPUT SELECT : TV の入力を切0換える 
とさに巧します。 

CHANNEL +/- : TV のチヤンネルを切り 
換えるときに巧します。 

VOLUME +/- : TV の音量を調節するとき 
巧します。 


リモコンの操作轟囲 


本機を IJ モコンで操作するときは、 IJ モコ 
ンをフ□ントパネルの IJ モコン信号受光部 
に向けて < ださい。 



IJ モコンと本機との間に障害物びあったり、 IJ モコン 
受光部との角度び悪いと操作びでさない場合びありま 
す。 

IJ モコン受光部に直射日光や堂光灯などの強い光び当 
たると誤動作することびあります。 

赤外線を発射する機器のおくで本機を使用したり、赤外 
線を利用したほかの IJ モコン装置を使用したりすると、 
本機び誤動作することびあります。逆にこの IJ モコンを 
操作すると、他の機器を誤動作させることちあります。 


各部の名祿 
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各部のち祿とはた 5 き 


ディスプレイ 



⑤④⑥⑥⑦⑧ ③ 



① SIGNAL SELECT インジケーター 
DIGITAL : 

デジタル音声信号び選択されているとき点灯します。 

ANALOG : 

アナ□グ音声信号び選択されているとさ点なします。 

AUTO : 

SIGNAL SELECT の設定を AUT 日に設定している 
ときに点灯します。アナ□グ信号よりもデジタル 
信号を優先します。 

□□ DIGITAL : 

ドルビーデジタル信号び入力されると点灯します。 

DTS : 

DTS 信号び入力されると点灯します。 

MPEG : 

MPEG -2 AAC 信号び入力されると点灯します。 

SB : 

EX 、 ES 等の目. Ich 検出信号び入力されると点好し 
ます。 

② デコードインジケーター 
DTS : 

STANDARD モードび日 N のときに DTS マルチ 
チャンネ>1レ信号び入力されると点灯します。 

Neo :6 : 

Neo : 目処理をしているときに点灯します。 

□□ DIGITAL : 

STANDARD モードび日 N のときにマルチチャン 
ネルのドルビーデジタル信号び入力されると点灯 
します。 

□□ PROLOG に II : 

ドルビープ□□ジック II 処理をしているときに点灯 
します。 

ADV.SURR : 

ADVANCED SURROUND 処理をしているときに 
点灯します。 

MPEG : 

STANDARDS - ドび ON のときに MPEG -2 AAC 
マルチチヤンネル信号び入力されると点灯しま 
す。 


③ バーチャルヴラウンドバックインジケーター 
( P 42) 

バーチャルサラウンドバック処理をしているとき 
に点灯します。 

④ ATT インジケーター 

INPUT ATT び日 N のときに点灯します(アナ□グ 
信号を選択している場合のみ効果びあります)。 

⑥ D 旧 ECT インジケーター （ P 40) 

ダイレクト再生モードび日 N のとさに点灯しま 
す。 

⑥ MIDNIGHT インジケーター （ P 44) 

ミッドナイト IJ ス ニン グモードび日 N のときに点 
灯します。 

LOUDNESS インジケーター （ P 44) 

ラウドネスモードび日 N のときに点灯します。 

⑦ SLEEP インジケーター （ P 49) 

ス IJ ープタイマーモードび設定されているとさに 
点灯します。 

⑧ TUNER インジケーター （ P 70 〜 73) 

STEREO : 

ステレオで受信しているときに点灯します。 

MONO : 

MPX ボタンを押して FM 受信をモノラルに設定し 
たとをに点灯します。 

TUNED : 

ラジオ放送を受信しているとをに点灯します。 

⑨ スピーカーインジケーター （ P 29) 

現在選択されているスピーカーシステムび点灯し 
ます。 

⑩ キャラクター表示部 

⑩ VOLUME (音量レベル)表示部 

現在の主音量レベルを表示します。音量レベル 
は、電源びオフにされてち保持されています。一 
一一祀で MIN レベルを表わし、一日 d 目で MAX レ 
ベルを表わします。 

























































後面部(リアパネル) 


各部のち祿とはた S を 



① コント□ール入出力端子 

コント□ール端テの付いた複数のパイオニア製品 
を]つの機器の IJ モコン受光部を使って、集中コ 
ント□ールするための端テです。 

② アンテナ端子 

付属の AM / FM アンテナを接続します。 

⑤ DVD 7.1 CH INPUTS 荒子 

已 . 1 CH または 7. 1 CH アナ□グ出力の付いた DVD 
プレーヤーと接続します 。 FRONT L / R は、⑧の 
DVD / LD 端テに接続します。 

④ COMPONENT VIDEO 入力端子 

COMPONENT VIDE 日出力を持つ機器と接続しま 
す。端テに表示された機器と違ラ機器を接続すると 
さはコンポーネントビデオ入力の設定び必要です。 
(一目 4ぺージ） 

COMPONENT VIDEO MONITOR OUT 端子 

COMPONENT VIDE 日入力端テに入力された信号 
を出力します。 

⑥ PREOUT 端子 

パワーアンプ内蔵型のスピーカー(パワードスピー 
カー)または他のパワーアンプと接続します。 

デジタル出力端子 

デジタル入力を持つ機器と接続します。 


⑥ 


⑦ デジタル入力端子 

デジタル出力を持つ機器と接続します。端テに表 
示された機器と違ラ機器を接続するとさはデジタ 
ル入力の設定び必要です。（■►目目ページ） 

⑧ アナ□グ音芦入出力端子 

アナ□グ機器の入出力端テと接続します。 

⑨ VIDEO 入出力端子 

ビデオ機器のアナ□グ映像入出力端テと接続しま 
す。 

⑩ サブウーファー PREOUT 端子 

パワーアンプ内蔵型サブウーファーと接続しま 
す。 

⑩ MONITOR OUT 端子 

⑨の VI DE 日入力端テに入力された信号を出力しま 
す。 

⑩ S-VIDEO MONITOR OUT 端子 

i ^^(下の S - VIDE 日入力端テに入力された信号を出力 

します。 

S-VIDEO 入出力端子 

ビデオ機器の S - VIDE 日入出力端テと接続します。 

〇スピーカー 端子 

各チヤンネル用のスピーカーと接続します。 

® AC OUTLET 

他機器の電源コードを接続します。 


各部の名祿 


の 





























































































































































































接続 


接続コードについて 


■ビデオコード 


■オーディオコード 


■オーディオ/ビデオコード 

一般的な映像用コードで、 


オーディオ機器の接続に使 


オーディオコードとビデオコード 

コンポジットフオーマット 


用します。 


の一体化したちの。 

の映像信号を伝送します。 

黄名6。 


胤 

(左） 


若 

V J 


V J 


J 


■ S ビデオケーブル 

映像信号の Y と C の2つの信号(色 
差信号)からなり、コンポジットよ 
りち高品位な映像品質を楽しむの 
に適しています。 



■コンポーネント映像ケーブル 

映像信号の Y 、 Cb / Pb 、 Cr / Pr の3つ 
の信号(色差信号)からなり、 S ビデ 
オケーブルよりち高品位な映像品 
質を楽しむのに適しています。（ビ 
デオコード3本での接続も巧能です） 

\ _ / 



■同卽ケーブル/光ファイバーケーブル 

デジタル機器の接続に使用します。 


同軸ケーブル 
(またはオーディオ/ 
ビデオコード） 

た 〉 



-接続の際は端テの向さを合わせてくだ 
さい。誤った向さでむりやり挿入する 
と、端テび変形し、ケーブルを抜いて 
ち シャツ ターび開らな < なることびあ 
ります。 

-長さは 3 m じ(下のものを使用してくださ 
い。 

-プラグにホコ U び付着したとさは、柔 
らかい布でおいてから接続してくださ 
い。 

V_ J 


映像信号について 


テレビとの接続で映像信号は各入力機器と同じタイプのコードを使用してください。 S - VIDEO 入力端テに入力さ 
れた信号は S - VIDEOM 日 MT 日 R 日 UT 端テからのみ出力され、映像入力端テに入力された信号は映像出力端子か 
らのみ出力されます。同じように COMPONENT VIDEO 入力端テに入力された信号は COMPONENT VIDEO 
MOMT 日 R 日 UT 端テからのみ出力されます。 


例) 


VIDEO IN MONITOR 
端テ OUT 端テ 


S-VIDEO S-VIDEO 

IN 端テ MONITOR OUT 端子 


入力機器から > ((♦)) \ ^ \テレビへ 

*必 S-VIDEO MONITOR OUT 端テ 
*咳©"(^4何も出力されません 


入力機器から —►© —► © —► テレビへ 

MONITOR OUT 端テ 
，分何も出力されません 


ただしテレビによっては、 S - VIDEO 入力と映像入力の両方を接続していると、信号の有り無しに関わらず常に S - 
VIDEO 入力び優先され、本機と映像入力端テでのみ接続している機器の映像を見ることびでさない場合びありま 
す。詳しくはテレビの取扱説明書をご覽ください。 
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接続 


DVD プレーヤーと TV (モニター)の接続 


A 


注; 


機器の接続を行う場合、あるいは変更を行う場合には必ず電源を切り、電源コードをコンセントか5 
抜いてください。 


ドルビーデジタル、 DTS 信号を再生するにはデジタル接続が必要です。 


DVD プレーヤー 



市販の光デジタル 
ケーブル 

億な角度に折り曲げ 
ないで < ださい。） 


端テの向さを合 
わせて差し込ん 
で < ださい 


m 

続 


次の場合はアナ □ グ接続び必要 
です。 

- DVD プレーヤーにデジタル 
出力端子びない場合 
-聴さたい信号び DVD プレー 
ヤーのデジタ J レ出力端子から 
出力でさないとさ 
.DVD プレーヤーからの信号 
を CD - R / TAPE/MD または 
VCR/DVR 出力端子から出力 
したいとさ 


メモ 


S - VIDE 日端テを使って接続する場合は、 DVD プレーヤーのに映像出力端子」と本機のに - VIDEO DVD/LD 
IN 端テ」を接続し、テレビのに映像入力端テ」と本機のに - VIDRO MONITOR 日 UT 端子」を接続します。 
COMPONENT VIDE 日端テを使って接続する場合は、 DVD プレーヤーの 「COMPONENT VIDE 日映像出力 
端テ」と本機のに日 MP 日 NENT VIDE 日 ( DVD / LD ) 端テ」を接続し、テレビのに日 MP 日 NENT VIDEO 

映像入力端テ」と本機のに日 MP 日 NENT VIDEO MOMT 日 R 日 UT 端テ」を接続します。 
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接続 


TV または衛星チューナーの接続 


機器の接続を行う場合、あるいは変更を行う場合には必ず電源を切り、電源コードをコンセントか5 
巧いてください。 

BS デジタルチュ—ナー巧蔵テレビの場を 


MPEG -2 AAC 信号を再生するにはデジタル接続が必要です。 


( 端子の向さ^ 
を合わせて 
差し込んで 
ださい f 



次の場合はアナ□グ接続び必要です。 

-チューナーにデジタル出力端子びない 

+曰厶 

场口 

-地上波放送などのアナ□グ信号を本機 
を通して楽しみ;^化さ^^ 

關國國國國 


市販の光デジタルケ 
(急な角度に折り曲げないで 
<ださい。） 


市販の 

ビデオコード 


BS デジタル 
チューナー 
內蔵テレビ 


メモ 

- S - VIDE 日端テを使って接続する場合は、 BS デジタルチューナー内蔵テレビのに映像入力端テ」と本機のに- 
VID 曰日 MONITOR 日 UT 端テ」を接続します。 

- COMPONENT VIDE 日端子を使って接続する場合は、 BS デジタルチューナー内蔵テレビのに日 MP 日 NENT 
VIDE 日映像入力端テ」と本機のに日 MPONENT VIDEO MOMT 日 R 日 UT 端テ」を接続します。 

^ ふ 
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接続 


ビデオ機器の接続 


A 

;王后： 


機器の接続を行う場合、あるいは変更を行う場合には必ず電源を切り、 
巧いてください。 / - 


I 源コードをコンセントか5 



市販の 

オーディオ/ビデオコード 


(|)翁 


国^I mm 

图踊 



網'し®®委" 

IN 渝歡 


R (婦 

(㈱ 


MONITOR 

111 pHE 


w 



VCR/DVR OUT 端子を通して本機を録 
画後ま音)用のセレクターとして使用する 
には 

VCR / DVR 日 UT 端テからは、デジタル接続 
の有無に関わらず、各映像入力端テに入力さ 
れた映像信号と、各音声入力端テに入力され 
た音声信号び、そのまま何の加工をされずに 
出力されます （ U スニングモードなどの本機 
の各機能の効果も同様に盛り込まれませ 
ん)。入力機器と本機を、デジタル接続や S 映 
像ケーブルだけで接続している場合は、ビデ 
オコードや才ーディオコードでち接続してく 
ださい。 


市販の 
オーディオ/ビデオコード 


#0©-Ciids3' 

''^燃み| 



1 




をを|| HED 


ビデオデッキ、 

DVD レコーダー など 


m 

続 


: >4.^= S-VIDE 日端テを使って接続する場合は、ビデオデッキなどのに映像出力端子」と本機のに- 
^ VIDEIO VCR/DVR IN 端テ」を接続し、ビデオデッキなどのに映像入力端テ」と本機の 「 S - 

VID 曰日 VCR/DVR 日 UT 端子」を接続します。 


DVD 7.1 ch アナ□グ接続 


市販のオーディオコード 



メモ 


「マルチチャンネルサラウンドバック入力] ch /2 ch 設定」（一目已ぺージ)でに B ]ch IN 」 に設定し の 
たときは、本機の DVD 7.1 CH INPUT のサラウンドバック端テの R ch 側に接続します。 。 

















































































































































































接続 


スピーカーの 接続 



機器の接続を行う場合、あるいは変更を行う場合には必ず電源を切り、電源コードをコンセントか5 
抜いてください。 


センタースピーカー、サラウンドスピーカー、サラウンドバックスピーカー、サブウーファーのいずれかを接続し 
ない場合は、設定(■►己目〜已8ぺージ)び必要になります。 
スピーカーは公称インピーダンスび目^^〜1目^2のものを使用してください。 

本機とスピーカーの©端テおよび©端テどうしを正しく接続してください。 

サラウンドバックスピーカー端テにはアンプを内蔵していないサブウーファーを接続することも可能です。その 
場合は「サラウンドバックスピーカーの設定」（一已7ぺージ)でに B SVV 」 を選択して下さい。 


テレビ 
(センタースピー 
カーと して使用 
する場合） 



テレビをセンタースピーカ 
一として使用する場合は、 
本機の PREOUT CENTER 
子とテレビのオーディオ 
入力端子を接続してくださ 
し、。この場合は上図のセン 
夕ースピーカーは接続しま 
せん。接続するテレビの取 
扱説明書もご覧ください。 


販の 

t オーディオコード 


〇 


◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

0 0 0 0 0 0 


パワーアンプ内蔵型 
サブウーファー 


フ□ントち 
スピーカー 


フ□ント左 
スピーカー 


ヴラウンドバックヴラウンドバックサラウンドもサラウンド左 


ち スピーカー 


左スピーカ- 


スピーカー スピーカー 


■ SPEAKER (スピーカー)端子 


① 






① 線をねじる。 

② スピーカー端テをゆるめ、ス 
ピーカーコードを差し込む。 

③ スピーカー端テを締めつける。 


バナナプラグを接続す 
ることちでさます(詳 
しくはプラグの説明書 
をお読みください。） 




メモ 


サラウンドノ くックスピーカーを] 
本のみ接続するときは、図のよう 
に本機 R 端テの©をスピーカーの 
© 端テへ、本機 L 端テの©をス 
ピーカーの©端テへ接続して下さ 
し、この接続をしないと音び出ま 
せん。 


サラウンドバック 
スピーカー 
(またはサブウーファー) 



























































































































































































接続 


ご^ メモ 

スピーカーコードのお線をねじるときは、ばら線び束からはみ出さないようにを意してねじってください。は 
み出した線びあると、その線び隣りのチャンネルのスピーカーコードや IJ アノ くネル(後面の金属部分)にショー 
卜(接触）し、本機の電源び入らない場合びあります。 



サラウンド効果を最大限に引さ出すため、下図のようにスピーカーを配置してください。 



フ□ント左 センターフ□ントち 

スピーカースピーカースピーカー 


( L ) 

□ 


( C ) 

□ 


( R ) 

■? 

サブウーフ了- 



視聴位置 


( SW ) 


サラウンドち 

スピーカー 

(RS) 


サラウンド □ ■ サラウンド 

パック 左 スピーカー サラウンド バックちスピーカー 
( SBL ) バックスピ_力_ ( SBR ) 

1 本の場合 ( SB ) 


m 

続 


メモ 

左ちのスピーカーはテレビから等距離になるように設置してください。 

テレビの近くに設置するスピーカーは、テレビび色ずれ等を起こすのを防止するため、防磁型のものを使用してくだ 
さい。防磁型でない場合は、テレビから離して設置してください。 

センタースピーカーはテレビの上側または下側に置さ、センターチヤンネルの音びテレビと同じ位置に配置される 
よラにしてください。 

サラウンドスピーカー、サラウンドバックスピーカーは耳の高さからやや上方に設置すると効果的です。 

サラウンドス ピーカー 、サラウンドバックス ピーカーを フ□ントス ピーカーと センター スピーカーから 極端に離し 
て設置すると、サラウンド効果び十分に発揮されません。 

サブウーファーは前方で、フ□ントスピーカーまでの距離と等距離になる位置に置くことをおすすめします。 


ご注意： 

センタースピーカーをテレビの上に置くときは、適切な方法で固定してください。固定しないと地震などの外部の振 
動により、スピーカーびテレビから落下してケガをしたり、スピーカーを破損する原因となります。 


一力一己システムについて 


本機は A と B の2組のスピーカーを接続できます。スピーカーシステム 「A」、 旧」、 「A+B」 の選択は各ファンク 
シヨンごとに設定することびできます。スピーカーシステムの切り換えは SPEAKERS ボタンで行います。 

-スピーカー 「A」 を選択したときはサラウンド再生に対応し、最大7.]チャンネルのスピーカーでお楽しみ頂け 
ます。この場合は STANDARD ボタンや ADVANCED ボタンを押してください。 

-スピーカー旧」または 「A+B」 を選択したときはサラウンド再生に対応しません。スピーカー旧」を選択した 
とさは自動的にステレオモードとなりスピーカー B からのみ音び出ます。このとき、フ□ントチャンネルじ （ 
外の音声はダウンミックスされ、スピーカー B より出力されます。 「A+B」 を選択したとをも、同じようにス 
テレオモードになります。サブウーファーを除く他のチヤンネルの音声はすべてダウンミックスされ、ス 
ピーカー A と B から出力されます。 
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接続 


オーディオ機器の接続 


機器の接続を行う場合、あるいは変更を行う場合には必ず電源を切り、電源コードをコンセントか5 
ミ主"意巧いて< ださい。 


アナログ接続 



市販のトディォコ-ド CD - R / MDU -.- 


デジタル巧緑 
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接続 


ドルビーデジタルや DTS サラウンドが応ソフトを再生するには、デジタルオーディオ接続び必要です。 I 

DVD / LD プレーヤーまたは LD プレーヤーに □□ RF 出力端子びある場合は、市販の RF デモジュレーターを使用し 
て [XlRF 端テち接続します。 RF デモジュレーターは RF 信号をデジタル信号に変換します。このデジタル信号を 
本機のデジタル入力端テに接続します。詳しくは、 RF デモジュレーターの取扱説明書をご覧ください。 LD のア 
ナ□グオーディオディスクはデジタル出力されませんのでアナ□グオーディオ接続ち行ってください。 



市販の 

ビデオコード 






。參觀 pi 參參參^ 

SURR0 画 Br ■ Y PB P, V 点 IMB P ， F 。 

i-mm 

圖 

圆 

MM 

1 SINGLE 1 

1雲奮熙 kl 






^ん S メモ 


S - VIDE 日端テを使って接続する場合は、 DVD プレーヤーのに映像出力端子」と本機のに - VIDEO DVD/LD 
IN 端テ」を接続します。 

COMPONENT VIDE 日端テを使って接続する場合は、 DVD プレーヤーの 「COMPONENT VIDE 日映像出力 
端テ」と本機の 「COMPONENT VIDEO ( DVD / LD ) INII 端テ」を接続します。 




DVD / LD または LD プレーヤーの接続 


いろ U ろな巧い方 


ホ—ムシアタ—乂円 
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接続 


他のパイオこア機器を操作ずるための接続 


コント□ールコードを接続すると、本機を通して他のコント□ール端テ付さのパイオニア製品を操作でさるよう 
になります。操作は本機の IJ モコン受光部に向けて行います。このとさ、 IJ モコン信号は本機の IJ モコン信号受 
光部で受信され、 CONTROL 日 UT 端子を通して他機器に送信されます。 



メモ 

コント□ールコードは別売です。ご使用の際は、モノラルミニプラグ付さコードをお買い求めください。 
コント□ール端テの接続をする場合は、必ずアナ□グの入出力も接続してください。デジタルの入出力だけで 
は、正しく動作しません。 
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アンテナの接続 


接続 


アンテナは下図のように接続します。付属の AM / FM アンテナは簡易アンテナです。感度び悪く聞こえにくい場合 
は次ページ「外部アンテナの接続」をご覧になり、外部アンテナを接続することをおすすめします。 


• AM ループアンテナ（付属） 

下図のよラに組み立てます。 AM ループアンテナのコード2本 
を AM アンテナ接続端テに接続します。どちらをアース側端テ 
( At ) につないでちかまいません。 


壁などに取り付けるにはネジや 
ピンなどを使って取り付けます 



化が田化 ，;" j COAX 

DIGITALx?^ 2' 

售 ii 

#■■■ 


St 


扇參説爆。 


扇馨^傷)参"。 © 


巡 


靡馨 r 


©ぉ。' 


® 國國國圏圏 


囚 


6國國國画画國國 


國國 


m 

続 



DVD プレーヤーを本機の COAX 端 
子に接続ずる場合は設定び必要でず。 I 


FM アンテナ（付属） 


中央のピンにアンテナコ-ド错し込みます。 アンテナ接続に関ずるごま意 


• アンテナコードと本機の接続端テ 



10mm 


①コードの被服を回しな 
びら引さ抜さます。 



②端テのつめを押しなび 
らコードを差し込み、 
奥までコードび入った 
ら端テのつめを戻しま 
す。 


アンテナ接続について 

アンテナ端テのアースマーク(ふ)はアンテナを接続した場 
合の雑音低減をはかるためのものです。安全アースではあ 
りません。 

AM ループアンテナ 

• 平らな面に置さ、受信状態の最も良い方向に向けてく 
ださい。 

• アンテナは、本機から離して金属物と接触しない場所に 
置いてください。また、パソコン、テレビなどからもで 
さるだけ離して<ださい。ノイズの原因となります。 

• 壁などに取り付ける場合は、 AM 放送の受信状態び最 
を良い方向を見つけ、取り付け位置を決めてください。 

FM アンテナ 

• FM アンテナは、たらしておいたり、丸めたままに 
しないで最も良い受信状態び得られるように、ピン 
とはつてください。 

• 付属の FM アンテナは、 FM 放送を手軽に受信するため 
のをのです。よりよい受信のためには専用アンテナを 

使用して < ださい。 33 



















































































































接続 

外部アンテナの接続 


付属のアンテナでよく聞こえないとさは、 AM 外部アンテナ（ビニール被覆線)、市販の FM 屋外アンテナを接続 
することをおすすめします。 


• FM 屋外アンテナ （7 已约^軸ケーブル）の接続 • AM 外部アンテナ（ビニール被覆線）の接続 


下図のよラに接続してください。 


下図のように接続してください。 




AM 室内アンテナ 


AM 外部アンテナを 
接続してち AM ルー 
プアンテナは外さな 
いで < ださい。 


本機のアン 
テナ端テ 


ビ ニール 
被覆線 
(己〜 6 m ) 



電源コードの接続 


全ての接続び終了したら、電源コードを家庭用電源コンセント (AC ] 日日 V )に接続します。 


\— 阳 g … 

^ 

SURROUND BACK 、 Pb 

330 (DVD/LD)INg 

B ®® 

Y Pb Pr 

(TV/ SAT}INB 

m 

削 

R 1 

FRONT SURR 

1# 

pm 

OUND CENTER 


mm 

i 圆 

戀 

國 

R 削 ; 1 拙 Will: 拉 L 

1 國國 

1 SINGLE 1 
お巧説明害を 

1 をおして下 5 い。 1 

|圆® 

lili 

1國國 

圆鸣 

ごま意： 

テレビやモニター 
は接続しないで 
ください。 

鬥 

連動1 口 J 

100W 
む下 


メモ 


旅行などで長期間本機を使用しない場合は、必ず 
電源コンセントから電源コードを抜いておいて 
ください。 



幅の広い側 


本機の電源コードは極 
I 生管理されています。 
音質向上のため、極性 
を合わせることをおす 
すめします。電源プラ 
グのコードに白線のあ 
る側をコンセントの幅 
の広い側に合わせて差 
し込んでください。 


モ備電源コンセント 【AC OUTLET ) の接続(連動1 ocnm 下) 


本機の電源スイッチの日 N / スタンバイ（日 FF ) の切換に連動して、接続した機器の電源を日 N / OFF できます。 

このとき、接続した機器の電源スイッチは日 N にしておいてください。また、消費電力び10日 W を超えないように 
してください。 

A ミ主意 

■ 消費電力びパネルに表示されている W の数値を超える電気器具(: I -ースター、ドライヤーなど）は絶対に接続し 
ないでください。機器の故障や乂災の恐れびあります。 

■ テレビは接続しないでください。 

表示されている消費電力び本機のノ くネル表示値より少なくてち、電源を入れたとさに大さな電流び流れて、パネ 
ル表示値を超える場合びあります。 
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基本再生 


基本操作 


STANDBY r 

インジケーター 6 


菌 


參 


vA 


2 


TV 、 入力機器 （ DVD プレーヤーなど）、サブウー 
ファ 一の電源を入れる。 


2 


(!) STANDBY/ON 





本体の OSTANDBY / ON ボタンを 
押して本機の電源を入れる。 

表示部に入力名 （ DVD / LD など)び表 
示されることを確認してください。 


r SIGNAL 
I DIGITAL 


3 


入力を選択する。 


2 


AMP f SOURCE 

- が EiJ 。 ⑩ 

— MULTI COISTTROL -1、 

hi 师刊 d itami tw ぶ晒ゴ Um]hi 



涵が。涵 


@ @ ® 嚇 DI; 

@ @ @ ⑩" 

0 @ @ @1。 

巧 

CHANNEL 

& 


凹巧 

select channel volume 

A 白白 


Pioneer 

( AVAMPLI 円 ER) 




U モコンの MULTI CONTROL 
ボタンまたは INPUT SELECT 
ボタンでも選択することびで 
さます。 

入力信号の設定 (SIGNAL 
SELECT ) は AUTO に言 g 定さ 
れています。必要に応じて入 
力信号の種類を選びます。 
「アナ□グ/デジタル信号を切 
り換える」（-^37ぺージ） 


4 テレビの設定をする。 

画面に、本機からの出力映像び映し出されるようにテレ 
ビの入力切り換えをしてください。（テレビ放送を楽しむ 
とさはこの操作をする必要はありません） 


5 入力機器の設定をする。 

DVD プレーヤーなどの場合、デジタル出力信号の設定 
び必要な場合びあります。（詳しくは次ページの「入力機 
器の設定確認」をご覧ください。） 


6 入力機器の再生を開始する。 

ディスプレイの各インジケーターび点灯します。 


メモ 

-ご使用後は IJ モコンの AMPO ボタンま 
たは本体の OSTAN D B 丫/日 N ボタンを 
押してください。電源び切れてスタンパ' 
イインジケーターび点灯します。 

-長時間ご使用にならないときは、電源 
コードをコンセントから抜いておいて 
ください。 



音量を調整する。 

——服爆ル)〜-0服爆大)の間で 
調整でさます。 

音び出ないとさは、「音び出ないス 
ピーカーび あるとさは、、」（- ► S 己 
ページ）をご覧ください。 
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基本操作 


映像出力信号について 


テレビや入力機器に S - VIDEO 端子や COMPONENT VIDEO 端子が付いている場合は、本機 
の S - VIDEO 入力端子や COMPONENT VIDEO 入力端子を使用して接続すると、より鮮明な 
画像を再生できます。 

その際、テレビとの接続は S-VIDEO MOMTOR 0 UT 4 請子か COMPONENT VIDEO MONITOR OUT 
端子を使用してください。 S - VDE 日入力端子に入力された信号は S-VIDEO MOMTOR OUT からのみ 
出力され 、 COMPONENT VIDE 日入力な記子に入力されたイ言号は COMPONENT VIDEO MONITOR 
OUT からのみ出力されます。 


ご注意： 

-テレビによっては、 S - VDE 日入力端テと映像入力の両方を接続していると、信号の有り無しに関わらず常に S - 
VIDEO 入力び優先され、本機と映像入力端テでのみ接続している機器の映像を見ることびでさない場合びあり 
ます。詳しくはテレビの取扱説明書をご覽ください。 



入力機器側で、次の2つの項目が正しく設定されていないと r 音が出ない」、 r 音に迫力がない」 
などの症状が起こることがあります。各入力機器または各ソフトの説明書を見てご確認くださ 
い。 


入力機器のデジタル出力 

入力機器側に下の信号のデジタル出力設定びある場合、出力されるように設定してください。 


ドルビーデジタル 
DTS 

MPEG ( MPEG-S AAC ) 
96 kHz PCM 


(一8日ぺージ） 

(崎8日ぺージ） 

(崎8 ] ぺージ） 

(-►81ぺージ）：2チヤンネルステレオ信号 


2. 再生ソフトの音芦の確認 

再生ソフトや放送び複数の音声を持つ場合、必要に応じてお聴きになりたい信号を選択してくだ 
さし、選んだ信号の種類や U スニングモードの選択(-^38〜40ページ)に応じて音の出るスピー 
カーび 変わります。 


ご注意： 

-プレーヤーまたはソフトによっては2チヤンネルステレオ信号（アナ□グ信号や PCM 信号など）じ(外は出力 
でさないことびあります。そのような信号を本機に入力し、マルチチヤンネルサラウンドでお楽しみ頂くため 
には、 IJ スニングモードを 「 STANDARD 」 または 「ADVANCED SURROUND 」 に切0換える必要むく友0 
ます。（- ► SQ 〜4日ぺージ） 
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アナ□グ / デジタル信号を切り換える 


基本操作 


本機ではアナ□グとデジタルの入力信号を切り換えることびできます。この入力信号を切り換えるには S に NAL 
SELECT ボタンを使用します。工場出荷時は 「 AUT 日」に設定されています。 

この操作は本体での操作のみになります。 


0—0 0—0 rO-jO— 〇 1 
盛〇 〇 〇 〇 〇 C 


® @參《 


SIGNAL 

SELECT 


み 


AUTO のとき 

广 IGNALES 圧 ] ] 

D に ITAL のとさ 



再生したい入力信号を選ぶ 

ボタンを押すたびに、じ(下のように切 
り換わります。 


!-► AUTO — ► 


DVD 7.1ch 

( DVD / LD 入力のみ) 


DIGITAL ◄- ANALOG ◄ — 


AUTO にしたとさは DIGITAL 一 


ANALOG の優先順位で自動的に入力 
信号を選択します。 7.1 ch について 
は 「DVD 7. Ich アナ□グ入力を再生 
する」（一46ぺージ)をご覧ください。 

DVD 7. Ich のとさ 葛 

_ flGNAL 1 * 

>■ ANALOG 」 

姪 

作 

ANAL 日 G のとさ 

r SIGNAL 

L ANALOG 」 


デジタル接続をしているのに、 D に tAL び選択でさないと 
きは iU 下の原因び考えられますのでご確認ください。 

• 入力機器の電源び入っていない。 

- 入力機器側でデジタル出力び日 FF に設定されている。 

- デジタル入力の設定び間違えて設定されている。 

- デジタル出力信号び出ないソフトを再生している。（詳 
しくは入力機器の取扱説明書などでご確認ください） 


メモ 

- 4つのデジタル入力端子のいずれにも割り当てられていない入力については 、 SIGNAL SELECT は 
ANALOG に固定されます。（目6ぺージ「デジタル入力の設赴をご覧ください） 

-カラオケ機器のマイク音声、およびアナ□グオーディオのみ収録されている LD の音声はデジタル出力からは 
出力されません。必ず SIGNAL SELECT で ANALOG を選択してください。 

-本機は、ド J レビーデジ'夕 JkPCM (32 kHz 〜9目 kHz )、 DTS、DTS 96/24. MPEG -2 AAC のデジ'夕 J レイ言号 
にのみ対応しています。これ1^^(外のデジタル信号は再生でさませんので、その場合はアナログ接続して 
SIGNAL SELECT ボタンで ANALOG を選択して<ださし、 

- SIGNAL SELECT ボタンで ANALOG を選択した状態で DTS 対応のソフトを再生すると、プレーヤーによっ 
ては DTS 信号びデコーディングされずにそのまま再生されてしまうため、ノイズび発生します。ノイズの発 
生を防ぐには、これらの機器をデジタル接続しに已ぺージ )、 SIGNAL SELECT ボタンで DIGITAL を選択し 
てください。 

- DVD プレーヤーの機種によっては、 DTS 信号を出力しないものびあります。詳しくは、お使いの DVD プレー 
ヤーの取扱説明書をご覧<ださい。 
















































いろいろな使い方 


リスニングモードの種類と効果 


本機では再生するスピーカーの数や、お聴さになるソフトのジャンルに合わせて最適なサウンドを選択すること 
びできます。本機の U スニングモードは3つのタイプ ( STANDARD、ADVANCED SURROUND 、 STEREO / 
D 旧 ECT ) に分かれています。モードの切換方法については、「 IJ スニングモードの選択」（-^4日ぺージ)をご覧く 
ださい。 


STANDARD (ソフトに巧実な再生) 


マルチチャンネルデジタル信号を入力しているとさは、再生するソフトの音声フォーマツトを検出しデ 
コード方式を自動的に切り替えて再生します。 2 ch ソースについてはマト IJ クス-サラウンド-デコード 
を行います。その際、マトリクス-サラウンド-デコードち式を ■ lU 下の已つの中から選択することびでき 
ます。マルチチャンネル信号(己] ch ソースや「6.1再生検出信号」の記録されたソースなど）を受信してい 
るときはディスプレイにデコード名称び表示され、ソフトに忠実なデコードをしますのでじ(下のモードを 
切り換えることはでさません。 

MOVIE (naPRO LOGIC II MOVIE) 

已 . Ich 化します。映画再生に適したモードで、特にドルビーサラウンド•エンコード作品をこのモー 
ドで視聴するとより効果的です。サラウンド C h へのダイア□ーグの漏れ込み（ク□ス I -ーク）を聞こえ 
にくくする処理などもあり、ドルビーデジタル已 . 1 ch に迫るセパレーシヨンや移動感などび得られま 
す。 


MUSIC (naPRO LOGIC II MUSIC) 

己. Ich 化します。音楽再生に適したモードで、通常のステレオ録音されたソース ( CD など）を再生する 
ときに効果的です。サラウンド ch は定位よりもおびり感を重視しています。 

PROLOG に (naPRO LOGIC) 

従来のドルビープ□□ジックと同等の再生モードです。特にドルビーサラウンドエンコード作品をこ 
のモードで視聴すると効果的です。 

CINEMA (Neo& CINEMA) 

6. Ich 化します。映画再生に適したモードで、 2 ch を目. Ich ソースと同じような雰囲気でお楽しみい 
ただけます。映画館特有の移動感をお楽しみ頂けます。 MPEG -2 AAC 信号を入力しているときは選択 
でさません。 

MUSIC (Neo6: MUSIC) 

6. Ich 化します。フ□ントからは原音をそのまま再生するため音質の変化び無く、音楽再生に適した 
モードといえます。また、センターとサラウンド、サラウンドバック ch から出力される音声び音場に 
ナチュラルなおびり感を加えます。 MPEG -2 AAC 信号を入力しているときは選択できません。 
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いろいろな使い方 


ADVANCED SURROUND 


このモードは、映画のサウンドトラックやそれ1^^(外のオーディオビジュアルソフトを最適な音声で楽しむこ 
とびでさる才 IJ ジナルのサラウンドモードです。じ(下已つの中からお好さなモードを選択することびでさま 
す。 2 ch ソースについてはあらかじめサラウンド化してから才 IJ ジナルの処理を加え、それじ(外のソースに 
ついては忠実にデコードして処理を加えます 。 （DTS 9目/24信号を入力しているときは選択できません） 

ADV.MOVIE (ADVANCED MOVIE) 

映画再生に適したモードで、特にドルビーサラウンド、ドルビーデジタル 、 DTS •エンコードの映画作品 
をこのモードで視聴するとより効果的です。映画館さなびらの迫力や臨場感をお楽しみいただけます。 

ADV.MUS に (ADVANCED MUSIC) 

音楽再生に適したモードで、通常のステレオ録音されたソースに D など)に限らずドルビー 、 DTS •エン 
コードされた音楽作品を再生するとさに効果的です。コンヴートホールの雰囲気をお楽しみいただけます。 

TV SURR. (TV SURROUUND) 

テレビ放送のほとんどの割合を占めるモノラル信号やステレオ信号もマルチチャンネルサラウンドで 
再生します。モノラル放送のちい映画などをマルチチャンネルサラウンドでお聴さになりたいとさに 
効果的です。 

SPORTS 

スポーツ中継の臨場感を体感でさるモードです。会場の雰囲気をマルチチャンネルサラウンドで再現 
します。 

GAME 

ゲームのスピード感、躍動感をよりいっそう高めます。シューティングゲームやレーシングゲーム 
等、ちへ左へ駆け巡るような流れのあるシーンの多いゲームに効果的です。 

EXPANDED 

ドルビーサラウンドや2チャンネルで録音されているソースに対しては、ドルビーデジタルの已 . Ich ヴ 
ラウンドのよラな効果を実現します。また、ドルビーデジタルに対してはより広びりのある音場を実 
現します。 

6-STERE0 (6 CHANNEL STEREO) 

標準のステレオ （2 チャンネル)音声を加工することなく、目チャンネルにて再生しますので、部屋のど 
の場所にいてもステレオ感をお楽しみいただけます。 

PHONES SURROUND 

へッドホンでありなびら仮想立体音響を再現し、マルチチャンネルサラウンド再生時の臨場感をお楽 
しみ頂けます。 


STEREO/DIRECT 


左ちのフ□ントスピーカーからステレオ音声に ch ) で再生するモードです。 

ドルビーデジタルや DTS などのマルチチャンネルソースは 2 ch にダウンミックス(変換）して再生します。 

STEREO 

サラウンドに関する設定での各設定を反映し、「便利な音声再生用機能」（-^44〜4已ページ)の効果を 
加えてステレオ再生することびでさます。 

DIRECT 

2 ch ソースを原音に忠実な高品位ステレオ再生します。「スピーカーの設定」（■►己目ページ）における設 
定は反映されます。 

ご]^メ= •「 D 旧 ECT 」 を選択しているときに、「便利な音声再生用機能」（-^44〜4已ぺージ）を日 N 
にすると、自動的にに TEREO 」 に切り換わります。 


いろ： S ろな使い方 
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いろいろな使い方 


U スニングモードの選択 


2-3 


AMP SOURCE 

— ^— MULTI CONTROL - 
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1 2-3 



本機の電源を入れる。 


2 STANDARD S ^ 給獅〇〇ミが《戰/リスニングモードのタイプ 

ののの を選ぶ。 


3 


ののの 



手順2で選んだタイプのボ 
タンを押してお好みのリス 
ニングモードを選ぶ。 

各タイプごと、ボタンを巧すたび 
じ(下のよラに切り換わります。 


STANDARD 

2(：11ソースについてのみ1^^(下のモードび切り換わりま 
す。マルチチヤンネル信号を受信しているとさはデイ 
スプレイにデコード名称び表示され、ソフトに忠実な 
デコードをしますのでじ(下のモードを切り換えること 
はでさません。 


谷 PRO LOGIC _ . PRO LOGIC 
II MOVIE II MUSIC 


_ Neo:6 
MUSIC 


^_ Neo:6 
CINEMA 


◄— PRO LOGIC ◄ ― 


メモ 

-工場出荷時は rSTERE 日」に設定されていま 
す。ただ'し DVD 入力のみ 「 STANDARD 」 に言受 
定されています。 

- 96 kHz IJ ニア PCM または DTS 96/24ス 
テレオ信号を再生しているとさは、 

に TERE 日」のみ選択することびできます。 
それじ(外のモードに設定しているとさに 
96 kHz IJ ニア PCM または DTS 96/24ス 
テレオ信号び入力されると、自動的に 
「 STEREO 」 に切0換わ0ます。 

- DTS 9目/24信号を再生しているときは、 
ADVANCED SURR 日 UND を選択すること 
はでさません。 

- MPEG -2 AAC 信号を入力しているときは、 
Ne 日:目 CINEMA と Neo : 目 MUS にを選択す 
ることはでさません。 


ADVANCED SURROUND 

、 ADVANCED . ADVANCED . TV 
MOVIE ' MUSIC SURROUND 

— 6 CHANNEL ◄-EXPANDED ◄-GAME ◄- SPORTS ◄— 
STEREO 

(へッドホン挿入時は 「PHONES SURROUND 」） 


STEREO 

—► STEREO —► DIRECT 
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いろいろな使い方 


ADVANCED SURROUND モードの効果を調整する 


1 ADVANCED SURROUND モードに設定する 
(一40ページ）。 


が晋 T 。@ 

— MULTI CONTROL - 

h 綱 W K 孤す H M 加;1 

• か —■" リロ — fciJJjJi 


2 


EFFECT 




エフェクトレべルの効果を調整 
する。 

エフェクトレべルは]日〜9日の範 
囲で調整することびでさます。 


メモ 


工場出荷時の設定は7日に設定されています。ただし目- 
STERE 日のみ9日に設定されています。 


SB CH MODE (サラウンドバックチヤンネルモード） 


本機ではサラウンドバックスピーカーを接続しているときに、サラウンドバックスピーカーから音を出す 
(目. Ich または 7.1 ch 再生)か出さない（已 . Ich 再生)かを設定することびできます。また、サラウンドスピーカー 
を接続していればサラウンドバックスピーカーを接続していないとさでも、サラウンドスピーカーから仮想のヴ 
ラウンドバックチャンネ>1レ音声を創り出すか出さないかを設定することちできます(ノ くーチャルサラウンドバッ 
クモード)。 


ヴラウン F パッ クチヤンネルの ON/A UTO/OFF 


サラウンドバックスピーカーを接続しているときに、サラウンドバックスピーカーを日 N 、 AUTO . 日 FF のいず 
れかに設定します。設定内容は iU 下の通りです。入力信号の種類や IJ スニングモードの選択によってサラウンド 
バックスピーカーから音び出る場合と出ない場合びあります。詳細は次ページの表をご覧ください。また、入力 
信号び DTS 9目/24のときは、目. Ich の設定に関係なくサラウンドバックチャンネルから音はでません。 

• ON : IJ スニングモードで STANDARD または ADVANCED SURROUND わく選択されてし^るときは最大 

7. Ich での再生を行います。 

.AUTO :目. Ich 再生検出信号を含んだソースや IJ スニングモードによってサラウンドバックチャンネルび 
ON / OFF します。 

• OFF :最大己. Ich での再生を行います。（サラウンドバックスピーカーから音は出ません） 





1 1 巧遇暖 

o - U "" …。。 

' rO -； HD—Oj 0 0 0 1 

6 "ろ‘"" ar 。 凝 

品 職 岩 @ 

1 §) ®) 

0 . 




SB CH 
MODE 


み 


SB CH MODE ボタンを押してサラ 
ウンド八'ツクチャンネ J レモードを選 
択する。 

ボタンを押すたびに、 ON と AUTO と 
日 FF び切り換わります。 


メモ 


DVD 7.1 ch 入カモードを選んでいるときは切り換えびできま 
せん。（一4目ぺージ） 

サラウンドノくックスピーカーび無し （*) の設定のときは切り 
換えびでさません。（一已7ページ） 


いろ： S ろな使い方 





















































いろいろな使い方 
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各 U スニングモードにおけるサラウンドバックスピーカーか5の音青が力 



〇 :サラウンドバックスピーカーから音び出ます。 

X サラウンドバックスピーカーから音び出ません。 
- : IJ スニングモードを選択でさません。 


バーチャルサラウンドバックモードの ON / AUTO/OFF 


サラウンドバックスピーカーを接続していないとさに、サラウンドスピーカーから仮想のサラウンドバックチャ 
ンネル音声を創り出すモードです。日 N 、 AUTO . 日 FF のいずれかに設定します。入力信号の種類や IJ スニング 
モードの選択によってサラウンドスピーカーから仮想のサラウンドバックチャンネル音声び出る場合と出ない場 
合びあります。詳細は次ぺージの表をご覧ください。また、入力信号び DTS 9目/24のときは、バーチャルヴ 
ラウンドバックモードの設定に関係なくサラウンドチャンみレから仮想のサラウンドバックチャンみレ音声はで 
ません。 

• ON : IJ スニングモードによってサラウンドスピーカーから仮想のサラウンドバックチャンネル音声を創 

り出します。 

• AUTO :目. Ich 再生検出信号を含んだソースや IJ スニングモードによってサラウンドスピーカーから仮想の 

サラウンドノくックチャンネ J レ音声を創り出します。 

• OFF :サラウンドスピーカーから仮想のサラウンドバックチャンネル音声は出ません。 



1 SBCH 

MODE 

を 

SB CH MODE ボタンを押してバー 
チヤルサラウンドパックチヤンネ J レ 
モードを選択する。 

ボタンを押すたびに、 ON と AUTO と 
OFF び切り換わります。 

メモ 


- DVD 7.1 ch 入カモードを選んでいるときは切り換えびでき 

ません。 （一 4目ぺ- 

-ジ） 

•サラウンドスピーカーび無しに*)の設定のときは切り換え 

びでさません 。 （H 

巧目ぺージ） 















































いろいろな使い方 


畜 y スニングモー ドにおけるサラウンドスピーカーか&の仮想サラウンド 
バック音青出力 



〇:サラウンドスピーカーから仮想サラウンドバック音声び出ます。 

X :サラウンドスピーカーから仮想サラウンドバック音声び出ません。 
- : IJ スニングモードを選択でさません。 


いろいろな®い方 
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いろいろな使い方 


便利な音声再生。機能 


ッ ドナイト U スニングモードで楽しむ 


夜間などル音量で聴いていると、どうしてち響さび少なくなったり、微小な音やセ IJ フび聞こえなかったりしま 
す。ミッドナイト IJ スニングモードを日 N にすると、ル音量でも映画や音楽の情報を聞さ漏らすことなくお楽し 
みいただけます。（各入力ごとに日 N / OFF を設定できます） 


AMP SOURCE 

が gcr 。@ 

— ^— MULTI CONTROL - 

h , 化すり to 晒 3 h ， l み ]: id 


Mil 抗祉.口 肝1做 ■ 




ll* - SWK* * - 邏 。+ J5SSS 職識 ご芯 

巧 0—0 0—0 rO—0— 〇 1 〇 < 

\ r0~\0 0000 

。 

) で " 〇 lO__Oj —… 
© ® ® ®) 

? - 

-1 




1 


ro 臟 


ミツドナイトリスニングモードを 
ON にずる。 

MIDNIGHT インジケーターび点灯し 
ふ 〇 

ボタンを押すたびに、じ(下のように切り 
換わります。 



MIDNIGHT—► LOUDNESS - 
- OFF ◄ - 


メモ 

-音量に合せてサラウンド効果ち自動調整されます。 

- DVD y.lch 入カモードでは、ミッドナイト IJ スニングモー 
ドは選択でさません。 

-ダイレクト再生モードのとさにミッドナイト IJ スニングモー 
ドを日 N にすると、ダイレクト再生モードは自動的に日 FF にな 
ります。 

- DTS 9目/24信号を入力しているときは操作できません。 


ルをな音でも音楽を聴ま取り やす〈する（ラウ ドネスモード) 


ラウドネスモードを使用すると、低音域、高音域のレベルび上がり、ルさな音でち音楽を聴さ取りやすくでさま 
す。 


AMP SOURCE 

が當。@ 

— ^— MULTI CONTROL - 

kmmt h, 脚り P m 皿 1 h" 刪 iJ 


■Him fcfXiaJ 



M 



ラウドネスモードを ON にする。 

L 日 UDNESS インジケーターび点巧 

^ よ9 〇 

ボタンを押すたびに、じ(下のよ5に切り 
換わります。 


— ►MIDNIGHT—► LOUDNESS 
- OFF ◄ - 



メモ 

- DVD y . lch 入カモードでは、ラウドネスモードは選択でき 
ません。 

-ダイレクト再生モードのときにラウドネスモードを日 N にす 
ると、ダイレクト再生モードは自動的に日 FF になります。 

- DTS 9目/24信号を入力しているときは操作できません。 












































































いろいろな使い方 



する (トーン3ントロール) 


低音、高音の調節 （ I -ーンコント□ール)は本体の TONE ボタンとマルチジョグを使って調整でさます。 


3 2 



メモ 


I -ーンコント□ールはステレオ再生 
モードのとさのみ有効です。その他の IJ 
スニングモードや、 DVD 7.1 ch アナ □ 
グ入力、スピーカーシステム目を選んで 
いるとさはトーンコント□ールを使用 
することはでさません。 


タイレクト再生モード 


TONE 


み 


3 


ENTER 


低音 ( BASS ) か高音 ( TREBLE ) のど 
ち5のトーンを調整するか選択す 
る。 

ボタンを押すたびに、低音 ( BASS ) と 
高音 ( TREBLE ) び切り換わります。 



トーンを調整する。 

トーンコント□ールはそれぞれ± 
6 cl 目の範囲内で 2 cl 目ステップで調整 
でさます。 


卜ーンを決定する。 


I -ーンコント□ールやチヤンネルレベルなど通さずにステレオ再生します。2チヤンネルソースを忠実に再生し 
たいとさはこのモードを日 N にします。 CD などのステレオソースを高音質でお楽しみ頂けます。 


が 。@ 

— ^— MULTI CONTROL - 

immij l 叫 ; むの ; I 

mmiAim fei'iiiai 



^ AMP CONTROL 

瞧 illjM 




み 


2 


み 


ステレオ再生モードにする。 

ディスプレイに STERE 日と表示され 
ます。 


もう一度ボタンを押してダイレクト 
再生モードにする。 

ボタンを押すたびに、ステレオ再生 
モードとダイレクト再生モードび切り 
換わります。 



^ム^ メモ 


I -ーンコント□ールやその他の IJ スニングモードを日 N に 
すると、ダイレクト再生モードは自動的に日 FF になります。 


いろ： S ろな使い方 
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いろいろな使い方 


DVD 7.1ch アナ□グ乂力を再生する 


DVD オーディオ対応の DVD プレーヤーや、外部デコーダーなどの已 . 1チャンネルまたは 7. 1チャンネルアナ □ 
グ出力付さ機器を接続して、已 . 1チャンネルまたは 7. 1チャンネルのサラウンド再生を楽しむことびでさます。 
DVD 7.1 ch アナ□グ入力の再生は DVD / LD の入力を選んでいるとさのみ操作することびできます。 


li'^ionGGrr^ 


* 眶 „ 11 難 , 1 |-: 國 11 〜！占 , 

1 

瞧 

t i 

* 0—0 0—0 rO—o- 

幽 0 O O O C 

1 



1 



DVD/LD TV/SAT VCR/DVR VIDEO 

T~~ II II ll 

CD-R/ 

We/md tuner AUX 

[〔正] E 1 


再生するソースを DVD/LD 
にする。 


2 


SIGNAL 

SELECT 


み 


SIGNAL SEI_ECT ボタンを押して 
「DVD7.1ch」 にする。 

ボタンを押すたびに、じ(下のように切 
り換わります。 


!-► AUTO — ► 


DVD 7.1ch 

(DVD/LD 入力のみ) 


■— DIGITAL ◄- ANALOG ◄ — 


7. Ich 入力を選択したとさ 



メモ 

- DVD 7. Ich 入力のときは、 
STANDARD モード '、 ADVANCED 
SURROUND モード 、 INPUT ATT 、 ダ 
イレクト再生モード、 I -ーンコント 
□ール、ミツドナイト IJ スニングモー 
ド、ラウドネスモードの操作はでさま 
せん。 

- DVD 7. Ich 入力のときは、音量レベル 
と各チヤンネルレべ>1レ1；(外の設定は本 
機ではでさません。 
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本機を ffl つた録音/録画 


いろいろな使い方 


オーディオ機器からの音声を、本機の端テに接続された録音機器に録音することびでさます。 

アナ□グ録音する場合は本機の IJ アパネルの CD - R / TAPE / MD 端子または VCR / DVR 端子に録音機器を接続し 
てください(-^27、3日ページ)。デジタル録音する場合は本機の IJ アパネルの DIGITAL 日 UT 端テに光デジタル 
入力端テを持つデジタル録音機器を接続し 、 DIGITAL IN 端テに録音ソースのデジタル機器を接続してください 
(一3日ぺージ）。 



>— 0 — 0 ] ()0 0 0 [ 0 — 0 ] 

^參參泰》 



2 


DVD/LD TV/SAT VCR/DVR VIDEO 


CD-R/ 

TAPE/MD 




録音する ソースを 選ぶ。 

U モコンの MULTI CONTROL 
ボタンまたは INPUT SELECT 
ボタンでも選択することびで 
さます。 


2 


SIGNAL 

SELECT 

み 


アナ□グ録音するとさは ANALOG 
を、デジタル録音するときは□に I- 
TAL を選ぶ。 

押すたびに、 m 下のように切り換わり 
ます。 

► AUTO 


DVD 7.1 ch 

(DVD/LD 入力のみ） 


^ DIGITAL 


ANALOG 


3 録音機器の録音を開始する。 


メモ 


アナ□グ録音したいとさはアナ□グ接 
続されている機器どうしの場合のみ録 
音することびでさます。デジタル録音 
の場合も、デジタル接続されている機 
器どラしのみ録音することびでさま 
す。 

録画を行うときは、同じタイプのコー 
ドで接続している機器どうしの場合の 
み録画することびでさます。例えば、録 
画機器を S ビデオケーブルで接続して 
いるとさは再生機器ち S ビデオケーブ 
ルで接続してください。 

本機の音量、チヤンネルレベル、 I ーン 
コント□一 J レ ( TRE 巨 LE 、 巨 ASS )、 ヴ 
ラウンドの設定は、録音信号には効果 
びありません。 

信号や録音機器によっては、デジタル 
出力はでさてちコピーガードによりデ 
ジタル録音でさないものびあります。 
この場合はアナ□グ接続で録音してく 
ださい。 


4 録音するソースを再生する。 


いろ： S ろなない方 
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いろいろな使い方 



AMP SOURCE 

が篇 c 。@ 

— MULTI CONTROL - 

kmmi i Mi の : I h ， i み。 


HM— M 。 ;, 化 , け ■ 邮け ; ■ 




MUTE ボタンを押す。 

一時的に音び消えます。ちう一度押す 
と、元の音量に戻ります。音量+/— 
ボタンでもミュートを解除します。 


表示部の明るを調 1 


表示部の明るさを4段階に調整することびでをます。 




好みの明るさに調整する。 

押すたびに表示部の明るさび「明るい」 
「少し暗い」「暗い」 「 OFF 」 の4段階で切 
り換わります。 


メモ 

-日 FF のとさはインジケーターも消灯し、音量レベル表示のみ 
びラつすらと点灯します。 

-設定した明るさに関わらず、何かの操作をしたとさは明るく 
点灯し、2秒後に元の明るさに戻ります。 
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いろいろな使い方 


ス U —プタイマーの設定 ( SLEEP ) 


設定した時間び経過すると自動的に電源を切ることびできます。 


@百 。 @ 

— ^— MULTI CONTROL - ] 

脱も址 H 

Ih 神)け-; ■ 



Subtitle 
LEE 八 • 

RETURN BAND d INFO 

を ha (芭 

DISPLAY CLASS MPX D.ACCESS 

口 Q 口 


2 




AMP ボタンを巧してリモコンをア 
ンプ操作モードにする。 


2 


ヘッドホンを巧ラ 


SLEEP 



S に EP ボタンを押してタイマーを 
設定する。 

押すたびにス U —プタイマーの時間び 
「90分後」「60分後」「30分後 」 「OFF 
」の4段階で切り換わります。 

XU — プタイマーび設定されると 
SLEEP インジケーターび点巧します。 


メモ 


ス IJ ープタイマーを設定した後にス IJ ープボタンを]回押 
すことで、現在の残り時間び表示されます。表示中にもう一度 
ス IJ ープボタンを巧すとタイマーの時間び切り換わります。 


白 


0—0 0 — 
「〇っ〇 〇 


"oT "〇 ■" 


へッドホンプラグをへッドホン端子に差し込む。 

差し込むとスピーカーから音は出なくなります。 

U スニングモードは 「 STEREO 」 と 「PHONES 
SURROUND 」 のみの選択にな0ます。 


メモ 


へッドホンを差し込んでいるときに ADVANCED 
SURROUND ボタンを押すと 「PHONES 
SURROUND 」 にな0ます 。 「PHONES SURROUND 」 
モードでは仮想立体音響を再現し、マルチチャンネルサラ 
ウンド再生時の臨場感をお楽しみ頂けます。 


いろいろな®い方 
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細やかな設定 
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細やかな設定（システムセットアップ) 


本機では、才ートセットアップ(一] 3ぺージ)や簡単設定 ( QU に K SETUP ) (一] 7ぺージ)でサラウンドに関す 
る設定を行うことびできます。 

VSX - D 9] 2で才~トセットアップを行ったときは、次ページの「細やかな設定の設定内容」にあります全ての項目 
を行う必要はありません。必要に応じて設定項目を選び、設定してください(詳しくは • L ソ下の表をご覧ください)。 
VSX - D 8] 2で簡単設定 ( QU に K SETUP ) を行ったとさは、次ページの「細やかな設定の設定内容」にあるヴラウ 
ンドに関する設定を行いますと、より快適な IJ スニング環境をつくり出すことびでさます(詳しくはじ(下の表を 
ご覧ください)。 

VSX'D912(Dma 



才ートセットアップを行った 


(^Ye ぅ 如 , j , 



必要に応じて下の設定 オートセットアップを行う 

を行ってください。 ことをお薦めします。 

-ク□スオーバー周波数の設定 （- M 3ページ） 

- LFE アッテネータの設定 
-ダイナミックレンジコント□ールの設定 
-デュアルモノの設定 
-コンポーネントビデオ入力の設定 
-マルチチヤンネルサラウンドバック入力 
1 ch /2 ch 設定 
-デジタル入力の設定 


VSX-D812(Dma 



おおまかなサラウンドの設定は 
設定済みでずが、より細やか 
にリスニング環境を設定したい。 


如^ ' 




QUICK SETUP を行った 




下の設定を行ってください。 

スピーカーの設定 

サラウンドバックスピーカーの設定 
ヴブウーファーの設定 


必要に応じて!<ソ下の設定を行ってくださし、。 

-デュアルモノの設定 
-コンポーネントビデオ入力の設定 
-マルチチヤンネルサラウンドバック入力 


ク□スオーバー周波数の設定 
LFE アツテネータの設定 
フ□ント左スピーカーまでの距離の設定 
センタースピーカーまでの距離の設定 
フ□ントちスピーカーまでの距離の設定 
サラウンドちスピーカーまでの距離の設定 
サラウンドノ（ツクスピーカーまでの距離の設定 
サラウンド左スピーカーまでの距離の設定 
サブウーファーまでの距離の設定 
ダイナミックレンジコント□ールの設定 


必要に応じて!<ソ下の設定を行ってくださし、。 

-デュアルモノの設定 
-コンポーネントビデオ入力の設定 
. マルチチャンネルサラウンドバック入力 
1 ch /2 ch 設定 
-デジタル入力の設定 


1 ch /2 ch 設定 
デジタル入力の設定 





を 


簡単設定 (QUICK SETUP ) 
を行ってください。 

(一17ぺージ） 


必要に応じて!<ソ下の設定を行ってくださし、。 

-デュアルモノの設定 
-コンポーネントビデオ入力の設定 
-マルチチャンネルサラウンドバック入力 
1 ch /2 ch 設定 
-デジタル入力の設定 
















細やかな設定 


細やかな設定の設定巧客 


::1^^(下の「細やかな設定」を行った後に、 MCACC セットアップ、オートセットアップまたは簡単設 
定を行ラとそれらの値び優先されますのでごを意ください。工場出荷時の設定は已已ページをご覧く 
ださい。 


設定項目について 



スど一力一の謀を一旅ぺージ J 

各スピーカー(サラウンドバックスピーカーじ(外)の有り/無し、ならびに低音域をそのスピーカーで 
再生するかどうかを設定します。 

大 ( L ) :低音域 （ lOOHzlU 下)を再生する宫訊び十分あるスピーカーを接続し、低音域をそ 

のスピーカーで再生する場合。目安は〕ーンサイズ(振動板の□鞍び約1 2 cmiU 
上です。 

ル ( S ) :低音域を再生する能力びないスピーカーを接続し、そのチヤンネルの低音域は、 

大 ( L ) の設定をしたスピーカーやヴブウーファーで再生する場合。目安はコーン 
サイズ(振動板の□径)び約1 2 cm 未満です。 

無し （* ) :接続しない場合。（そのチヤンネルの音声は、ほかのスピーカーで再生されます） 

• ヴブウーファーを接続しない場合は、フ□ントスピーカーを大 ( L ) に設定しないと低音び損なわ 
れます。 


サラウンドバックスピーカーの設定(一57ぺージ) 

サラウンドバックスピーカーのサイズ(大/ルまたは無し）を設定します。また、サラウンドバックス 
ピーカー端子にサブウーファーを接続する場合は、ここで 「SB SVV 」 を選択します。このとき次ペー 
ジのヴブウーファーの設定び 「 YES 」 でないとに B SVV 」 を選択することはできません。 

大 ( L ) :低音域 （ lOOHzi ； (下)を再生する旨訊び十分あるスピーカーを接続し、低音域をそ 

のスピーカーで再生する場合。目安は〕ーンサイズ(振動板の□衝び約1 
上です。 


ル ( S ) 


SB SW 
無し （* ) 


低音域を再生する能力びないスピーカーを接続し、そのチヤンみレの低音域は、 
大 ( L ) の設定をしたスピーカーやヴブウーファーで再生する場合。目安はコーン 
サイズ(振動板の□径)び約1 2 cm 未満です。 

ヴラウンドノ くックスピーカー端子にヴブウーファーを接続する場合の設定です。 
接続しない場合。（そのチヤンネルの音声は、ほかのスピーカーで再生されます） 


設 

定 



51 











細やかな設定 


サブウーファーの設定 一 5S ぺージ J 

サブウーファー(低音域を専門に受け持つスピーカー)の有り/無し/プラスを設定します。 

YES :サブウーファーを接続する場合。 

このときサブウーファーからは LFE 成分姬低域信号成分)や「スピーカーの設赴でル ( S ) 
に設定したチヤンネルの低音域び出力されます。ただし、 FL - CS - SL と設定したときのセ 
ン ターチ ヤンネルの低音域はフ□ントスピーカーから出力されます。 

PLUS :サブウーファーを接続し常にサブウーファーから音を出したい場合。 

このときサブウーファーからは rON 」 に設定したときと同じ信号に加えて、大 ( L ) に設定し 
たチヤンネルの低音域を出力されます。これにより、大に設定したチヤンネルの低音域は 
そのチヤンネルのスピーカーとサブウーファーの両方から出力されることになります。 
N0 :ヴブウーファーを接続しない場合。 

低音域は他のスピーカーで再生されます。（スピーカーの設定によって低音域を再生する 
スピーカーは変わります） 

• 「スピーカーの設定」でフ□ントスピーカーをル (S) に設定していると、ヴブウーファーは丫 ES に 
固定され、 N 日や PLUS を選ぶことはできません。 

• ヴブウーファーを接続しない場合はフ□ントスピーカーを大 ( L ) に設定して下さい。 

大 ( L ) に設定しないと低音び損なわれます。 

ク□スオーパー周液数の設定(一58ぺージ) 

「スピーカーの設定」でル (S) に設定されたスピーカーびあるとき、何 Hzl ； (下の低音域を他のスピー 
力一で再生するのかを設定します。 

LFE アツテネータの設定 (^59 ぺージ) 

ドルビーデジタ j レ信号や DTS 信号に含まれる LFE 成分(超低域信号成分)の信号レべ j レび大きすざて、 
スピーカーから出る音に歪みび生じてしまう場合に、その信号レベルをアツテネート(減衰)する量を 
設定することびできます。 

日 d 目 :収録されているレベルのまま再生します。 

10 dB :レベルを]日服アツテネート(減衰）します。 

LFEATT**(0FF) : LFE 成分の音び出なくなります。 

フロントをスピーカーまでの距離の設定(一59ぺージ) 

U スニングポジション(視聴位置)からフ□ント左スピーカーまでの距離を設定します。 


それぞれのスピーカーまでの距離を入力することによって、その差により生じる音のタイミングのズ 
レび自動的に補正され、 U スニングポジションで適切な音場効果を得ることびでさます。 

センタースピーカーまでの距離の設定 一60ぺージ) 


U スニングポジション(視聴位置)からセンタースピーカーまでの距離を設定します。 


それぞれのスピーカーまでの距離を入力することによって、その差により生じる音のタイミングのズ 
レび自動的に補正され、 U スニングポジションで適切な音場効果を得ることびでさます。 

フロントち スピーカーまでの 距離の設定 (一 60 ぺージ) 

U スニングポジション(視聴位置)からフ□ントちスピーカーまでの距離を設定します。 


それぞれのスピーカーまでの距離を入力することによって、その差により生じる音のタイミングのズ 
レび自動的に補正され、 U スニングポジションで適切な音場効果を得ることびでさます。 




細やかな設定 


サラウンドちスピーカーまでの距離の設定(一目1ぺージ) 



ダイナミックレンジとは再生能力を表す用語で、どのくらい小さな音からどのくらい大さな音までを 
さちんと(ルさな音はノイズに埋ちれずに、大さな音は歪まずに)再生でさるかを数値 WB ) で表わし 
たちのです。ダイナミックレンジコント□ールとは、このダイナッミックレンジを圧縮する機能で 
す。音量を下げて映画を楽しむとさなどは、ダイナミックレンジを圧縮すると微小な音ち聞さやすく 
なり、映画をより一層楽しむことびでさます。 

OFF :ダイナミックレンジを圧縮せずにソフトに収録されたまま再生します。 

MAX :ダイナミックレンジを最も圧縮します。 

MID :ダイナミックレンジを少し圧縮します。 

-この機能の効果び得られるのは、ダイナミックレンジコント□ール対応のドルビーデジタルソフ 
卜だけですび、他のソフトをル音量で楽しむときにはミッドナイト U スニングモード(-^44ペー 
ジ）び効果的です。 
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細やかな設定 


广 

デュアルモノの設定 一的ぺージ J 

]+1デュアルモノラル信号とは、モノラルの音声チヤンネルを2つもつデジタル信号のことで、ここ 
ではデュアルモノラル信号び入力されたときにどちらの音声をどのスピーカーから出力するかを設定 
します。この設定は例えばじ(下のような]+1デュアルモノラルフオーマツトのソースにのみ有効で 
す。 


•巳 S デジタル放送のモノラルのこか国語放送や音声多重放送など 

. ステレオのこか国語放送などはデュアルモノラルとは異なるフォーマットになります。 

• 2か国語放送などを DVD レコーダーのデュアルモノラルモードで録画したちの 

. 録画モードの名称は機器によって異なります。 

詳しくは DVD レコーダーの 取扱説明書をご覽ください。 

ch 1 :チヤンネル1の音声のみをセンタースピーカーから出力する場合。（スピーカーの 

設定や U スニングモードの選択によっては左ちのフ□ントスピーカーからチヤン 
ネル1の音声び出力されます） 

ch 2 :チヤンネル2の音声のみをセンタースピーカーから出力する場合。（スピーカーの 

設定や U スニングモードの選択によっては左ちのフ□ントスピーカーからチヤン 
ネル2の音声び出力されます） 

Lchl . Rch .2: チヤンネル1の音声を左のフ□ントスピーカーから、チヤンネル2の音声をもの 
フ□ントスピーカーから出力する場合。 

コンポーネントビデオ入力の設定 一64ぺージ J 

工場出荷時と同じ接続 （ IJ アパネル表記と同じ機器を接続)をしたときはこの設定を変える必要はあり 
ません。ここでは、コンポーネントビデオ入力端子に接続した機器を、どの入カフアンクシヨンで再 
生するかを設定します。どの機器をどこのコンポーネントビデオ入力端子に接続したかを確認してお 
いて < ださい。 

• 王場出荷時 、 COMPONENT VIDEO I ■は DVD/LD に 、 COMPONENT VIDE 日旦は TV/SAT に 
設定されています。 

7 ルチチヤンネルサラウンドバック入力 1 ch/2ch 設定(今目 5 ぺージ) 

「DVD 7.1 ch アナ□グ接続」0427ページ)を行っていないときはこの設定を変える必要はありませ 
ん。マルチチヤンネル入力におけるサラウンドバック入力端子の接続び] ch か 2 ch かを設定します。 
再生機器のサラウンドバック出力端子び1つのときは 「 S 巳 ] chlN 」 を選択し、再生機器のサラウン 
ドバック出力端子び L と R の2つあるときはに巳 2 ch IN 」 を選択します。 

デジタル入力の設定 一 e らぺージ J 

工場出荷時と同じ接続 （ U アノなル表記と同じ機器を接続)をしたときはこの設定を変える必要はありま 
せん。ここでは、デジタル入力端子に接続したデジタル機器を、どの入カフアンクシヨンで再生するか 
を設定します。どのデジタル機器をどこのデジタル入力端子に接続したかを確認しておいてください。 

-工場出荷時 、 C 日 AXn は CD に、 C 0 AXH は CD - R / TAPE / MD に、 日 PT 〇は DVD / LD に、 
日 PT H は TV / SAT に設定されています。 
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細やかな設定 



設定項目 

初期値 

参照ぺージ 

スピーカーの設定 

サブウーファーの自動検出び日 N のときは、、 

フ□ント、センター、サラウンド、全てル （ S ) 

サブウーファーの自動検出び OFF のとさは、、 

フ□ントは大 （ L ) 、センター、サラウンドはル （ S ) 

己目ぺージ 

サラウンドバックスピーカーの設定 

ル （ S ) 

己7ぺージ 

サブウーファーの設定 

自動検出 

己8ぺージ 

ク□スオーバー周波数 

lOOHz 

己8ページ 

LFE アッテネータ 

〇祀 

己9ページ 

フ□ント左スピーカーまでの距離 

2.0 m 

己9ぺージ 

センタースピーカーまでの距離 

2.0 m 

目0ぺージ 

フ□ントちスピーカーまでの距離 

2.0 m 

目0ぺージ 

サラウンドちスピーカーまでの距離 

2.0 m 

61ぺージ 

サラウンドバックスピーカーまでの距離 

2.0 m 

目]ぺージ 

サラウンド左スピーカーまでの距離 

2.0 m 

目2ぺージ 

サブウーファーまでの距離 

2.0 m 

目2ぺージ 

ダイナミックレンジコント □ー ル 

OFF 

目3ぺージ 

デュアルモノの設定 

chi 

目3ぺージ 

マルチチヤンみレサラウンドバック 
入力] ch /2 ch 設定 

2 ch IN 

目日ぺージ 

シグナルセレクト 

AUTO 

37ぺージ 

スピーカー出カレベル 

フ□ント左/ち （0 犯）、センター ( Od 目）、サラウンド左/ちのが） 
サブウーファー ( Od 目）、サラウンドバック左/ち （0 犯） 

目7ぺージ 

表示部の明るさ調整 （FL DIMMER ) 

明るい 

48ページ 

入力 

DVD/LD 

3己ぺージ 

U スニングモード 

STEREO ( DVD / LD 入力のみ STANDARD ) 

40ぺージ 

立 

曰里 

——（最小） 

3已ぺージ 
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細やかな設定 


各項目についての詳しい説明は己]ページから己己ページをご覧ください。 

スピーカーの設定 


ここで設定の変更を行った時点で、その設定び MCACC のオートセットアップ/マニュアルセットアップま 
たは簡単設定よりも優先されます。 



巧が L ^も 

BS5 BS7 BS9 BS11 

0 @ @靜 
@ @ @ ⑩" 

@ @ @ 巧" 

巧 

CHANNEL 

白 


妊9が 

select 州 an 化 L VOLUME 

' 白6 


A 


Pioneer 

( AVAMPLFIER つ 


2 


3-4 


メモ 

-フ□ントスピーカーをル ( S ) に設定す 
るとさは、必ず低音域を再生するため 
にサブウーファーを接続して、「サブ 
ウーファーの設定」を「丫 ES 」 にしてく 
ださい。 

-ヴブウーファーを接続しない場合は、 
フ□ントスピーカーを大 （ L ) に設定し 
ないと低音び損なわれます。 

- 3分間ボタン操作びない場合には、設定 
モードを終了します。 

心 


⑥ 


⑩ 


⑩ 


〇 


本機の電源を入れる。 


2 


AMP ボタンを押してリモコンをア 
ンプ操作モードにする。 


3 

A A 


スピーカーの 設定 モー ドを 選ぶ。 

押すたびに各項目の設定モードに切 
り換わり、現在の設定内容が表示さ 
れます。 


r SIGNAL 
I DIGITAL 


4 




スピーカー設定の組み合わせを選ぶ。 

押すたびに iU 下の ] 3通りに切り換わ 
ります。 



① FL-CS-SS -80 


② FL-CS-S* 


-80 


③ FL-C 木 - 5L 


■80 


④ FL-C*-S5 -80 


FL-C 木 - S* -80 


⑥ FS-CS-SS -80 


⑦ FS-CS-S* 


-80 


⑧ FS-C 木 


-80 


/--N dS 

⑨ FS-C*-5* -80 


⑩ FL-CL-SL 


-80 


FL-CL-SS -80 


FL-CL-S* -80 


FL-CS-SL -80 


フ□ント 
スピーカー 
(F) 


大 （L) 


ル (S) 


大 （L) 


センター 

スピーカー 

(C) 


ル胤 


無し （* ) 


ル胤 


無し （* 


大 （L) 


ル胤 


サラウンド 

スピーカー 

(S) 


ル胤 


無し （* ) 


大 （L) 


ル胤 


無し （* ) 


ル胤 


無し （* ) 


ル胤 


無し （* ) 


大 （L) 


ル胤 


無し （* ) 


大 (L) 























































































































細やかな設定 


続けて他の項目の設定を巧うときは、各項目の設定方法の手 
順2か5始めます。 

設定モードを終了するには決定ボタン@を押します。 


各項目についての詳しい説明は己1ページから己己ページをご覧ください。 

ヴラウン ドバックス ど一力一の謀を 


ここで設定の変更をれつた時点で、その設 他の項目の設茵果作か！5続けて行うときは手順2か！5始めます。 

定び MCACC の才ートセットアップ/マ- 

ニユアルセツトアップまたは簡単設定より 1 曰目ページの手順1〜2の操作を行う。 

ち優先されます。 


メモ 

-「スピーカーの設定」でサラウンドス 
ピーカーびル ( S ) に設定されている場 
合は、ここで rs 目 U を選択することは 
でさません。 

-「スピーカーの設定」でサラウンドス 
ピーカーび無し （*) に設定されている 
場合は、ここでに巨 SVV 」 または 「SB 
* 」じ(外を選択することはでさません。 

- rSB SVV 」 は「サブウーファーの設定」 
び N 日のとさは選択することびできま 
せん。 

- 3分間ボタン操作びない場合には、設 
定モードを終了します。 




サラウンドバックスピーカーの 
設定モードを選ぶ。 

押すたびに各項目の設定モードに切 
り換わり、現在の設定内容び表示さ 
れます。 


3 



サラウンドバックスピーカーのサイ 
ズを選ぶ。 

押すたびに iu 下のように切り換わりま 
す。 


I - ► SB S M - ► 5 B * ^— 

I ~ ► SB L ► SB SW ◄— 


続けて他の項目の設定を巧うときは、各項目の設定方法の手ゴ^ 
順2か5始めます。 

_ 定 

設定モードを終了するには決定ボタン@を押します。 
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細やかな設定 


各項目についての詳しい説明は己]ページから己己ページをご覧ください。 

サブウーファーの設定 


ここで設定の変更を行った時点で、その 他の項目の設茵果作か5続けて行うときは手順2か5始めます。 

設定び MCACC のオートセットアップ/マ - 

ニユアルセツトアップまたは簡単設定よ1 曰目ぺージの手順1〜2の操作を行う。 

りも優先されます。 


メモ 

-「スピーカーの設:定」でフ□ントスピー 
力一びル ( S ) に設定されている場合、ヴ 
ブウーファーは 「 yes 」 に固定され、 
N 日や PLUS を選ぶことはできませ 
ん /。 

-「丫 ES 」 に設定していてもスピーカー 
の設定、 IJ スニングモードの選択、入力 
信号の種類によってはサブウーファー 
から音び出ないことびあります。 

- 3分間ボタン操作びない場合には、設 
定モードを終了します。 

心 




サブウーファーの設定モードを 

選ぶ。 


押すたびに各項目の設定モードに切 
り換わり、現在の設定内容び表示さ 
れます。 



3 



YES または PLUS 、 N 0を選ぶ。 


押すたびにじ(下のように切り換わりま 


す。 



YES ► PLUS 
—— ►NO ◄ —— 



続けて他の項目の設定を行うときは、各項目の設定方法の手 
順2か5始めます。 

設定モードを終了するには決定ボタン®を押します。 


クロスオーバー周澈数の設定 


他の項目の設茵栗作か！5続けて行うときは手順2か5始めます。 
1 曰6ぺージの手順1〜2の操作を行う。 


メモ 

-それぞれのスピーカーの性能によりま 
すび、全て小さいスピーカーを使用し 
ている場合は2日日 Hz に設定すること 
をお勧めします。 

-「スピーカーの設定」でフ□ント、セン 
ター、サラウンド、サラウンドバックス 
ピーカーのいずれかびル ( S ) に設定さ 
れているとさのみ、ク□スオーノ く一周 
波数は設定でをます。 

- 3分間ボタン操作びない場合には、設 
定モードを終了します。 




ク□スオーノ く一周波数の設定モー 
ドを選ぶ。 

押すたびに各項目の設定モードに切 
り換わり、現在の設定内容が表示さ 
れます。 



3 



ク□スオーバー周波数を選ぶ。 

押すたびに!;^下のように切り換わりま 

す D - ►100Hz ◄ - 

—► 200Hz^ — ►150Hz ◄- 


続けて他の項目の設定を;5うときは、各項目の設定方ミちの手 
順2か5始めます。 


設定モードを終了するには決定ボタン®を押します。 






















































細やかな設定 


各項目についての詳しい説明は己]ページから己己ページをご覧ください。 


LFE アツテネータの設定 


他の項目の設茵果作か!5続けて行うときは手順2か！5始めます。 
1 曰6ページの手順1〜2の操作を行5。 




LFE アツテネータの設定モード 
を選ぶ。 


押すたびに各項目の設定モードに切 
り換わり、現在の設定内容び表示さ 
れます。 


メモ 

-すべてのアツテネート(減衰)量で試し、 
最適な状態に設定することをおすすめ 
します。 

- 3分間ボタン操作びない場合には、設定 
モードを終了します。 


3 



アツテネート(減衰)量を選ぶ。 

押すたびにじ(下のように切り換わりま 


I~ ► 0 dB M — ► 10 dB ―I 
!—► LFE ATT * * (OFF) ◄—I 


続けて他の項目の設定を巧うときは、各項目の設定方法の手 
順2か5始めます。 


設定モードを終了するには決定ボタン®を押します。 


フ〇ン トをスピーカーまでの距難の設定 


ここで設定の変更を行った時点で、その 
設定び MCACC のオートセットアップ/ 
マニュアルセツトアップまたは簡単設定 
よりち優先されます。 


フ□ント左 



視聴位置 


他の項目の設茵果作か！5続けて行うときは手順2か5始めます。 

1 曰6ページの手順 I 〜2の操作を行5。 

_設 

フ□ント左スピーカーまでの距巧 
離の設定モードを選ぶ。 

押すたびに各項目の設定モードに切 
り換わり、現在の設定内容び表示さ 
れます。 




メモ 

- 3分間ボタン操作びない場合には、設定 
モードを終了します。 


3 



フ□ン ト左 スピーカーまでの 距離を 
設定する。 

0.1〜 9 m の間を 0. ] m 間隔で設定で 
さます。 


続けて他の項目の設定を巧うときは、各項目の設定方法の手 
順2か5始めます。 

設定モードを終了するには決定ボタン@を押します。 









































細やかな設定 
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各項目についての詳しい説明は己1ページから己己ページをご覧ください。 

センタースピーカーまでの距離の設定 


ここで設定の変更を行つた時点で、その 他の項目の設冠果作から続けて行うときは手順2か!5始めます。 

設定び MCACC のオートセットアップ/マ - 

ニユアルセットアップまたは簡単設定よ 1 曰6ぺージの手順1〜2の操作を行う。 

りも優先されます。 _ 


センター ( C ) 


2.0m 


參 

視聴位置 


2 




センタースピーカーまでの距離 
の設定モードを選ぶ。 


押すたびに各項目の設定モードに 
切り換わり、現在の設定内容び表 
示されます。 



メモ 

-「スピーカーの設:定」で、センタースピー 
カーび無し （* ) に設定されている場合 
は設定でさません。 

- 3分間ボタン操作びない場合には、設定 
モードを終了します。 


3 



センタースピーカーまでの距離を設 
定する。 

0.1 〜 9 m の間を 0. ] m 間隔で設定で 
さます。 


続けて他の項目の設定を巧うときは、各項目の設定方法の手 
順2か5始めます。 

設定モードを終了するには決定ボタン®を押します。 


フ〇ン トちスピーカーまでの距離の設定 


ここで設定の変更を行った時点で、その 
設定び MCACC のオートセットアップ/マ 
ニュアルセツトアップまたは簡単設定よ 
りわ優先されます。 


フ□ントち 

( R ) 



視聴位置 


他の項目の設冠果作か!5続けて行うときは手順2か5始めます。 
1 曰6ぺージの手眞1〜2の}栗作を;5う。 


フ□ントちスピーカーまでの距 
離の設定モードを選ぶ。 

押すたびに各項目の設定モードに切 
り換わり、現在の設定内容び表示さ 
れます。 



な 

メモ 

- 3分間ボタン操作びない場合には、設定 
モードを終了します。 


3 


フ□ントちスピーカーまでの距離を 
醜する。 

A ^ 日.]〜 9 m の間を 0. ] m 間隔で設定で 

きます。 


続けて他の項目の設定を;5うときは、各項目の設定方ミ去の手 
順2か5始めます。 

設定モードを終了するには決定ボタン®を押します。 







































各項目についての詳しい説明は己]ページから己己ページをご覧ください。 


細やかな設定 


ブラウンドちスピーカーまでの距離の設定 


ここで設定の変更を行った時点で、その 他の項目の設茵栗作か！5続けて行うときは手順2か5始めます。 

設定び MCACC のオートセットアップ/マ - 

ニユアルセットアップまたは簡単設定よ 1 日6ぺージの手順1〜2の操作を行う。 

りも優先されます。 _ 


視聴位置 

2.日 m 


サラウンドち 
/ ( RS ) 




サラウンドち スピーカーまでの 
距離の設定モードを選ぶ。 


押すたびに各項目の設定モードに 
切り換わり、現在の設定内容び表 
示されます。 



メモ 

-「スピーカーの設定」で、サラウンドス 
ピーカーび無し （* ) に設定されている 
場合は設定でさません。 

- 3分間ボタン操作びない場合には、設定 
モードを終了します。 


3 



サラウンドち スピーカーまでの 距離 
を設定する。 

0.1 〜 9 m の間を 0. ] m 間隔で設定で 
さます。 


続けて他の項目の設定を巧うときは、各項目の設定方法の手 
順2か5始めます。 


設定モードを終了するには決定ボタン®を押します。 


サラウン パックス ピーカーまでの距離の設定 


ここで設定の変更を行った時点で、その 
設定び MCACC のオートセットアップ/マ 
ニュアルセツトアップまたは簡単設定よ 
りわ優先されます。 


視聴位置 



サラウンド サラウンド 


バック左 ( S 目 L ) バックち ( SBR ) 


メモ 

-「サラウンドバックスピーカーの設定」 
で、サラウンドノくックスピーカーび無し 
(* ) または SVV に設定されている場合 
は設定でさません。 

- 3分間ボタン操作びない場合には、設定 
モードを終了します。 


他の項目の設茵果作か!5続けて行うときは手順2か5始めます。 


1 曰6ページの手順1〜2の操作を行う。 




サラウンドバックスピーカーま 
での距離の設定モードを選ぶ。 

押すたびに各項目の設定モードに 
切り換わり、現在の設定内容び表 
示されます。 



設 

定 


3 



サラウンドバックス ピー カーまでの 
距離を設定する。 

0.1 〜 9 m の間を 0. ] m 間隔で設定で 
さます。 


続けて他の項目の設定を巧うときは、各項目の設定方法の手 
順2か5始めます。 

設定モードを終了するには決定ボタン@を押します。 
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細やかな設定 


各項目についての詳しい説明は己]ページから己己ページをご覧ください。 

サラクンドち スピーカーまでの 距離の設定 


ここで設定の変更を行った時点で、その 他の項目の設冠栗作か5続けて行うときは手順2か5始めます。 

設定び MCACC のオートセットアップ/マ - 

ニユアルセットアップまたは簡単設定よ 1 曰目ぺージの手順1〜2の操作を行う。 

りも優先されます。 _ 


視聴位置 



サラウンド左 
( LS ) 




サラウンド左 スピーカーまでの 
距離の設定 モー ドを選ぶ。 


押すたびに各項目の設定モードに 
切り換わり、現在の設定内容び表 
示されます。 



^ん〇<モ 

-「スピーカーの設定」で、サラウンドス 
ピーカーび無し （* ) に設定されている 
場合は設定でさません。 

- 3分間ボタン操作びない場合には、設定 
モードを終了します。 


3 



サラウンド左 スピーカーまでの 距離 
を設定する。 

日.1〜 9 m の間を 0. ] m 間隔で設定で 
さます。 


続けて他の項目の設定を巧うときは、各項目の設定方法の手 
順2か5始めまず。 

設定モードを終了するには決定ボタン»を押します。 


サブウーファーまでの距離の設定 


ここで設定の変更を行った時点で、その 
設定び MCACC のオートセットアップ/マ 
ニュアルセットアップまたは簡単設定よ 
りも優先されます。 サブゥ_ っァ _ 



視聴位置 
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^^メモ 

-「サブウーファーの設定」で、サブウー 
ファーび無し( N 0)に設定されている場 
合は設定でさません。 

-サブウーファーとフ□ントスピーカー 
は視聴位置からほぼ同じ距離になるよ 
うに設置してください。 

- 3分間ボタン操作びない場合には、設定 
モードを終了します。 


他の項目の設茵栗作か！5続けて行うときは手順2か5始めます。 
1 曰6ぺージの手順、1〜2の操作を;5う。 




サブウーファーまでの距離の設 
定モードを選ぶ。 

押すたびに各項目の設定モードに切 
り換わり、現在の設定内容が表示さ 
れます。 



3 サブウ—ファ—までの距離を設定す 

0.1 〜 9 m の間を 0. ] m 間隔で設定で 
ス11^八^きます。 

続けて他の項目の設定を;5うときは、各項目の設定方ミちの手 
順2か5始めまず。 

設定モードを終了するには決定ボタン®を押します。 










































各項目についての詳しい説明は己]ページから己己ページをご覧ください。 


細やかな設定 


タイナミツクレンジ3ントロールの設定 

他の項目の設定操作か!5続けて行うときは手順2か！5始めます。 
1 曰6ぺージの手眞1〜2の}栗作を;5う。 




ダイナミックレンジコント□ールの設 
定モードを選ぶ。 

押すたびに各項目の設定モードに切り換 
わり、現在の設定内容び表示されます。 


心モ 

-小さい音量で楽しむ場合は、 
MAX に設定することをおすす 
めします。 

- 3分間ボタン操作びない場合に 
は、設定モードを終了します。 



OFF 、 MID または MAX を選ぶ。 

押すたびに!;^下のように切り換わります。 


I - ►OFF^ - 

し MID ► MAX ◄- 


続けて他の項目の醜を巧うときは、各項目の設定方法の手順2か 


5始めます。 


設定モードを終了するには決定ボタン@を押します。 


デュアルモノの設定 


他の項目の設定操作か!5続けて行うときは手順2か！5始めます。 


1 曰6ぺージの手順1〜2の操作を行う。 


2 




デュアルモノの設定モードを選ぶ。 

押すたびに各項目の設定モードに切り換 
わり、現在の設定内容び表示されます。 


設 

定 


メモ 

- 3分間ボタン操作びない場合に 
は、設定モードを終了します。 


3 



再生するスピーカーと音声チヤンネルを設 
定する。 

押すたびに iu 下のように切り換わります。 


ch1 夺 


-► ch2< 


Lch 1.Rch 2 ◄- 


織すて他の項目の設定を巧うときは、各項目の設定方法の手順2か 


5始めます。 


設定モードを終了するには決定ボタン%を押します。 03 



















































細やかな設定 

各項目についての詳しい説明は己1ページから己己ページをご覧ください。 

コンポーネントビデオ入力の設定 


工場出荷時と同じ接続（リアパネル表記と同じ機器を接続)をしたときはこの設定を変える必要はありませ 

ん。 ここでは、コンポーネントビデオ入力端子に接続した機器を、どの入カフアンクシヨンで再生するかを 
設定します。どの機器をどこのコンポーネントビデオ入力端子に接続したかを確認しておいてください。 

ご i 心メ=工場出荷時、コンポーネントビデオ入力 n ( C 0 MP 1) は DVD に、コンポーネントビデオ入力旦 
( C 0 MP 2) は TV / SAT に設定されています。 

他の項目の設茵果作か5続けて行うときは手順2か5始めます。 


1 曰6ぺージの手順1〜2の操作を行う。 




コンポーネントビデオ入力！■の 
設定モードを選ぶ。 

押すたびに各項目の設定モードに 
切り換わり、現在の設定内容び表 
示されます。 



3 




コンポーネントビデオ入力 n の設 
定を切り換える。 

押すたびに(下の様に切り換わりま 
す。 

1—► DVD ► TV ◄— I 
し OFF ► VCR ◄— I 


4 コンポーネントビデオ入力旦も設定を切り換える必 

要があれば手順2へ戻りに 0MP2.TV」 を選んで手 


^ム H メモ 

- 3分間ボタン操作びない場合には、設定 
モードを終了します。 


順3へ進み割り当てたい入力に設定します。 

続けて他の項目の設定を行うときは、各項目の設定方法の手 
順2か5始めます。 

設定モードを終了するには決定ボタン@を押します。 
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細やかな設定 


各項目についての詳しい説明は己]ページから己己ページをご覧ください。 

7ルチチヤンネルサラウンドバック入が ch /2 ch 設定 

「DVD 7.1ch アナ □ グ接続」（ -^27 ぺージ ) を行っていないときはこの設定を変える必要はありません。 


他の項目の設茵果作か!5続けて行うときは手順2か！5始めます。 
1 曰6ページの手順1〜2の操作を行5。 


ム マルチチヤンネルサラウンドバッ 

ク lch /2 ch 設定モードを選ぶ。 

押すたびに各項目の設定モードに 
切り換わり、現在の設定内容び表 
示されます。 




メモ 

- 3分間ボタン操作びない場合には、設定 
モードを終了します。 

-に BIch IN 」 に設定したときは、本機の 
DVD 7.1 CH INPUT のヴラウンドバッ 
ク端子の R ch 側に接続します。 


入力が1かか 2 ch かを切り換える。 

押すたびに 「 S 目 ]ch IN 」 とに目 2 ch 
IN 」 び切り換わります。 


続けて他の項目の設定を行うときは、各項目の設定方法の手 
順2か5始めます。 

設定モードを終了するには決定ボタン@を押します。 





設 

定 


妨 


























細やかな設定 


各項目についての詳しい説明は己1ページから己己ページをご覧ください。 

デジタル入力の設定 


工場出荷時と同じ接続（リアパネル表記と同じ機器を接続)をしたときはこの設定を変える必要はありませ 

ん。 ここでは、デジタル入力端子に接続したデジタル機器を、どの入カフアンクシヨンで再生するかを設定 
します。どのデジタル機器をどこのデジタル入力端子に接続したかを確認しておいてください。 

ご^メ=工場出荷時、同軸デジタル入力] ( C 0 AX 1) は CD に、同軸デジタル入力2 ( C 0 AX 2) は CD - R / 
TAPE / MD に、光デジタル入力] (0 PT 1) は DVD / LD に、光デジタル入力2 (0 PT 2) は TV / 
SAT に設定されています。 


他の項目の設定操作か!5続けて行うときは手順2か！5始めます。 
1 曰6ページの手順1〜2の操作を行5。 




同軸デジタル入力 n の設定モード 
を呼び出す。 

ディスプレイを下記の状態にしま 
す。 



メモ 

-同軸デジタル入力に日 AX 1、2) と光 
デジタル入力 ( OPT 1、 2) はいずれも 
同じ入力を割り当てることはでさま 
せん(デジタル入力の設定で2つソ上 
のデジタル端子を同じ入力切換に設 
定した場合、あとから設定したデジタ 
ル入力び優先され、前に設定されてい 
たデジタル入力はオフになります)。 

-デジタル入力の設定びでさる入力切 
換は DVD / LD 、 TV / SAT 、 CD 、 CD - 
R / TAPE / MD 、 VCR/DVR です。フ 
□ントノ くネルにある光入力端テにつ 
いては VIDE 日に固定されています 
ので変更することはでさません 
( VSX - D 9 T 2 のみ)。 


3 





同軸デジタル入力 n を設定する。 

例えば DVD を接続している場合、 
「 DVD 」 に設定します。 

押すたびにしソ下の様に切り換わります。 

—► DVD ► TV ► CD ◄— I 
—► OFF ► VCR ► CDR ◄— I 


4 同軸デジタル入力旦と光デジタル入力の D 、旦も 

設定を切り換える必要があれば手順2へ戻り、切り換え 
る入力を選んで手順3へ進み割り当てたし、入力に設定し 
ます。 


続けて他の項目の設定を行うときは、各項目の設定方法の手 
順2か5始めます。 

設定モードを終了するには決定ボタン®を押します。 
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細やかな設定 


スピーカー出カレベル(各チヤンネルの音■レベル)の調整 


システムセットアップの設定び終わりましたら、■1^(下の手順で各チャンネルの音量レべルを合わせてください。 
ここで調整されたレべ J レは 「 STANDARD 」 と 「ADVANCED SURR 日 UND 」 モードに反日央されます。 

オートセツトアップを行った場合は自動で高精度にスピーカー出カレベルび調整されますので、ここでの設定は 
必要あ0ません。 



AMP 



本機の電源を入れる。 


2 


STANDARD 


リスニングモードを STANDARD にす 
る。 


ゴ TONE test TONE ボタンを巧す。 

^ ^ テストトーン(ヴーという音)びスピーカー 

の設定(■►己6、己7ぺージ)で有りに設定さ 
^ れているスピーカーからのみじ(下の順番で 

出力されます。（手順4へお進みください) 


フ□ント センター フ□ント サラウンド 

左 ( L ) ( C ) も ( R ) も ( RS ) 


メモ 

-工場出荷時は、各チャンネルとち日 dB 
に設定されています。 

• CH SELECT ボタンを巧して各チャ 
ンネルのレベル調整モードに入った場 
合、1日秒間なにち操作びないとさは 
調整モードは終了します。 

- CH SELECT ボタンを押して各チャ 
ンネルのレべ J レ調整を行う場合は 
「 STANDARD 」、「 STEREO / 

D 旧 ECT 」、 「各 ADVANCED 
SURROUND 」、「 DVD 7.1 ch 」 の各 
モードそれぞれにレベルを設定する 
ことびでさます。 

-サブウーファーのテストトーンは、周 
波数び低いので実際のレベルより小さ 
<聞こえます。 

-サブウーファーの調整は音楽や映画 
ソースなどを実際に使って適切な値に 
調整してください。 

-サブウーファーのレベルはでさるだけ 
サブウーファー側で行い、本機での調 
整は補助としてお使いください。 

- STEREO / D 旧 ECT と DVD 7.1 ch 
モードでは1 d 日間隔で、その他のモー 
ドでは日.已 dB 間隔で調整することび 
でさます。 


ヴプウーファー ◄ ——サラウンドが——サラウンド^ 
( SW ) 左 ( LS ) バック ( SB ) 


州 または CH SEI _ ECT ボタンを押す。 

テストトーンは出力されませんび、押すごと 
に各チヤンネルのレベル調整モードになりま 
' す。（選択でさるチヤンネルはスピーカーの 
設定(■►己6、己7ぺージ)やリスこングモー 
_ドの選択(-^4日ぺージ)によってかわります） 

4 好みの音量に調整する。 定 



5 


LEVEL 



テストトーンが出力されている 
チヤンネルのレベルを調整する。 

各 スピーカーからの 音び同じ大さ 
さに聴こえるように調整してくだ 
さい。チヤンネルレベルは± 
1日 dB の範囲で調整でさます。 


6 



TEST TONE ボタンを巧す。 

テスト!-ーンび止まり、レベル調整を終 
了します。 67 
















































細やかな設定 


■の IWiHTW 


アル七ットアップ(音場巧正） 


VSX - D 912 において才ートセットアップを行ったときは、自動で高精度に調整されますのでここでの設定 
を行う必要はありませんび、お客様ご自身の耳で確かめなび！5調整を行いたいときはここでの方法で調整を 
行ってみてください。ここではオートセットアップ用マイクを接続する必要はありません。 

細やかな設定で設定された各スピーカーのチャンネルレベルと各スピーカーまでの距離をより厳密に調整し 
ます。ここでの設定では調整するチャンネルとそのチャンネルに対して最も最適と思われるもう]つのチャ 
ンネルからテスト I -ーンび再生されます。その2つのテスト I -ーンを聞さなびら調整を行ってください。 
MCACC セットアップを行う前に必ず「スピーカーの設定」、「サラウンドバックスピーカーの設定」、「サブ 
ウーファーの設赴の各設定(■►己6〜己8ぺージ)を行うか「簡単設定 ( QU に K SETUP )」 (一] 7ぺージ)を行つ 
て < ださい。 




ものっ以 


@ @ @齡 

@ @ @ ⑩" 
@ @ @ @1。 

巧 

CHANNEL 

白 



ドの neer 

(AV AMPLIFIER ) 


3-10 


■ AMP ボタンを巧してリモコンをアンプ 

操作モ-ドにする。 


2 



MCACC SETUP ボタンを押す。 

ディスプレイに 「REF Lch 」 と点滅表示し 
ボ U ュームび上がりテスト I -ーンび出力さ 
れ、チヤンネルレベルの調整になります。 


〜 じ'江 后、〜 

テストIンは大きな音で再生されまず。 
MASTER VOLUME は自動的に 一 1 8dB にな 
り、数砂後にテストトーンが再生されます。 




フ□ントちスピーカーのチヤンネルレ 
ベルを調整する。 

調整するスピーカーに対して最も最適と 
思われるもう]つのチヤンネルからテス 
卜 I -ーンび交互に再生されますので、そ 
のテスト I -ーンどうしび同じ大ささに聞 
こえるように調整します。 


4 フ□ントちスピーカーのチヤンネルレ 

ベルを決定する。 

' センタースピーカーの 調整になります。 


5 


メモ 

-フ□ント 左スピーカーのチヤン ネルレ 
ベルは調整の基準となる スピーカーの 
ため調整することはでさません。 

-チヤンネルレベルの調整は一10服か 
6+1日 dB の範囲内において日.已 dB 
間隔で調整することびでさます。 


手順3〜4を繰り返して各スピーカーのチャンネル 
レベルを調整する。 

調整を決定するとしソ下の順で自動的にチャンネルび選 
ばれます。スピーカーの設定で無し （*) に設定された 
チヤンネルは選ばれません。 


R 

— ► C _, 

► じ 

(フ□ントち） 

(センター） 

(サラウンド左) 

SW ィ 

- SB * 

RS 

(サブウーファー） 

(サラウンドバック） 

(サラウンドち） 


SVV (サブウーファー)の調整を決定するとデイスプレ 
イに 「Lch DISTANCE ?」 とスク□ール表示し、各ス 
ピーカーまでの 距離の調整になります。 




































細やかな設定 


6 


フ□ント左スピーカーまでの S 巨離を調整 
する。 

li (前に設定された値び表示されます。 




W 



メモ 

なお、ヴブウーファーは、このち法 
でディレイ値を合わせるのび困難で 
す。サブウーファーを調整する場合 
は、テスト信号を出しなびら距離の 
値を動かし、視聴ポイントでテスト 
信号の音量び最ち大さ < なるように 
調整してください。 


メモ 

- 各 スピーカーまでの 距離は日.1のから 
9 m の範囲内において日.1 m 間隔で設定 
でさます。 


% 


フ□ント左 スピーカーまでの S 顧 1 をミ夫定 
する。 

テスト I -ーンび出力されます。 


8 



フ□ン トち スピーカーまでの 距離を調 
整する。 

調整するスピーカーに対して最わ最適と 
思われるもう]つのチヤンネルからテス 
卜 I -ーンび再生されますので、その2つ 
のスピーカーに対して左図のように立 
ち、スピーカーから聞こえて<る2つの 
テスト I -ーンの聞こえるポイントび真ん 
中になるように調整します。 


9 A フ□ントちスピーカーまでの距離をミ夫 

定する。 

センタースピーカーの調整になります。 


10手順 8 〜 9 を繰り返して各 スピーカーまでの 距離を 
調整する。 


調整を決定すると iU 下の順で自動的にチャンネルび選 
ばれます。 

R ^ I C 

(フ□ントち） センター） > (サラウンド左） 

SW A- SB 卜 RS 和 

(サブウーファー） （サラウンドバック） （サラウンドち） 


設 

定 


SVV (サブウーファー)の調整を決定するとディスプレ 
イに 「 C 日 MPLETE 」 と表示され元のボ U ュームに戻 
り、 MCACC セットアップを終了します。 


MCACC とは、、 

「 MCACC 」 (マルチチャンネル-アコースティック-キャ U ブレーシヨン-システム)とは当社び開発し 
た音場補正システムのことで、録音スタジオにおけるモニタ U ング手法と同ーレベルの音場調整を行 
うことび出来る画期的な技術です。マルチチャンネル再生に重要な各スピーカーのチャンネルレベル 
と各スピーカーまでの距離の補正を正確に行えるので、録音スタジオでしか体験でさなかった U アル 
な音場をご家庭内で再現することび巧能です。 
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ラジオを聞 < 


ラジオ放送を聞< 


放送局の受信のしかた 


アンテナび接続されていないと、 FM / AM 放送を聞くことはできません。 


2 


Mivir 〇り un レ C 

⑩, N 茜。@ 

— ^— MULTI CONTROL - 

h か fli の d 



A 方が 

AUDIO 



~iii& 

@8 S 运 

BS5 BS7 BS9 BS", 

@ @ @1 ⑩ 1 
ぶ®® @ 

CHANNEL I 遇邸 CHANNEL VOLUME I 

6 l 參白白 I 

a 

Pioneer 

(AV AMPLIFIER ') 



1 






1 - :~1 



国 

5 ( 

• 0-6 {c 

盛 〇 ; 

) 〇 

0 — 0 — 0 ^ 〇 

1’も‘。’‘ろ""。擎 A 





2 3 


1 El ^'^ チュ-トトドにずる。 


2 


BAND 



AM と FM を切り換える。 

押すたびに、 AM と FM び切り換わり 
ます。 


3 



放送局を受信ずる。 

受信のしかたには、3種類あります。 
自動的に放送局を受信するオート 
チューニング、手動で]ステップずつ 
周波数を合わせてい<マニュアル 
チューニング、同じく手動で周波数を 
合わせる八イスピードマニュアル 
チューニングとびあります。 


才ートチューニング 


ボタンを押して、周波数が動きはじめた!5指を離ず。 

周波数び自動的に変化して、放送局を受信すると止まります。 
途中で止めるときは TU NE + ボタンまたは TU NE - ボタンを押しま 
す。 


マニュアルチューニング 


ボタンを1回ずつ押す。 

周波数び1ステップずつ変化します。 

1ステップは FM 放送び0.日已 MHz で、 AM 放送び 9 kHz です。 

八イスピードマニュアルチューニング 


ボタンを押し続けます。 


周波数び連続して変化します。指を離すと止まります。 

^ム^ メモ 

- IJ モコンび TUNER モードのとさに 
□. ACCESS ボタンを押すと、数字ボタ 
ンを使ってダイレクトに放送局を選曲 
することびでさます。 
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ラジオを聞 < 


MPX モードを使う 


FM 局を聞いているとき、受信電波び弱いため、 TUNED もしくは STERE 日インジケーターび点灯しないときび 
あります。そのようなとさは MPX モードでモノラル受信にすることでノイズを低減させることびでさます。 


RETURN BAND d INFO 

ち^^ち 

DISPLAY CLASS MPX D.ACCESS 

包を丘 • s 

BS5 BS7 BS9 BS11 


ををを愚^ 


み 


モノラル受信にする。 

MONO インジケーターび点灯しま 
す。 

押すたびに、モノラル受信とステレオ 
受信び切り換わります。 


放送局を記憶する 


本機では、よく聞く放送局を A . B . C のクラスに各10局、合計30局まで記憶することびできます。 


4 



RETURN BAND d 

芭^^ 

DISPLAY CLASS MPX I .... 

岛 

BS5 E(i7 BS9 BS11 


…。レ 

のが@頓。 


-絮媒 



2 



1 言己憶したし、放送局を受信する。（ーフ〇ページ) 



1 ^ T.EDIT 


放送局の記憶モードにする。 

ステーシヨン番号び点滅します。 





ステーション番号を選ぶ。 

A 日〜 C 9 までのステーション 
番号をお好みで選択すること 
びでさます。 

CLASS ボタンを押すことで 


4 




A 、 巳、 C のステーションクラス 
を切り換えることびできます。 
本体の場合は MULTI JOG で 
選びます。 _ 

- フ 

言己憶したいステーション番号を決定著 
する。 

ステーシヨン番号び記憶されます。 


5 手順1〜4を繰り返して30局まで記憶することがで 
さます。 
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ラジオを聞 < 
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wmMh 


ちがをつける (ステーションネーム) 


MIWII- 〇り un レ C 

色！百。風 

— ^— MULTI COrsTTROL -1 

IhMid h ， 脱り I 呪;の加 kamii I 



RETURN BAND d INFO 

因 S 

DISPLAY CLASS MPX D.ACCESS 

早 

Oil® 献 
⑩" 




1 


チューナーモードにする。 

2 

CLASS ^ 

名前をつけたし、局が記憶されている 
メモリークラスを選ぶ。 

3 ^ 

1 1 

名前をつけたし、局が記慮され 
i ているステーシヨン番号を選 

ぶ。 


4 MENU 

T.EDIT 


ステー シヨ ン ネーム モードにする。 

KiT NAME 」 と表示されステーシヨ 
ンネームモードになります。 

r SIGNAL ■. 

L ANALOG 」 SP^A 





/ パ , o/vee が 


U II の 1 1 

瞧 

' ~~ ' ^ H -* — ' 

齒 

瞧 

なぶ^ 

P 

9 0—0 1^0—0- 

)0 0 0 0 

罪 A 



3 

4 ; 

} 


6 5 



メモ 

-最大 4 文字までの入力となります。 

- IJ モコンの DISPLA 丫ボタンを押すこ 
とで、周波数とメモ IJ 一させた名前を切 
り換えることびできます。 

-名前を削除したいとさはスペースを入 
力してください。 




入力したい文字を選ぶ 

本体の場合は MULTI J 日 G で 
選びます。 


^SIGNAL 



入力でさる文字は iU 下の通りです。 

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 
[\]_!0123456789 
" o / o &'()*+,-./-==? aU ぺ-ス） 


6 選んだ文字をミ視する。 



7 手順 5 〜目を繰り返して名前をつける。 















































































お憶した放送局を呼び出ず 


ラジオを聞< 


2 


か菩。@ 

— ^— MULTI CONTROL -1 

||2s^ 

yriti»J Bmnil | 



BAND d INFO 

isai 芭 

_ CLASS MPX D.ACCESS 

卿 

^^DISC 

IQI 。 


@ @ @ ⑩" 
@ @ 曾 @1。 


CHANNEL 


@ 9 辟 

s'eTKt channel volume 

A 6 6 


Pioneer 

(AVAMPLI 円 EFQ 


1 

チューナーモードにする。 

ク CLASS 

み 

呼び出したし、局が記憶されているメ 
モリークラスを選ぶ。 


3 



を 

、 . もで ; 


口乎び出したし、局が記度ぶれて 
いるステーシヨン番号を選 
ぶ。 


メモ 


旅行などで長期間本機の電源コードを電源コンセントから抜 
いておさますとステーションメモ IJ 一は消去されます。 


み〇。6台 r 



圓 

*—* ~ H -* — ' 

1 ' 


[) 0—0 し〇"；;^!;: 

)0 0 0 0 



3 

' 

? 


1 
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リモコンによる他機器の操作 


他機器を操作ずるための U モコン設定 


付属の IJ モコンを使って、本機_1^(外のパイオニア製品や他社の機器（ビデオデッキ、テレビ、 DVD 、 CD プレー 
ヤーなど)を操作することびでさます。お手持ちの機器のプ IJ セットコードび IJ モコンに登録されている場合 
は、該当するコードを呼び出して簡単に本機の IJ モコンで操作でさるよラになります。お手持ちの機器のプ IJ 
セットコードび IJ ストに記載されていない場合でも、その機器に付属の IJ モコンから直接登録(学習)することび 
可能です。 


他社のリモコン信号を本機のリモコンに呼び出ず(プリセツトごード設定) 


IJ モコンを使って、お手持ちのパイオニア製品や他社の機器 ( DVD プレーヤー、 MD プレーヤー、 VCR 、 TV 、 
LD プレーヤー、 CD プレーヤーなど)を操作することびでさます。他社の機器をお持ちの場合は次の設定を行つ 
てください。 


2 


3 


AMP 

が 




— ^— MULTI CONTROL -1 

itVMttj liaaVil 麻了加 1 か 】：" I 


hHiii Ml:;' " 川 ■" リけ ; ■ I I 

ん ••.‘:- 川’け糧ご . ‘ が川 ' 


かかお'曲训 W .; i 1 細閒}！謂 

TOP MENU SETUP-v^ MENU 

^^^****^^^▲WPUTATT 

A A^edit 

iW み"。 E 

AUDIO SUBTITLE 

分 

RETURN BAND d INFO 

苗ち 

DISPLAY CLASS MPX D.ACCESS 

負費 0 色 

@ @ @ 

夕 ® ® ®"J 


m 


sKt channel volume 
^ A 产' 


LED 


メモ 

•] 分間なにも操作びない場合は、 IJ モ 
コンのセットアップモードを終了し 
ます。 




AMP ボタンを押しなが5数字ボタ 
ンの1を押す。 

U モコンの LED ランプび点滅し、プ 
U セットコード設定になります。 

プ U セツトコード設定を中止するには 
AMP ボタンをわう一度押します。 


2 


MULTI CONTROL 


miijjU Uljjy 

h " い口 ; i 


n 


操作したい機器のマ j レチコン 
卜□ールを選ぶ。 

U モコンの LED ランプび点灯 
に変わります。 


3 


〇@®. 

〇@@ U 

@@@@ 



操作したい機器にリモコンを向 
け、その機器に該当するメー 
力ーコード (89 〜90ページ)を 
入力する。 

正しいメーカーコードを入力する 
と、電源日 N / CFF 信号び U モコン 
から送信され、操作したい機器の 
電源び日 N または日 FF に切り換わ 
ります。 


^^メモ 

- STANDB 丫 / ON モードがない機器については正しく設定できて 
いても電源は切り換わりません。この場合は、その後実際に操作で 
さるか確認してください。 

-機器の電源び日 N / OFF しない場合で、その機器に別のメーカー 
コー ドびある場合は、別のメーカーコードを使って手順1からや 
り直してみて < ださい。 
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リモコンによる他機器の操作 


コードナンバーび正し<入力され 
てち間違って入力されてもプ U 
セツトコード設定モード手順2へ 
戻ります。 


4 他の機器らプリセツトコードを設定したし^11台は手順 
2〜3を繰り返します。 


5 プリセツトコード設定を終了する。 

了^ U モコンは通常操作に戻ります。 


Learning セツ アップモー ド(他機器のリモコン操作を本機のリモコンに登録ずる) 


本機の IJ モコンで操作したい他機器のプ IJ セットコードびメーカーコード IJ スト （89 〜90ページ参照)に見当た 
らない場合は、•1^(下の手順で他機器の1_>1モコンの操作を本機の1_>1モコンに登録することびでさます。プ IJ セット 
コードを登録しただけでは使用でさない操作についてち、•1^(下の手順で本機の11モコンに追加登録(学習)するこ 
とびでさます。 



2 



f 
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fiTET i ® 

[—^ — MULTI COrsTTROL - 1 ] 

r»My»i 防も B 地 ; 1 h 欄 :" 1 

Ki:;, "川 mm\s：m \ Bin：#-! — 


hwii7j;i ル州 ;:; ■? りの ly •叫お削 

がけ ; 

TOP MENU /SETUP 、 MENU 

A Am"" 

AUDIOri 

な醉 U 痛! な 

DISPLAY CLASS MPX D.ACCESS 

をを白を 

BS5 BS7 BS9 BS11 

/7rii_ ^^pisc 

O # ® 風。 

一麵 @ ⑩" 


@ @ @ @1 。 

巧 w W 

州 ANNEL sffii 州 AN 化 L VOLUME 

n 

Pioneer 

(RECEIVER ) 

^ - 


LED 


AMP ボタンを押しなが5数字ボタ 
ンの2を押す。 

U モコンの LED ランプび点滅し、 
Learning セットアップモードになり 
ふ^ 〇 

Learning セツトアップモードを中止 
するには AMP ボタンをもう一度押し 
ます。 


—— MULJI CONTROL - 

"，ル1"1 曲" I 

IBM RM3 IWl 

■J 

モ 

二! 

ン 


操作したし、機器の7ルチコン 
卜□ールを選ぶ。 

U モコンの L E D ランプび点灯 
に変わります。 
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リモコンによる他機器の操作 



BAND d INFO 

_ CLASS MPX D.ACCESS 

BS5 BS7 BS9 BS11 

ををを窗;^ 
@ @ @ ⑩" 
g @ @ @1。 


CHANNEL 

6 


" TV CONTROL 

風 9 W 

s'eTSt channel volume 

A 66 


Pioneer 

(AV AMPLIFIER つ 


3 


4 


メモ 


1 分間なにも操作びない場合は、 ij モ 
コンのセットアップモードを終了し 
ます。 

IJ モコンによっては、操作を登録でき 
ないものもあります。また、手順4で IJ 
モコンどうしの距離を変えてみるこ 
とで、登録でさる場合ちあ0ます。1〜 
1日 cm 程度でも試してみて下さい。 


5 


SD 避 登録したい}栗作ボタンを尺する。 

U モコンの LED ランプび素早く点滅 
しよ9 〇 


メモ 



TV CONTROL ボタンの (!) 、 INPUT 
SELECT 、 VOLUME +/-、 CHAN ¬ 
NEL +/- ボタンに登録できるマルチ 
コント□-ルボタンは 、 TV C 日 NT ボ 
タン（テレビ操作)のみです。 


RETURN BAND d INFO 

@■611 芭 

DISPLAY CLASS MPX D.ACCESS 

をを 0 曲 

BS5 BS7 BS9 BS11 ^ 

ををを蟲 T 卜^ 


@ @ @ @" 

漏 


嚇 ii ^ が 

sele^ct channel volume 


本機の IJ モコンに他機器 IJ モコンの登録したい操作 
ボタンを登録する。 （ m 下の1〜2を行う） 


①本機と他機器の U モコンを互いに下のように向け 
る。 

2 〜 5cm 


Lii 闘瞧一圓 


② LED ランプび素早く点滅している間に、登録したい 
他メーカーの U モコンのボタンを押す。 U モコンの 
LED ランプの点滅びいったん消えて、再度点なしたと 
きは正しく登録されたことになります。正しく登録され 
なかった場合は、 U モコンの LED ランプび3回点滅しま 
す。 


登録を続ける場合は、じ(下の手順を行います。 

同じ U モコンから別の操作を追加登録するには 
手順3、4を繰り返します。 

別の U モコンから操作を登録するには 

手順6へ進み Learning セットアップモードを終了さ 

せ、手順1からやり直してください。 


0 Learnin 呂セットアップモードを終 

了する。 

U モコンは通常動作に戻ります。 
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リモコンによる他機器の操作 


タイ [ y ク h フアンクシ3ンモードを設定する 


ダイレクトフアンクシヨンは MULTI C 日 NTR 日 L ボタンを押したときに、本機の入カセレクターを切り換えるかど 
うかを設定する機能です。オフにすると入カセレクターは切り換わらず、 IJ モコンの操作ボタンの機能だけび切 
り換わります。本機に接続されている機器と、直接テレビに接続されているため本機の入力切換動作び必要ない 
機器と区別でさるようにするためのモードです。工場出荷時はすべてオンになっています。 


LED 


2 


AMP SOURCE 

が s 。 1 @ 

— ^— MULTICOrJTROL -1| 

hiMTd li 化牛、 i 做 M;l || 孤师 i 


UiM ~ •""HJ I ら北ム • "! - 

hwi け J か化 "■ ム Wibii ■ : 做細 ぶ ■ 


1 ぶ 



5 

6 

TV CONTROL 

四辟 9 

哉臘 CHANNEL 阳 LUME 

A 6 6 

/ 

a 

み〇の ee/- 

AVAMPLFIER ) 


和 

夕 


AM P ボタンを押しなが5数字ボタ 
ンの4を押す。 

U モコンの LED ランプび点滅し、ダ 
イレクトフアンクシヨンモードの ig 定 
になります。 

ダイレクトフアンクシヨンモードの設 
定を中止するには AMP ボタンをわう 
一度押します。 


2 


MULTI CONTROL 


11211^ 




圓 

"D 


ダイレクトファンクシヨンの 
ON / OFF 設定をしたいレチ 
コント□—ルボタンを^す 
る。 

U モコンの LED ランプび点灯 
に変わります。 


3 


ダイレクトフアンクシヨンの ON 、 OFF を設定する。 

ダイレクトフアンクシヨンを 
日 FF に設定するときは、@ボ 
タンを押して < ださい。 
ダイレクトフアンクシヨンを 
日 N に設定するときは、©ボ 
タンを押して < ださい。 


縣 

6® n W 



4 他の機器もダイレクトフアンクシヨンを設定したい 
場合は手順2〜3を繰り返します。 


5 




ダイレクトフアンクシヨンの ON / 

OFF 設定を終了する。 

U モコンは通常動作に戻ります。 y 

二！ 

ン 
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リモコンによる他機器の操作 


本機の IJ モコンに設定されたすベての機能を解除するち法について説明します。 


LED 


軒 

rP 


AMP ボタンを押しなが5数字ボタ 
ンの〇を3秒間押し続ける。 

U モコンのに D ランプび3回点滅し、 

U モコンに設定されたすベての機能を 
解除します。 



Leamin 呂セツトアップモード (7 已ページ)で本機の U モコンに登録された他機器の U モコン操作を全て解除しま 
す。 


説 gCT < 

— ^— MULTI CONTF 

ktumi 画 

SliMi 枯 :;,1 化 3 iilB 

SOURCE 

⑩ 

の L - 1 

函 hmtihi 

^3 


mi WM % 

BS5 BS7 B 

e®i 

•巧 

IS9 BS11 

1 疆 ;: 

争 ⑩" 

|©1 〇 

巧 @ 9 が 

州 ANNEL select CHANNEL VOLUME 

■ 

Pioneer 

^ 、 （AVAMPLI 円 ER) 


LED 




AMP ボタンを押しなが5数字ボタ 
ンの9を3秒間押し続ける。 

U モコンのに D ランプび3回点滅し、 

U モコンのボタンに登録された操作を 
全て解除します。 


U モコンに設定されたすベての機能を解除する 


¥ 贾 | 

-1- 



時 i 我 

な®®觀巧16 
質®®®が 


I 田 - 辑 S 


I 
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リモコンによる他機器の操作 


他機器の操作-覧表 


1；(下の他機器操作を行うには、あらかじめ各機器のプ U セットコードを呼び出しておく必要びあります。詳しくは「他機 
器を操作するためのリモコン設定」 （74 〜7己ページ)をご覽ください。 

実際に操作を始める前に、操作したい機器のマルチコント□ールボタンを押してください。 

機種によっては操作でさないボタンもあります。 

各機器の詳しい機能については、各機器の取扱説明書をお読みください。 


ボタン 

機能 

機器の種類 

SOURCE り 

機器の電源を ON/OFF します。 

CD/MD/CD-R/VCR/DVD/LD/ 
DVD レコーダー/カセットデッキ 


再生中に 1 回巧すと現在再生中のトラックの初めに戻ります。 

CD/MD/CD-R/DVD/ 

LD プレーヤー 

1 イイ 

オート1」バースデッキの場合、テープを1」バース方向(◄りこ再生します。 

カセットデッキ 


BS 日チャンネルを選択します。 

TV 


再生中に]回押すと次のトラックの初めに進みます。 

CD/MD/CD-R/DVD/ 

LD プレーヤー 

►►1 

才ート1」ノ くースデッキの場合、テープをフォワードち向 (►) に再生します。 

カセットデッキ 


BS 1] チャンネルを選択します。 

TV 

II 

再生、録音を一時停止します。 

CD/MD/CD-R/VCR/DVD/LD/ 
DVD レコーダー/カセットデッキ 


BS 7 チャンネルを選択します。 

TV 

►► 

押し続けると早送り再生になります。 

CD/MD/CD-R/VCR/DVD/LD/ 
DVD レコーダー/カセットデッキ 


押し続けると早戻し再生になります。 

CD/MD/CD-R/VCR/DVD/LD/ 
DVD レコーダー/カセットデッキ 

► 

再生します。 

CD/MD/CD-R/VCR/DVD/LD/ 
DVD レコーダー/カセットデッキ 

■ 

再生を停止します。（一部のプレーヤーでは停止中に巧すと、ディスクテーブル 
び出て<るちのちあります） 

CD/MD/CD-R/VCR/DVD/LD/ 
DVD レコーダー/カセットデッキ 


BS 9 チャンネルを選択します。 

TV 

なみ同時巧し 

録画します。 

VCR/ DVD レコーダー 

数字ボタン 

ダイレクトに巧を選巧します。 

CD/MD/CD-R/VCR/DVD/ 

LD プレーヤー 


ダイレクトにチャプター（トラック)を選択します。 

DVD/DVD レ〕ーダー 


ダイレクトにチャンネルを選択します。 

TV/ ヴテライト TV/ ケーブル TV 

+ 10 

トラック番号の10の位を選ぶとさに使用します。例えば、このボタンを巧した後 
に数字ボタンの3を巧すと、トラックま号13び選択されます。 

CD/MD/CD-R/VCR/DVD/ 

L □プレーヤー 

DISC 

ディスクをイジェクトします。 

MD プレーヤー 


ビデオと TV チューナーを切り換えます。 

VCR/ DVD レコーダー 


ディスクの A 面と B 面を切り換えます。 

LD プレーヤー 


このボタンを巧した後に数字ボタンを巧して、ディスク番号を選択します。 

マルチディスクタイプ CD プレー 
ヤー 

MENU 

DVD、DVD レコーダーまたは TV などに登録されている各種メニューを表示しま 
す。 

DVD/DVD レコーダー /TV/ 

ヴテライト TV/ ケーブル TV 

TOP MENU 

タイトルメニュー画面を表示します。 

DVD/DVD レコーダー 

AUDIO 

ディスクに記録されている音声を選択します。 

DVD/DVD レ〕ーダー 

SUB TITLE / 

ディスクに記録されている字幕を選択します。 

DVD/DVD レコーダー 

GUIDE 

ガイドメニュー画面を表示します。 

ヶーブル TV 

CHANNNEL 

+/- 

DVD レコーダーや VCR などのチャンネルを選択します。 

DVD レ〕ーダー/ VCR 

な 

再生、録音を一時停止します。 

カセットデッキ 

み 

再生を停止します。 

カセットデッキ 

ENTER 

再生します。 

カセットデッキ 


テープを U バースち向へ早送りします。 

カセットデッキ 


テープをフォワード方向へ早送りします。 

カセットデッキ 

马> な 
ENTER 

メニュー画面を操作するときに使います。片吟なみで選択し、 ENTER で決定 
します。 

DVD/DVD レコーダー /TV/ 

ヴテライト TV/ ケーブル TV 

TV & 

テレビの電源を ON/OFF します。 

TV/ ヴテライト TV/ ケーブル TV 

TV INPUT 
SELECT 

テレビの入力を切り換えます。 

TV 

TV 

VOLUME 

テレビの音量を調整します。 

TV/ ヴテライト TV/ ケーブル TV 

TV 

CHANNEL 

+/- 

テレビのチャンネルを選択します。 

TV/ ヴテライト TV/ ケーブル TV 
VCR/ DVD レ〕ーダー 













































その他 


用語解説 


DVD ソフトのパッケージのほとんどにじ(下のよラな表示びされています。 

1枚のディスクに複数の音声び収録されている場合び多く、どの音声を聴くのか選択することびでさます。 


©)) 


1. 英語（己. Ich サラウンド） 

2. 日本語（ドルビーサラウンド） 

3. 英語 ( DTS 已 . Ich サラウンド) 


収録音声数 録音ち式 


□□ [DOLBY I 



音声記録ち式 


音声記録方式について 


ドルビーデジタル 

DVD の標準音声フォーマットの1つとして採用された音声圧縮記録ち式です。モノラルやステレオで記録さ 
れているソフトもあれば、現在最も主流とされている己1 ch サラウンドで記録されているソフトもありま 
す。己1 ch サラウンドソフトには、己つのチャンネルの個別にそれぞれのシーンに合った音声び記録されて 
おり、サブウーファーから出力される低音も記録されているため、本機とデジタルケーブルで接続して再生 
することにより、すべてのチャンネルの信号び伝送され、臨場感あ店\れるマルチチャンネルサラウンド再生 
をお楽しみ頂くことびできます。 

よってドルビーデジタル信号を再生するには DVD プレーヤーと本機をデジタル接続することび必要です。 

ドルビーデジタルサラウンド EX 

ドルビーデジタルサラウンド EX は、映画「スターウォーズ-エピソード1」の製作に向けて、ドルビーラボラ 
卜 U —ズとルーカスフィルム社で共同開発された、 6. Ich 再生可能な新しい音響フォーマットです。 
新たに加えられたサラウンドバック ch により空間表現力、定位感び高められ、中央から離れた客席からで 
ち360度の回転や頭上を通過するような移動音効果-音像をより生々しく体感することび可能となりまし 
た。フィルム上ではサウンドトラックのサラウンド L / サラウンド R チャンネルにエンコードされるため、既 
をのドルビーデジタル(己 ] C h ) 環境での再生互換性びあります。この技術により製作された映画のリスト 
はドルビーラボラト U — ズのウェブサイトにてご覧になれます。 http :// www . clolby . conn / 

DIGITAL 

DTS 

デジタルシアターシステム （Digital Theater System) の略で、 DVD の標準音声フォー マッ トの]つとし 
て採用された音声圧縮記録ち式です。己 Ich サラウンドび主流で、音声の低圧縮率とデータの高転送レート 
びちたらす豊富な情報量により、高音質マルチチャンネルサラウンド再生を実現します。 

DTS 信号を再生するには DVD プレーヤーと本機をデジタル接続することび必要です。 

EXTENDED 

DTS-ES E ? P 3 

S 日日日年] ] 月に発表された新たなるサラウンドフォーマットで、 DTS - ES は 「DTS Extended Surround ] 
の略称です。 " DTS - ES ディスク U - 卜 6.1" と " DTS - ES マト U ックス 6.1" の2種類びあり、どちらも従来 
の DTS 己.1 ch デコーターとの下位互換性を有しています。 DTS - ES は従来の己.1 ch システムにサラウンド 
バック （ S 目)チャンネルを加えたもので、かつてない音像-定位感をもたらす事び可能になりました。 
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その他 


E X T E N D E D 

DTS 96/24 r 踊 rpD 情 

己 1 チャンネル全てを 96 kHz /24 bit の高音質で再生する最新の音声フォーマットです。 

従来、 DVD における高音質録音ソースとしては、 96 kHz /24 bit のステレオ PCM びありますび、それらは 
音声トラックの データ レートび非常に高いため 2 ch の収録び限界で、さらに映像は静止画像のみの収録び限 
界でした。しかし、圧縮サラウンドフォーマットとして初めて 96 kHz /24 bit に対応した DTS 社開発の技術 
DTS 96/ S 4 では、圧縮されたフォーマットでありなびら 96 kHz /24 bit での己. Ich 再生を高画質を損なう 
ことなく、既存の DTS 対応 DVD プレーヤーで再生することびでさます。 

DTS 対応の DVD プレーヤーと、 DTS 96/24 に対応する A V アンプ等のデコーター(本機は DTS 96/24 
対応デコーダーを搭載しています)をデジタル接続することで、 DTS 96/24 の八イクオ U ティー音声び再 
生可能です(専用プレーヤーは必要ありません)。 

MPEG -2 AAC (Advanced Au 灶〇 Coding ) Vift 

MPEG -2 オーディオの標準方式の一つで、目 S デジタル放送で採用されている音声符号化規格です。低ビッ 
トレートでかつ高音質を確保でさる点び特長で、番組内容によりマルチチャンネル設定び可能なフォーマッ 
卜です。米国パテントナンバーは次ページの通りです。 


08/937,9己0 

己297 236 

5,481,614 

己，490，170 

5848391 

4,914,7日] 

已，己92,己84 

己，264,846 

己，291，己己7 

己，23己， 67] 

己781，888 

己，268,68己 

己，4己1，9己4 

07/640,己己0 

08/039,478 

己，37己，189 

己400 433 

己，己79,430 

08/211，已47 

己，己81，6己4 

己，222，189 

08/678,666 

己703,999 

日己-183,988 

5,357,594 

98/03037 

08/己已7,046 

己，己48,己74 

已752 22己 

97/0287己 

08/894,844 

08/已06,729 

己，394,473 

97/02874 

己299,238 

08/已76,49己 

已，己83,962 

98/03036 

己，299,239 

己， 7] 7,82] 

已，274,740 

己，227,788 

己，299,240 

08/392,7己6 

已，633,9 8] 

己，28己，498 

己197,087 



PCM 

Pulse Code Modulation の略で、圧縮していない2チヤンネルステレオデジタル音声です。 CD のデジタ 
ル音声はほとんどこのち式です。 DVD の音声記録ち式の1つでちありますび、 CD のヴンプ U ング周波数び 
44 kHz であるのに対し、 DVD のヴンプ U ング周波数は 48 kHz や 96 kHz と高いので、 DVD のちびより高音 
質の音声を楽しめます。 


そ 

の 

他 
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再生方式ついて 


(2 ch ) ステレオ再生 

左ち2つのスピーカーのみによる再生のことです。（ヘッドホン使用時は、ヘッドホンの左ち2つのチヤンネ 
ルのみ） 

ドルビープ□□ジックヴラウンド再生 

2 ch サラウンド信号や 2 ch ステレオ信号をドルビープ□□ジック回路を通し、マルチチヤンネルサラウンド 
で再生することです。 2 ch サラウンド信号については圧縮された信号を忠実にデ〕ード席生）し、 2 ch ステ 
レオ信号については2チヤンネル分の信号からセンター、サラウンドチヤンネルの信号をつくりだします。 
ただし、この再生方式ではサラウンドチヤンネルはモノラルであるため、左ちのサラウンドスピーカーから 
は同じ音声び出力されます。 

ドルビープ□□ジック11サラウンド再生 

ドルビープ□□ジック II は、ドルビープ□□ジック 
を更に改良し、ステレオ音声を己. Ich にお張して再 
生するためのマト U ックスデコード技術です。ステ 
ア U ング□ジック回路により、全可聴帯域のメイン 
己 ch を作り出します。 CD のような通常のステレオ音 
楽素材に対してもより優れた立体音場効果、包囲 
感、より明確な定位をちたらし、ドルビーサラウン 
ドエンコードされた素材はディスク U —卜己1 ch に 
匹敵する移動感をも実現できるものです。 

DTS Neo :6 再生 

DTS 社によって開発された、デジタル-アナ□グを含む全ての 2 ch ソースを6.日 ch サラウンドにするマト 
U ックスデコード技術です。映画ソースの再生に適した CINEMA モードと音楽ソースの再生に適した 
MUS にモードびあります。 

マルチチヤンネルサラウンド再生 

3本 iU 上のスピーカーでサラウンド再生することです。音声信号び3チヤンネルし U 上の録音方式で記録され 
ているソフトについてはソフトに忠実に再生します。なかでも己1 ch サラウンド信号の再生については、左 
ちのサラウンドスピーカーからちそれぞれ異なる音声び出力されますし、 6.1 ch サラウンド信号の再生につ 
いては、己. Ich に加えサラウンドバックスピーカーからち異なる音声び出力されるので、ドルビープ □□ 
ジックサラウンド再生に比べ、より立体感のある音場で迫力のある臨場感びお楽しみいただけます。 

モノラル再生 

モノラル信号やデュアルモノラル信号をソフトに忠実に再生することです。 


■プ□□ジックとプ□□ジック II の違い 



プ□□ジック 

プ□□ジック II 

効果的なソース 

ドルビーサラウンドエン 
コード処理されたステレ 
才音声 

すべてのステレオ音声 

デコード 
チヤンネル数 

4.1 ch (ヴラウンド) 

、 モノラル ノ 

己 . Ich (サラウンド) 

、 ステレオ ノ 

周波数特性 

サラウンド 

7 kHz 帯域制限 

全チャンネル 
フルバンド 
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その他 


備方ザついで 


2か1ステレオ信号 

左右2つのチヤンネルに別々の音び記録されている信号です。通常の音楽用 CD などはほとんどこの信号で 
録音されています。 

2 ch サラウンド信号（ドルビーサラウンド信号） 

フ□ント左/ち、センター、サラウンドの4つのチヤンネルの音声信号を左ち2つのチヤンネルに圧縮した信 
号です。この信号をドルビープ□□ジックヴラウンド再生することにより、各チヤンネルの音声信号びソフ 
卜に忠実に再生されます。 

日. Ich サラウンド信号 

フ□ント左/ち、センター、サラウンド左/ちの己つのチヤンネルと超低音域専用チヤンネル ( LFE チヤンネ 
ルと呼ばれサブウーファーから再生されます）にそれぞれ異なる信号び記録されている信号です。この信号 
を忠実に再生することにより、立体感のある音場を得ることびできます。 

6-1 ch サラウンド信号 

フ□ント左/ち、センター、サラウンド左/ち、サラウンドバックの6つのチヤンネルと超低音域専用チヤン 
ネル ( LFE チヤンネルと呼ばれサブウーファーから再生されます）にそれぞれ異なる信号び記録されている信 
号です。この信号を忠実に再生することにより、己. Ich じ(上の音像•定位感を得ることびできます。 


保証とア フターヴー ビス 


保証書(別添） 修理を依頼されるとを 

保証書は、必ず「販売店名•購入曰」などの記入を確かめて 8己〜88ページにしたびって調べていたださ、なお異常の 
販売店から受け取っていたださ、内容をよくお読みのラ あるとさは、必ず電源プラグを抜いてから、お買い上げの 
え、大切に保管してください。 販売店にご連絡ください。 


保証期間はご購入曰か！51年間です。 


補修用性能部品の最低保ち期間 

当社は、この製品の補修用性能部品を製造打ち切り後最低 
8年間保有しています。性能部品とはその製品の機能を維 

持するために必要な部品です。 


修埋に関するご質問、ご相談 

お買上げの販売店へご依頼ください。また、ご転居された 
りご贈答品などでお買いホめの販売店に修理のご依頼びで 
さない場合は、別添の修理受付センターにご相談くださ 
い。 


連絡していただをたい内容 

参商品名： AV デジタルサラウンド-アンプ 
• 型番： VSX - D 812 または VSX - D 912 
• お買い上げ曰 

• 故障または異常の内容(でさるだけ詳しく） 

参ご住所 
• お名刖 
• 電話番号 
• 訪問ご希望曰 

参ご自宅までの道順と目標(建物や公園など） 

■ 保証期間中は： 

修理に際しては、保証書をご提示ください。保証書に記載 
されている当社の保証規定に基づさ修理いたします。 


■ 保証期間が過ざているときは： 

修理すれば使用でさる製品については、ご希望により有料 
で修理いたします。 み 

の 

他 
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その他 


仕様 


オーティオ部 


FM チューナー部 


実用最大出力 （ JEITA 、] kHz 、] 日〇/〇、目が 

フ□ント . 100 W/CH 

センター . 100 W 

サラウンド . 100 W/CH 

サラウンドバック . 100 W/CH 

定格出力（ステレオ動作時） 

2日 Hz 〜2日 kHz 、 0.09%. 6Q ....... 80 W +80 W 

入力端子(感度/インピーダンス） 

CD , AUX , VCR / DVR , CD - R / TAPE / MD , DVD / 
LD , TV / SAT , VIDEO 

. 200 mV /47 ko 

SN 比 ( IHF 、 ショートサーキット、 A ネットワーク） 
CD , AUX , VCR / DVR , CD - R / TAPE / MD , DVD / 

LD , TV / SAT , VIDEO .98 服 

周波数特性 

CD , AUX , VCR / DVR , CD - R / TAPE / MD , DVD / 
LD , TV / SAT , VIDEO 

. 已 Hz 〜] 00,000 Hz 鸟服 

出力端子 （ レべ; < レ/インピーダンス） 

VCR/DVR REC , CD - R / TAPE/MD REC 
. 200 mV /2.2 ko 

I ンコント□-ル 


BASS . + 目服(100 Hz ) 

TREBLE . + 6 服 (10 kHz ) 

LOUDNESS . + 6 .己服(100 Hz ) 

. + 3服 (10 kHz ) 


ボ IJ ュームポジションー已日 dB 時 


ビデオ部 


入力端テ(感度/インピーダンス） 

VCR / DVR 、 DVD / LD 、 TV / SAT、VIDEO 

. 1 Vp - p /7 已〇 

出力端子 （ レべ;< レ/インピーダンス） 

VCR / DVR、MONITOR OUT .……1 Vp - p /7 已〇 
周波数特性 

VCR / DVR 、 DVD / LD 、 TV / SAT、VIDEO 

一 MONITOR . 已 Hz 〜] 0 MHz . -3 dB 

SNJ : ヒ . 6 已 dB 

コンポーネントビデオ音区 


受信周波数 .76.0 MHz ~90.0 MHz 

実用感度 . モノ：]已 .2 dBf り.目 iLiV /7 已か 

S / N 已日 dB 感度……モノ： 2日. 2 d 巨 f (2.8| liV /7 已〇) 
ステレオ： 4 ] .2 dBf (31. 61L1V / 7 已か 

S / NJ : ヒ （8 已 d 巨 f 入力時） . モノ： 76 dB 

ステレオ： 72 dB 

高調波歪率 . ステレオ：日.己％ (1 kHz ) 

実効選択度 . 6已 dB (±4 日日 kHz ) 

ステレオセパレーシヨン . 40 dB(l kHz ) 

周波数特性 . 3日 Hz 〜]已 kHz た1 dB ) 

アンテナ . 75 ^^不平衡型 


AM チューナー部 


受信周波数 . 

…已 22 kHz 〜1，629 kHz 

実用感度（付属ループアンテナ） . 3已日 | LiV/m 

S/N 比 . 

. 已0服 

アンテナ . 

..... ループアンテナ(付属) 

電源部 • その他 


S 源 . 

AC 100 V 、已0/60 Hz 

消費電力（電気用品安全法） 

. 280 W 

スタンバイ時消費電力 ......... 

. 0.已 W 

電源スイッチ連動 . 

. 1(100 W ) 

外形寸法 


....... 42日（幅 ）X ] 已8盾さ ）X 401(奥行 ） mm 

醒 . 

巧属品 

. 1 0.0 kg 


U モつン . 1 

単3形乾電池 （IEC R 6) . 2 

AM ループアンテナ . 1 

FM アンテナ . 1 

才ートセットアップ用マイク （ VSX - D 912 のみ） ...... 1 

マイクスタンド （ VSX - D 912 のみ） . 1 

取扱説明書 . 1 

安全上のご注意 . 1 

保証書 . 1 

ご相談窓□-修理窓□のご案内 . 1 


入力端テ(感度/インピーダンス） 

DVD / LD 、 TV/SAT . 1 Vp - p /7 已〇 

出力端子 （ レべ レ/インピーダンス） 

MONITOR OUT . 1 Vp - p /7 已〇 

周波数特性 
DVD / LD 、 TV/SAT 

一 MONITOR . 已 Hz 〜4日 MHz . -3 dB 

SNJ : ヒ . 6已 dB 


•仕様および外観は改良のため予告なく変更すること 
びあ0ます。 
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その他 


設定オールリセツ 


設定オール IJ セットは ■ lu 下の手順で実行します。操作は本体フ□ントパネルで行います。設定才ール IJ セットを 
行うと、本機のすべての設定び工場出荷時の状態になりますので 十分ごを意ください。 


の本機び STAND 目丫モードのときに 
TONE ボ'タンを J 甲しなわくら STANDBY 
ボタンを3秒じ(上押し続ける 


TONE 

rP 



② FU こ 「 RESET ?」 と表示されたら T 日 NE ボタンを 
押し、 「0 K ?」 表示後にちう一度 TONE ボタンを押 
します 

TONE TONE 

タータ 

表示中にボタンを押さなかつたり、手順と異なるボタンを 
巧したとさは、設定オール U セツト操作びキャンセルされます。 


»障かな？と思った6 


故障かな？と思ったとさはじ(下を確認してみてください。案外簡単なミスや勘違いをしていることもあります。 
また、本機 • lu 外に原因びある場合を考えられますので、ご使用中の他の機器や、同時に使用している電気機具も 
合わせてご確認ください。それでち正常に動作しない場合はお買い上げの販売店またはおおくのパイオニアヴー 
ビスステーシヨンに修理を依頼してください。 


音が出ないスピーカーがあるとをは、、 


1 テストトーンを出力してみる（一目7ぺージ） 

全てのスピーカーからテスト I -ーン(ヴーといラ音)び出力されていることを確認してください。テスト 
I -- ンび出力されないスピーカーびあるときは、「接続」（-^24、34ぺージ)や「スピーカーの設定」 

(一已 目ぺージ)、「サラウンドバックスピ-力-の設赴 （一已 7ぺージ)、「サブウ-ファ-の設定」 （一已 8 
_ベージ)をもう一度確かめてください。_ 

2 それでら音が出ないときは、じ(下か587ぺージまでをご覽ください。 


電源げ入らはかつたり 、巧がるとを 


症状 

考えられる原因 

対応 

電源び入らない。 

電源プラグびコンセントから抜けてい 
る。 

保護回路び動作している。 

電源プラグをコンセントに差し込む。 

電源プラグを一度コンセントから外して、再び差し込む。 

本機使用中に 
日 VERL 日 AD と点滅 
表示し、自動的に電 
源び切れる。 

音量を上げすざている。 

スピーカーコードびショート（接触） 
している。 

電源を入れ直し、音量を下げてみる。 

スピーカーコードの芯線ををう一度しっかりねじり直し、ス 
ピーカー端テからはみ出ないよラに接続する。 

AMP ERR と,点滅して 
自動的に電源び切れ 
る。 

本機の故障です。 

速やかに使用を停止し、修理を依頼してください。この症状 
び起さた後に電源の日 N / 日 FF を繰り返すのはお止めくださ 
い。 

STAND 巳 Y インジケ 
一夕一び点滅してい 
る。 

本機の故障です。 

速やかに使用を停止し修理を依頼して下さい。 


妨 

























その他 


音び化はかつた0、ノイズび出るとを 


症状 

考えられる原因 

対応 

参照 

音び出ない。 

入力び再生機器に合っていない。 

再生機器の入力に合わせる。 

3已ページ 


ミューティング状態になっている。 

U モコンの MUTE ボタンを巧す。 



音量び下びっている。 

音量 (MASTER VOLUME ) を調整する。 



へッドホンび差し込まれている。 

へッドホンを抜く。 



接続コードび端テから外れている、ま 
たは間違えて接続されている。 

接続を確認する。 

24〜34 
ページ 


スピーカーコードびショート（接触） 
している。 

スピーカーコードの芯線をしっかりとねじり、を 
ラー度スピーカーコードを接続し直す。 



端テや接続コードのピンプラグび巧れ 
ている。 

汚れを拭さとる。 


デジタル機器の音び 
出ない、またはノイ 

DVD プレーヤーでデジタル出力設定 
を日 FF にしている。 

DVD プレーヤーのデジタル出力設定を日 N にす 
る。 


ズび出る。 

CD - R 日 M などのデータ信号を入力し 
ている。 

本機はデータ信号には対応していません。 


フ□ントの片チヤン 
ネルから音び出な 
い。 

左ちのチヤンネルレべ>1レびかたよって 
いる。 

左ちのチヤンネルレべ レを調整する。 

オートセットアップを行ラ ( VSX - D 9 ] 2のみ)。 

目7ページ 

13ページ 


フ□ントスピーカーの接続び外れてい 
る、または間違えて接続されている。 

左ちのスピーカーを正しく接続する。 

28ページ 

サラウンドスピーカ 
一またはセンタース 
ピーカーから音び出 
ない。 

スピーカーの設定で「無し（*)」に設 
定している。 

サラウンド、センタースピーカーのレ 
ベルび下びっている。 

スピーカーを正しく設定する。 

オートセットアップを行う （ VSX - D 9 ] 2のみ)。 

スピーカーのレべ J レを上げる。 

オートセットアップを行ラ ( VSX - D 9 ] 2のみ)。 

己6ページ 

13ページ 

目7ページ 

13ページ 


サラウンド、センタースピーカーの接 
続び外れている、または間違えて接続 
されている。 

スピーカーを正しく接続する。 

28ページ 


2 ch 再生の U スニングモード （ 「ステ 
レオ」など）を選んでいる。 

マルチチヤンネル再生の U スニングモードの 
「 STANDARD 」 または 「ADVANCED 
SURROUND 」 を選ぶ。 

38〜40 
ぺージ 


再生ソフトや放送自体に 2 ch 分の音声 
しか入っていない。（ステレオ放送な 
ど） 

入力信号の種類に関わらず、常にマ J レチチヤンネル 
再生したいとさは U スニングモードをマルチチヤン 
ネル再生の U スニングモードの 「 STANDARD 」 
または 「ADVANCED SURROUND 」 にして< 
ださい。 

38〜40 
ページ 

サラウンドバックス 
ピーカーから音び出 

サラウンドバックスピーカーの設定で 
「無し（*)」に設定している。 

スピーカーを正しく設定する。 

已7ページ 

ない。 

サラウンドバックチヤンネルモードの 
設定び日 FF になっている。 

サラウンドバックチヤンネルモードの設定を日 N 
または AUT 日にしてサラウンドバックチヤンネル 
から音び出る U スニングモードにする。 

41ページ 


入力信号の種類と U スニングモードの 
関係び間違っている。 

「各 U スニングモードにおけるサラウンドバック 
スピーカーからの音声出力」をご覧になり入力信 
号に合った U スニングモードを選択する。 

42ぺージ 

サブウーファーの音 
び出ない（またはル 
さい）。 

スピーカーやサブウーファーの設定で 
サブウーファーから音び出ない設定に 
なっている。 

サブウーファーの設定を PLUS または YES にする 
か、フ□ントスピーカーの設定をル ( S ) にする。 

已6~已8 
ページ 


サブウーファーのレベルび下びってい 

サブウーファーのレベルを上げる。 

67ページ 


〇 

サブウーファー自体のボ U ュームび下 
びっている。 

サブウーファー自体のボ U ュームを上げる。 



LFE アッテネーターの設定び日 FF にな 
っている。 

0肥または一] 0肥に設定する。 

已9ページ 


サブウーファーの接続び外れている。 

サブウーファーを正しく接続する。 

28ページ 


低音び含まれていないソフトを再生し 
ている。 

低音び含まれていないソフトの場合、サブウーフ 
ァーから音び出ない場合びあります。 
















その他 


症状 

考えられる原因 

対応 

参照 

皿/ DTS などのソフト 
を再生してを音び出な 
し、またはノイズび出 
る。 

デジタル接続び外れて、アナ□グ入力信号 
を再生している。 （ DIGITAL インジケー 
ター消打） 

使用している DVD プレーヤーび DTS 信号 
を出力していない。または DTS 信号の出 
力設定び日 FF になっている。 

デジタル出カレベル調整機能びついてい 
る CD プレーヤーなどの場合、デジタル出 
カレべルの設定び低すざる。 

機器を正しくデジタル接続する。 

DVD プレーヤーの取扱説明書をお読みにな 
り、 DTS 信号を出力できるように設定する。 

機器のデジタル出カレベルを上げる。 

2已ページ 

DTS 対応の CD プレー 
ヤーでサーチ中にノイ 
ズび出る。 

サーチ中に CD に含まれるデジタル情報を 
読み取ってしまラ。 

故障ではありません。サーチ中はアンプの音 
量を下げ、スピーカーから出る音を抑えま 
す。 


音びひずむ 

音量を上げすざている。 

アナ □ グ入力信号のレべ j レび大さすざる。 

マスターボ U ュームを下げる。 

INPUT ATT ボタンを巧してインプットアッ 
テネータを日 N にする。 

20ページ 

スピーカーから高音し 
か出ない。 

スピーカーの設定びル （ S ) に設定されて 
いる。 

低音域を再生する能力びないスピーカーを 
使っている。 

スピーカーの設定を大 （ L ) に設定する。 

スピーカーを変える。 

已6ページ 

発振している。（異常 
音び出たり映像び乱れ 
る） 

本機と接続機器間にループびでさている。 

接続またはテレビの入力切換を変える。 


96 kHz /24 bit のソフ 
卜を再生すると音び大 
さし、 

ソフトによっては、収録されている音量レ 
ベルび大さい。 

マスターボ U ュームを下げる。 


映像び乱れたり、カセ 
ットデッキにノイズび 
入ったりする。 

本機と干渉している。 

本機またはカセットデッキの設置場所を変え 
る。 


デュアルモノの設定を 
してを目 S デジタル放 
送の二か国語音声び切 
り換わらない。 

放送びステレオの二か国語放送などで、デ 
ユアルモノラル信号ではない。 

デュアルモノの設定は入力信号びデュアルモ 
ノラルフオーマットのとさのみ有効です。そ 
れ外のとさは、目 S デジタルチューナー側 （ 
テレビ側)で切換操作を行ってください。 


本機を通して録画した 
のに音び録音されてい 
ない。 

入力選択した機器の音声びデジタルでしか 
接続されていない。 

デジタル入力信号は VTR 出力端テからは出力 
されません。入力選択した機器の音声をアナ 
□グでを接続してください。 


テスト!-ーンび出てこ 
ないスピーカーびある 

接続びはずれている。 

スピーカーの設定で「無し（*)」に設定さ 
れているスピーカーびある。 

正しく接続し直してください。 

スピーカーの設定を正しく行ってください。 

24 〜 34 
ぺージ 

已目〜已8 
ぺージ 


そ 

の 

他 


映像び出なかった0 、巧がるとき 


症状 

考えられる原因 

対応 

参照 

入力切換を合わせて 
を、映像び出ない。 

入力機器およびテレビとの接続に、違 
ラタイプのビデオコードを使用してい 
る。 

入力機器の映像出力設定び正し < な 
い。 

テレビとの接続を S 映像端テと映像端 
テの両方でつないでいて、テレビ側 
で S 映像入力を優先している。 

同じタイプの映像ケーブルで入力機器およびテレ 
ビを接続する。 

入力機器の取扱説明書をお読みになり、正しい映 
像出力設定を行ラ。 

テレビの取扱説明書をお読みになり、正しく接続 
する。 

24ぺージ 

録画でさない。 

入力と出力の接続に違ラタイプの映像 
端テを使用している。 

同じタイプの映像端テを接続する。 

24ページ 

映像び乱れる。 

本機と干渉している。 

本機の設置場所を変える。 
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その他 


丫ンジケーターが魚びしなかったり ♦ 違うとき 


症状 

考えられる原因 

対応 

□□/ DTS などのソフ 
卜を再生していると 
さにデコードのイン 
ジケーターび点灯し 
ない。または違うイ 
ンジケーターび点灯 
する。 

再生しているプレーヤーび停止か一時 
停止の状態になっている。 

再生しているプレーヤーの音声出力設 
定び間違っている。 

再生しているソフトの音声設定び間違 
っている。 

皿や DTS で収録されていない部分を 
再生している。（メニュー画面など） 

プレーヤーの再生を開始する。 

プレーヤーの音声出力設定を正しく行ラ。 

再生しているソフトの音声設定を正しく行う。 

□□や DTS で収録された音声を再生しているとさのみインジケ 
一夕一び点灯します。 

日 S デジタル放送をデ 
ジタル接続で聴いて 
いるとさに 、 MPEG 
インジケーターび点 
灯しない。 

BS デジタルチューナー（または BS デ 
ジタルチューナー内蔵テレビ）の音声 
出力設定で PCM を選択している。 

チューナーの取扱説明書を読んで、 MPEG ( AAC ) 信号を出力 
するように設定する。 


U モコンや設定、その他 


症状 

考えられる原因 

対応 

参照 

U モコン操作びでさ 
ない。 

U モコンの操作モードび違っている。 

U モコンの電池び消耗している。 

距離び離れすざている。角度び悪い。 

途中に信号を遮る障害物びある。 

堂光澄などの強い光び U モコン信号受 
光部に当たっている。 

U モコンの操作モードを切り換える。 

電池を交換する。 

7 miU 内、左ち30°内で操作する。 

障害物を取り除くか、操作する場所を移動する。 

U モコン信号受光部に光び直接当たらないように 
する。 

3ページ 

21ページ 

ク□スオーバー周波 
数の設定びでさな 
い。 

「スピーカーの設定」でル （ S ) に設定 
されているスピーカーびない。 

「スピーカーの設定」でフ□ント、センター、サラ 
ウンド、サラウンドバックのいずれかのスピーカー 
をル （ S ) に設定する。 

已6ページ 

表示び暗すざたり、 
明るすざたりする。 

表示部の明るさ調整び適切でない。 

表示部の明るさ調整 (FL DIMMER ) を行ラ。 

48ページ 

表示び操作時に点な 
し、すぐに消える。 

表示部の明るさび日 FF になっている。 

表示部の明るさ調整 (FL DIMMER ) を行ラ。 

48ページ 

設定び全てク U アさ 
れている 

約]ヶ月な上、電源コードを抜いたま 
まにしておいた。 

左記の状態では、各設定はク U アされます。再度 
設定してください。 


CH SELECT ボタン 
を巧しても選択でさ 
ないスピーカーびあ 
る 

スピーカーの設定で「無し（*)」に設 
定されている。 

2 ch 再生の U スニングモードを選択し 
ている。 

スピーカーの設定を正しく行ってください。 

マルチチヤンネル再生の U スニングモードを選択 
して < ださい。 

已6 〜 58 
ぺージ 

38-40 

ぺージ 
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その他 


メーカーコード U ス 


MULTI CONTR 日 L ボタンの TV C 日^ m 。か^(下の表にある^ TV 」と|■ STB 」のコードのみプ U セツトすることび 
でさます。また、 「 TV 」 と 「 STB 」 のコードは TV CONT と TV / SATi ^ U 夕卡の MULTI CONTROL ボ'タンにプ U セツ 
卜することはでをません。 


DVD 


メーカー 

コード 

TOSHIBA 

1010 

PANASONIC 

1002 

SONY 

1009 

JVC 

100已 

SAMSUNG 

100日 

RCA 

1007 

DEMON 

1004 

PHILIPS 

100日 

YAMAHA 

1011,1012 

PIONEER 

1001,1002,1003 

LD 


メーカー 

コード 

SONY 

2008 

PHILIPS 

200日, 2007 

PANASONIC 

200已 

KENWOOD 

2004 

DEMON 

2003 

YAMAHA 

2009 

PIONEER 

2001,2002 

TV E^Sl 


メーカー 

コード 

PIONEER 

5001,5002,已〇 03. 

已〇04, 5005,已〇〇日. 

已〇07, 5008,已〇 09. 

已010 

ADMIRAL 

已011.已012,已013 

AIWA 

已014,已01已 

AKAI 

已01日 

ALBA 

已017 

AOC 

已018 

BESTAR 

已019 

BLAUPUNKT 

已020 

BLUE SKY 

己021 

BRANDT 

己022 

BROCSONIC 

已023 

BUSH 

已024 

CLATRON に 

已02已 

CRA に 

己02日，己027,已02日. 

己029 

CROSLEX 

已030 

CURTIS MATHIS 

5031,5032, 5033 

DAEWOO 

己034, 5035,已03日， 

已037,已03日，已039 

DAYTRON 

已040 

DUAL 

已041 

EMERSON 

己042,已043,已 044. 

己04己，已04目，5047, 

已048 

FERGUSON 

已049, 5050 

円 RST 

已〇已 1 

ASHER 

已〇已 2 


FUJITSU 

已〇已 3 

FUNAI 

已〇已 4, 已〇已己. 5056 

GE 

已〇已 7, 已〇已日. 5059, 

已〇日 0 

GOLDSTAR 

5061,5062, 已〇目 3. 

已〇日 4 

GOODMANS 

已〇日已， 5066 

HITACHI 

已〇日 7, 已〇日日. 5069, 

已〇 70, 已 071 

に E 

已 072 

旧 RADIO 

已 073 

ITT/NOKIA 

已 074, 5075 

JC PENNY 

已 07 日，已 077, 已 07 日. 

已 079 

JVC 

已〇日〇, 5081 

KENDO 

已 082 

KTV 

已 083, 5084 

LOEWE 

已〇日已 

LXI 

已〇日日，已 087, 已 088. 

已 089, 己 090 

MAGNAVOX 

已 091 

MARK 

已 092 

MATSUI 

已 093, 已 094 

MATSUSHITA 

已 09 己， 5096 

MEDION 

已 097 

MtSUB に HI 

已 09 日，已 099 

MIVAR 

已 100 

NEC 

5101,5102 

NOKIA OCEANIC 

已 103 

NORDMENDE 

已 104, 已 10 已 

OKANO 

已 10 日 

ONWA 

已 107 

PANASONIC 

已 108, 已 109, 已 110, 

已 111 

PHILCO 

已 112, 已 113, 已 114 

PHILLIPS 

已〇 04 

PHONOLA 

已 11 已 

PORTLAND 

已 11 日，已 117 

PROSCAN 

已 118 

QUASAR 

己 119,5120 

RADIO 

己 121,5122 

RADIO SHACK 

己 123, 日 124, 已 12 已 

RADIOLA 

已 12 目 

RCA/PROSCAN 

己 127, 已 128, 已 129 

SABA 

己 130 

SAMSUNG 

5131,5132 

SANYO 

己 133, 日 134, 已 13 己 

SCHN 曰 DER 

已 136 

SCOTT 

己 137 ，己 13 日 

SHARP 

己 139, 已 140 

SIEMENS 

已 141 

SIGNATURE 

已 142, 已 143 

SONY 

己 144, 已 14 己 

SYLVANIA 

已 146, 已 147 

SYMPHONIC 

已 14 日 

TATUNG 

已 149 

TELEFUNKEN 

己 1 已〇，己 1 己 1 


THORN 

TOSHIBA 

UNIVERSUM 

VIDECH 

W . WHOUSE 

WARDS 

WATSON 

ZENtH 

VCR ( VTR ) 

已 152 

已 1 已 3, 已 1 已4 

已1已已 

已1已日，已1已7 

已1已日 

已1已9,已1目0, 

已1日2 

已1目3,已1日4 

已1目1 

メーカー 

コード 


PIONEER 

3001,3002, 

3004, 300己 

3003, 

ADMIRAL 

300日 


AIWA 

3007, 300日, 

3009 

AKAI 

3010, 3011 


ALBA 

3012 


AUDIO DYNAMIC 

3013, 3014 


BELL&HOWELL 

301已 


BLAUPUNKT 

3016, 3017 


BROCSONIC 

3018, 3019 


BUSH 

3020 


CANON 

3021 


CGM 

3022, 3023 


CITIZEN 

3024 


CLATRON に 

302已 


CRAIG 

3026 


CURTIS MATH に 

3027, 302日, 

3029 

DAEWOO 

3030, 3031. 

3032 

DBX 

3033, 3034 


DIMENSIA 

303已 


EMERSON 

303日，3037, 

303日. 


3039, 3040. 

3041 

FERGUSON 

3042 


ASHER 

3043, 3044. 304己 

3046 

FUNAI 

3047, 3048 


GE 

3049, 3050, 

3051 

GOLDSTAR 

3052 


GOODMANS 

3053, 3054 


GRUNDIG 

30已已 


HITACHI 

30已日, 3057, 

3059, 3060 

30已日. 

INSTANT REPLAY 

30日1,30日2 


ITT/NOKIA 

3063 


JC PENNY 

3064, 30日已. 

30日日, 


30日7, 30日日, 

3069 

JVC 

3070, 3071, 

3072 

KENDO 

3073 


KENWOOD 

3074, 307 己, 

3076 

LOEWE 

3077, 3078 


LUXOR 

3079 


LXI 

3080, 3081. 

3082. 


3083, 3084, 

3086 

3085, 

MARANTZ 

3087, 3088 


MARTA 

3089 



そ 

の 

他 


89 









その他 


MATSUI 

3090 

MEM0REX 

3091,3092 

MINOLTA 

309 3, 3094 

MITSUBISHI 

3095, 309 日， 309 7, 

309 日 ，3099 

MULmECH 

3100,3101,3102 

NEC 

3103 

NOKIA OCEANIC 

3104 

NOKIA 

3105,3106 

NORDMENDE 

3107 

OKANO 

3108 

OLYM 円 C 

3109,3110 

ORION 

3111 

PANASON に 

3112,3113 ,3114, 

3115,3116,3117 

PENTAX 

3118,3119 

PHILCO 

3120,3121 

PHILIPS 

3122 

PHONOLA 

3123 

QUASAR 

3124, 312 已 

RCA/PROSCAN 

3126 

REAUST に 

3127, 312 日， 3129, 

3130,3131,3132 

SABA 

3133 

SAMSUNG 

3134, 313 已 

SANSUI 

3136 

SANYO 

3137,313 日 

SCHNEIDER 

3139,3140 

SCOTT 

3141,3142,3143, 

3144, 314 已， 314 日 , 

3147 

SEG 

3148 

SELECO 

3149 

SHARP 

3150,3151,3152 

SIEMENS 

3153,3154,3155 

SIGNATURE 

3156,3157 

SONY 

31 已日， 31 日 9, 3160, 

3161,3162,3163 

SYLVANIA 

3164,3165,3166, 

3167 

SYMPHONIC 

3168 

TANDBERG 

3169 

TASHIRO 

3170 

TATUNG 

3171,3172 

TEAC 

3173, 3174, 317 已 

TECHNICS 

3176,3177 

TELEFUNKEN 

3178.3179 

THORN 

3180.3181 

TOSHIBA 

3182,3183,3184 

UNIVERSUM 

3185,3186,3187 

W. WHOUSE 

3188 

WARDS 

3189,3190,3191, 

3192,3193 

YAMAHA 

3194. 319 已， 319 日 

ZEMTH 

3197 


STB い , 化如 J が , 咖 li 
(CATV 、 BS デジタルチューナ ー、 
BS デジタルチューナー内蔵テレビ ) 


メーカー コード 

円 ONEER 6001.6002, 6003, 

6004, 6005, 6006 
BELL 6049 


BLAUPUNKT 

6007 

ECHOSTAR 

6047 

GENERAL INSTRUMENT 


6008 

GOLDSTAR 

日 009 

GRUNDIG 

6010, 6011 

HAMLIN 

6012, 6013 

HNS/HUGHES 

6014 

HITACHI 

目 01 已 

ITT/NOKIA 

6016 

JERROLD 

目 017. 目 018, 6019 


6020, 6021 

NEC 

目 022. 6023 

OAK 

目 024. 目 02 己 , 6026 

PANASONIC 

目 027. 6028, 6029 

PHILIPS 

6030, 6031 

PRIMESTAR 

6048 

RADIO SHACK 

6032 

RCA 

6033 

SAMSUNG 

6034, 6035 

SCIENTIFIC ATLANTA 


目 03 目， 6037, 6038 

SIEMENS 

目 039, 目 040 

SONY 

6041 

STAR CHOICE 

6048 

TOSHIBA 

6042, 6043 

TOCOM 

6044 

ZEMTH 

日 04 已 . 6046 

CD/CD-R 


メーカー 

コード 

PIONEER 

7001,7002 

DEMON 

7003, 7004, 7005, 


7040, 7041 

ASHER 

700 日 , 7007 

JVC 

700 日 . 7009, 7010, 


7011,7042 

KENWOOD 

7012, 7013. 7014, 


7015. 701 日 . 7043 

MAGNAVOX 

7017. 7018 

MARANTZ 

7019 

ONKYO 

7020, 7021 

PANASONIC 

7022, 7023 

PHILIPS 

7024, 702 已 , 7044 

RCA 

702 日 , 7027 

SANYO 

7028 

SHARP 

7029 

SONY 

7030, 704 已 

TEAC 

7031.7032, 7033 

TECHNICS 

7034. 703 已 

YAMAHA 

703 日， 7037, 7038, 


7039 


DVR 


メーカー 

PI0NEER 

MD 

コード 

4001 


メーカー 

コード 


PI0NEER 

8001,80 02, 8003 

DEMON 

8004 


JVC 

800 已 


KENWOOD 

8006 


SONY 

8007 


SHARP 

8002 


YAMAHA 

800 8, 

8009 

TAPE 

メーカー 

コード 


円 ONEER 

9001, 

9002 

DEMON 

9003, 

9004 

ASHER 

9005, 

900 白 

JVC 

9007, 

9008 

KENWOOD 

9009, 

9010, 9011 

NAKAM に HI 

9012 


ONKYO 

9013, 

9014, 901 已 

PHILIPS 

9016, 

9017 

SONY 

9018, 

9019 

TEAC 

9020, 

9021 

TECHNICS 

9022 


YAMAHA 

9023, 

9026 

9024, 902 己， 


本機の IJ モコンは上記の表にある 
メーカーの 製品に対応していま 
す。メーカーコード IJ ストにある 
メーカーのプ IJ セツ h つードをす 
ベて呼び出しても メーカーや 製品 
によっては、操作でさなかった 
り、違うはたらきをすることびあ 
ります。 

その場合は7已ページをご覧にな 
り、その操作の IJ モコンコードを 
直接 IJ モコンに学習することびで 
さます。 








その他 




お手入れについて 

通常は柔らかい布で空おさしてください。ちれびひどい場合は水で已〜目倍に薄めた中性洗剤 
に柔らかい布を浸してよく絞った後、巧れをおさ取り、その後乾いた巧で拭いてください。 
アルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤などび付着すると、印刷、塗装などびはげること 
びありますのでごを意ください。また、化学ぞうさん等をお使いの場合は、化学ぞうさん等 
に添付の注意事項をよくお読みください。 



音のエチケット 

楽しい音楽も時と場所によっては気になるものです。隣近所への思いやりを十分にいたしま 
しぶラ。 

ステレオの音量は、貴方のむびけ次第で大さくも小さくもなります。 

とくに静かな夜間にはルさな音でち通りやすいちのです。夜間の音楽鑑賞にはとくに気を配 
りましよラ。近所へ音び漏れないように窓を閉め、お互いにむを配り、快い生活環境を守り 
ましよつ。 



み 


ずぐに使用を中止し、電源プラグをコンセントか5巧き、故障や事故防止のため電気店 
または当社サービスステーションに点検（有料）をご依頼ください。 


そ 

の 

他 
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製品のご購入や取り扱いについてのご相談窓 □ 


参 パイオニア • カスタマーヴポートセンター （全国共通フ U — フォン） 

受付月曜〜金曜 9 : 30 〜 17 ; 00、 ±曜 9 : 30 〜 

12:00、13 : 00 〜 17 : 00 (日曜•祝日-弊社休日は除く） 

家庭用才ーディオ/ビジュアル製品のご相談窓 □ y 0070-800-81 81 -22 

カタ□グのご請求窓 □ 

W 0070-800-81 81 -33 

ファックス 

03-3490-5718 

ノ（イオニアホームページでのご案内 

<ごを意> 

フ U - フオンは、 PHS 、 携帯電話、自動車電話、列車公 
衆電話、船舶電話、ピンク電話および海外からの国際電話 
ではご利用になれません。あらかじめご了承ください。 

お問い合わせ先のご案内 

http :// www . pioneer . co . jp / support / 

カタ □ グ請巧とメーレヴービス登録のご案内 

http :// www . pioneer . co . jp / support / ctlg / index.html 


部品のご購入についてのご相談窓口 

付属品（ I 」モコン-取扱説明書など）のご購入や、補修用性能部品（修理使用部品）に関するご相談についてはパイオニ 
ア部品受をセンターにご相談ください。部品の交換ち法などの技術相談につさましては下記のパイオニア修理受付セン 
ターにご相談ください。 

• パイオニア部品受注センター 

受付月曜〜金曜 9: 30 〜 18: 00、 ±曜 9: 30 〜 12: 00、13: 00 〜 17: 00 (日曜•祝日•弊社休日は除く） 

電話（フ U - ダイアル） 画 0120 -5-81 095 

—般電話 0538-43-1161 フ I 」-ダィァルは、携帯電話、 PHS ではご利 

ファックス（フ IJ - ダイアル）：画 0120-5-81096 用になれません。あらかじめご了承ください。 


修理のご依頼/修理についてのご相談窓口 


修理を依頼される前に取扱説明書の「故障かな？と思ったら」の項目をご確認ください。それでも異常のある時は、必ず 
電源プラグを抜いてから、ご購入店へご連絡ください。 

ご購入店びわからないとさやお近くにないとさは、パイオニア修理受付センターへご相談ください。（沖縄県を除く） 


参パイオニア修理受付センター 紳縄県を除く全国) 


受付月曜〜金曜 9: 30 〜 20:00、 ±曜 9: 30 〜 12:00、13: 00 〜 18: 00 (弊社休日は除く） 
日曜•祝日 9: 3 □〜 12: 日日、 13: 日〇〜 18: 00 (プラズマディスプレイのみ 受付） 


電話（フ U —ダイアル） 

攻几雨耳 

—版巧日日 

ファックス（フ IJ ーダイアル) 


ゴーパイオニア 

画0120 -5-81 028 
03-5496-2023 
画0120 -5-81 029 


<ご注意> 

フリーダイアルは、携帯電話、 PHS ではご利用にな 
れません。あらかじめご了承ください。 


参沖縄ヴービスステーシヨン（沖縄県のみ） 

受付月曜〜金曜 9 : 30 〜 18 : 00 吐曙-日曜-祝日-弊社休日は除く） 

一般電話 098-879-1910 

ファックス： 098-879-1352 


同調)皮カイドフイン適合品 


⑥ 2 〇〇 3 パィォ ニ ァ株式会社禁無断拉載 ハ。 イオニア 株式会社 愚 153-8654 ま京都目黒区目黒 1 T 目4番1号 
<03G000001> <XRA 3008 -B> 










